




































































姫騎士はオークにつかまりました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「俺は社会の歯車になりたい」

　車内の淀よどんだ空気から逃にげたくて窓の外を眺ながめても、ただ鼠ねずみ色いろの空が広がっているだけ。

　俺はそれこそ必死に就職活動をした。用もないのに学校に行き、幾いく度たびの説明会を超こえ、ボールペンのインクで手を汚よごし、数多あまたの書類と格かく闘とう。ただの一度も内定はなく、ただの一度も理解されない。

　それでも誰だれしもイメージする『普ふ通つう』に近づきたくて、俺は必死に努力した。

　自己分ぶん析せきもした。企き業ぎよう研究だってやった。面接のロールプレイだってやった。




　やったんだ……。




　そして一年前の四月。

　希望と花粉に満みち溢あふれた街並みを、期待と不安で胸を一いつ杯ぱいにしながらリクルートスーツで歩くはずの俺は無職になっていた。

　学生時代はどんな事を頑がん張ばりましたか？

　あなたが弊へい社しやに入ることでどんな貢こう献けんができますか？

　どうやら、社会に普通が必要なはずなのに、普通に勉強して、普通に学校に行った俺は普通じゃないみたいだ。

　自分の何を肯こう定ていされるかもわからない。神様の悪ふざけとしか思えない外見。その上ウェットな人間関係って奴やつとは無む縁えんの学生生活のおかげでコミュニケーションにも難がある。

　もっと言うなら、後こう悔かいと自己嫌けん悪おで忙いそがしい俺を、企業が採用するなんて思えない。

「なに期待してんだよ。今までの人生いい事あったか？　なかったろ？　だったらしょうがないじゃん。地元に戻もどって、実家を継ついで農業に勤いそしもう。カイワレ大根を育てることに人生を捧ささげよう」

「せめて『普通』になりたい。みんなできてるんだ。俺だっていつかは！」

　俺の中の理想と現実が葛かつ藤とうとなってぐるぐると混ざり、結果今はこうして派は遣けん社員として毎日を過ごしている。

「あぁ内定が欲しい……」

　じゃぁ就職活動しろよ。という至し極ごくまっとうな意見をいただくだろうが、就職活動にもお金と時間がかかる。それに俺は仙せん人にんでもなければ魔ま法ほう使つかいでもない。お腹なかもすくし、眠ねむくだってなる。当然、食費に家賃、それに通信費とかだってかかる。そりゃ実家から定期的にカイワレ大根は送られてくるけどカイワレ大根だけで一か月生活できるわけじゃない。

　それに各種公共料金。もらえるかどうかもわからない年金の積み立て。

　それだけで当然、結構な出費になってしまうわけだ。

　だから俺は貯金を始めた。給料が安いブラック企業の派遣だからそんな何万も貯金できるわけじゃない。ちょっとずつ。ほんのちょっとずつだけど貯金をして、いつか百万ためたら就職活動に専念する。今のモチベーション維い持じにはそれしかない。

　ふと周囲を見回すと、行き先を示す液えき晶しよう掲けい示じ板ばんの横。コマーシャルを流す方の液晶では「人生はマラソンじゃない。どんなコースだっていい。間ま違ちがえたっていい。誰かと比べなくてもいい。自分なりの人生でいいんだ」なんて売れっ子俳優が人生を讃たたえている。

　言い終わるとすぐに俺も学生時代はお世話になった就職支し援えんサイトのロゴ。

　どんな人生も素す晴ばらしい？　誰かと比べなくてもいい？

『人生は素晴らしいですし、人と比べなくてもいい！　ただ今回はご縁えんがなかったようです。あなたの人生の更さらなる発展をお祈いのりしてます』だろうが！　クソが！

「はぁ……がんばろぉ……」

　すでに折れそうな気持ちを何とか奮い立たせようと、誰にいうわけでもない言葉をぼそっとつぶやいたはいいものの、いざ言ってから周りが気になった俺が辺りをキョロキョロと見回すと、俺以外にも同じ派遣先に派遣されるであろう人たちが思い思いに時間をつぶしている。

　携けい帯たいで最近はやりのゲームする奴がいたかと思えば、スポーツ新聞を読みながら贔屓ひいきのスポーツチームが負けたのか足を小刻みに揺ゆらす奴。タバコを吸いながら社員さんから配られた工程表とにらめっこする奴。

　そして、こんな掃はきだめに一いち羽わの鶴つる。本ほん間ま遥はる香かさん。

　自分に自信も尊厳もない俺だから、「付き合いたい」とか、「やらしいことしたい」なんて思う事すらおこがましい。

　だけど、サラサラな青あお髪がみをまっすぐに切りそろえたぱっつんの前髪、つかんだら折れそうな細い手首と華きや奢しやな肩かた幅はば。誰にでもわけ隔へだてない態度。そしてニコッと笑った時に見える八重歯を魅み力りよく的に感じない男なんているだろうか。いやいない。

　さて、ここまではいつもの日常。いわばスタンダード。

　だけど、今日は違ちがっていた。そう、俺の隣となりに見知らぬ奴が一人座っているのだ。

　ソイツはガムを嚙かんでいるのか、半開きの口から発する咀そ嚼しやく音がなんとも不快に俺の聴ちよう覚かくを刺し激げきしてくる。

「はーい。もうすぐで現場着くんで渡わたした資料しっかり確認してくださいね～。それから佐さ々さ木きさんはちゃんと服着てくださいね。服装の乱れは心の乱れ。今日も元気に仕事しましょう！」

　派遣会社の社員さんがそう声を上げると、生え際ぎわが黒くなってプリンみたいになった金きん髪ぱつをかき上げ、ダルそうに服装を正し、不満を誰かにいいたくてしょうが無いって顔で辺りをぐるりと見回してる。街ですれ違ったら、間違いなく俺が避さける人種だ。

「ほんとめんどくさいっすよね～」

（俺か？　俺に話しかけてるのか？）

　普ふ段だん移動中にめったに話さない俺が、返答にまごついていると間かん髪はつ容いれずに佐々木くんが話しかけてくる。うわぁ怖こわいよ。

「絶対将来はビッグになってアイツみたいなすかしたサラリーマンをボロ雑ぞう巾きんみたいに使いつぶしてやりますよ！」

　雰ふん囲い気きから察するに年下であろう佐々木くんは、随ずい分ぶん攻こう撃げき的で野心家みたいだ。

「そ、そうなんだ……」

　もうちょっと上手うまい返しができれば、面接の時にもっと好印象がとれたのにっていう後悔もさせてもらえぬまま更に佐々木くんはしゃべる。

「やっぱ長いんすか？　この仕事？　え～っと里さと中なかさん？　でしたっけ？」

「あぁそうだね……里中です。俺は……一年……ぐらいじゃないかな……」

　俺の胸むな元もとについている名札を確認し、たどたどしい発音で俺の名前を呼ぶ輩やからは他愛もない話を続ける。

「そうなんすか。自分新人なんすけどなんでも頼たのんでくれていいすっからね！　これでも大魔ま導どう師し目指してるんで！　地元居た時は喧けん嘩かとかでブイブイいわしてたんで体力には自信有りますよ！」

「ふ、ふ～ん」

　何トンチンカンなこと言ってんだ。

　魔法使い？

　そんなもんなれるわけないじゃん。一いつ瞬しゆん頭によぎった言葉を表情かおに出さないように興味なさげな相あい槌づちを打つと、佐々木くんは続けざまに話した。

「自分前はホストやってたんですけど、初めてなんすよね。昼職。だからすげー不安だったんすよ！　マジよろしくお願いしますね」

　もし仮にだけど、俺がマイナスのコミュニケーション障害だったとしたら、コイツはプラスのコミュニケーション障害だ。暴力にも似た押し付けがましい程のコミュニケーション能力が俺の余よ裕ゆうを奪うばっていく。誰か助けて！

「なんだ佐々木お前ホストだったのか？　よしじゃー今日は佐々木の歓かん迎げい会かいだな！　勿もち論ろん里中も来るよな!?」

　先せん輩ぱい派は遣けん社員がその一言を発した瞬間、俺の視界に入る全すべての奴が両手を挙げ、まるで動物園みたいに騒そう音おんの大合唱。なんでこいつらはこんなにも飲み会が好きなんだ。

　酒だけならまだしも口を開けば女、喧嘩、昔は悪かった自じ慢まん。

　そもそも酒なんて話が合う人間と一いつ緒しよに飲んで初めて楽しいと思えるものだろ？　喧嘩なんて学業に専念してきた自分にとっては無縁の世界。さらにもっと言えば俺は童どう貞ていだ。

　じゃぁ断るか？

　無理に決まってる。

　もしこの誘さそいに断りを入れようものなら「へっ！　最近の若いやつは酒も飲まねーのか。そんなんじゃ社会じゃやっていけねーぞ！」なんて煽あおられて、その上ノリの悪い堅かた物ぶつの烙らく印いんまで押されてしまう。

　どうやら新しく来た俺の隣の人もそっち側の人間みたいだ。

　まためんどくさそうな人が増えたことに落ち込んで、厄やつ介かいごとが増えたことに気をもんで。俺の人生こんなんばっかりだ。

　俺は会話の中心が俺じゃなくなったことを確認しまた窓の外を眺めることにした。

「正社員になりたい」

　誰に伝えるわけじゃない。自分への戒いましめと覚かく悟ごを揺らがぬようにするための儀ぎ式しきみたいなものだ。土日もきちんと休んで、九時から五時で働く。そりゃたまには残業だってあるだろうけど、きっと楽になるはずだって信じてる。

　その為ためにはまず貯金だ。

　貯金して生活に余裕を持たせて、派遣辞やめて就職活動に専念する。俺には金が必要なんだ。

「盛り上がっている所大変申し訳無いですけど、点呼とりますよ！」

　目的地はもう近いみたいだ。社員さんの点呼が始まる。

「ささきさ～ん。佐々木・ウォーロック・総そう司じさ～ん」

「へーい」

「ほんまさ～ん。本間・エルフェン・遥香さん」

「は～い！」

「さとなかさ～ん。里中・オーク・弥や太た郎ろうさ～ん」

「はい」
















　俺はいつになったら派遣オークなんて辞められるんだ……。

















１章　オークと姫ひめ騎き士しの不都合な真実






　社会の教師がモリタニア大陸って俺たちの大陸を説明する時、ドーナツの喩たとえをよく使う。生地の部分は人間、エルフ、デミヒューマンで分け合ってそれぞれの国を形成、んで穴の部分にはフジマウント火山という年がら年中噴ふん火かしてる山とオークたちの居住区ってな具合だ。

　当然の事ながら一つの大陸にいろんな種族が同居して生活しているわけだからしょうもない小こ競ぜり合あいも何回かあったんだろうけど、基本的には折り合いつけながら生活してたわけなんだけど、ある時宗教か人種かはたまた地下資源か、きっかけは忘れたけど今までたまった鬱うつ憤ぷんを晴らすような戦争が些さ細さいなきっかけで起こってしまう。

『第二次モリタニア紛ふん争そう』の勃ぼつ発ぱつだ。

　そりゃ戦争なので、人はいっぱい死ぬし、お金だってかかる。当然各国の統治能力も低下。

　そこで困った各国の統治者たちが目を付けたのは、ドーナツの穴部分。オーク族だ。俺のご先祖様たちの住居を保証する代わりに傭よう兵へいとして受け入れ開始。

　結果、戦争はさらに激化。混乱の度合いは加速度的に急きゆう上じよう昇しよう。

　海は枯かれ、地は裂さけ、すべての生物が死し滅めつしたかどうかは定かではないけれど、そんな苦しい状じよう況きようの中で一人の人間の女王様が声を上げる。島しま津づ・ナイト・杏子あんずさま、その人である。

「もう戦争やめよ？」

　もちろん杏子さまがこんな簡単な言葉で言ったかは定かじゃないし、高度に政治的なやり取りがあったかもしれないし、なかったかもしれない。だけどその言葉をきっかけにして、大陸のそれぞれの国が協力をはじめモリタニア連合国として産うぶ声ごえを上げたのは子供でも習う常識だ。

　さてそんな国ができて七百年と少し。

　現在のモリタニアはといえば、見事に不景気の真っただ中。不景気による人件費の削さく減げんがリストラの嵐あらしを呼び、羽は振ぶりの良かった業界は呼吸をすることもままならない。

　じゃぁ削けずった人手の穴はどうやって埋うめるかと言えば、派は遣けん社員だ。

　しかもたちが悪いのは、スーツを着た商社のエルフ社長とか、小さな工場を経営する狼おおかみ男のおっさんだけが派遣を使うわけじゃないって事。

　顔に大きな傷をつけた盗とう賊ぞく団の親玉も、オレオレ詐さ欺ぎグループで莫ばく大だいな利益を上げるダークエルフもみんな平等にサービスを使う。

　そして俺もその資本主義という悲しきピラミッドを最下層から支える立派な一人として毎日を過ごさなきゃいけない。なぜって？　そりゃ就活失敗したからな。

　しほんしゅぎさいこー。

「えぇ～本日はモリタニア王都北西部にあります倉庫を襲しゆう撃げきすることが業務内容になっております。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺たちは馬車から降り、本日の現場である昔から人間たちが多く住む王都北西部に位置する倉庫街の外がい壁へき近くに来ていた。季節は五月。寒くもなく、かと言って暑くもない。春は花か粉ふん症しようがあるから嫌きらいという人でも、この時期になってくると顔から自然と笑えみがこぼれる。

　空を見上げれば、馬車内ではどんよりとした重そうな黒い雲が空を包んでいたっていうのに、現場についた途と端たんにさわやかな青空が雲の切れ間から顔を出し、新緑の匂においが鼻を刺し激げきする。そういえば今朝、出勤前につけていたテレビでは、午後から気持ちのいい天気になるといかにも育ちのよさそうなエルフのアナウンサーが言っていた。そんな中、俺は犯罪行こう為いに精をだすのかと思うとまた気が重くなる。

「聞いていただいてありがとうございます。では本日の詳くわしい内容になりますね。ちょうどここから見えます倉庫街。あそこに入ってる小麦など農作物を奪うということが主業務になっております。続いて今日の持ち場ですが……」

　社員さんが指をさした先に朱しゆ色いろのトタン屋根で蓋ふたをされた倉庫が見える。今俺たちが王都外壁の外にいるってことを考えれば、相当大きい。

「おいおいあんなんやるのかよ……テンション上がってきた！」

　ゲンナリするようなおっさんと輩やからの海にとっては、本日の仕事はそうとうの遣やり甲が斐いを感じる仕事のようだ。体育会系特有のノリといえばいいのか。はたまたマイルドヤンキー的な一体感ともいうのか。正確な言い方はわからないが、できれば一緒の存在として第三者に認識されたくない。そんな空気感と熱量が伝わってくる。

　そんな空気感に嫌いや気けがさして、視線の方向を変えると、血の気の多い輩がひしめき合う集団にぽっかりと穴が開いていた。中心には一人のエルフの女の子が。

　本間・エルフェン・遥香……さん。

　たしか同時期に働き始めたはずだから、少なくともこのくそったれな職場で一年以上は働いている計算になる彼女は社員さんの一挙手一投足に集中しながら、小さな手でメモを取ることに必死のようだった。

　仕事以外でまともに話したことは数えるほどだし、クラスに一人はいる〝さん〟付けしないといけないようなオーラを放ってるもんだからプライベートな事とかは一いつ切さい知らないけど、年ねん齢れいは口調と雰ふん囲い気きから察するにたぶん俺と同じぐらいもしくは少し下ぐらい。まっエルフだから年齢の概がい念ねんを考えるのもなんだかなって感じだけど。

　イメージ的にはパッと見図書館とか、幼よう稚ち園えんとかで働いてる方が自然な印象なのにもかかわらず何故なぜかうちの派遣事務所に登録してるというところはこの派遣会社の七不思議。他ほかの六個があるかどうかは知らないけどね。

　実際、今もおっさんと輩の海の中に立っているはずの遥香さんの周りは自然と結界ができて人が立っていない。肩かたぐらいまであるきれいなぱっつんの青あお髪がみ、大きく伸のびたエルフ特有の耳。華きや奢しやな肩かた幅はば。真っ白な肌はだ。どこをどう見てもここに存在しているのが不思議、いや異質っていう方が正しいか……。

　俺がじーっと遥香さんを見つめていると、こちらに気づいたのか、笑い返してきたので俺は慌あわてて目を逸そらした。これで職場の誰だれかに、里中が本間の事を好きらしいとか思われたら死んでしまう。今日日、いい歳としした大人たちがそんな事で盛り上がるわけないだろうと思う人もいるだろうが、実際そうだから困ってるんだ。この前なんかトイレで誰かが大きい方してたって事で盛り上がってたからな。

「……ぱい！　せんぱい！」

　俺が本間さんに気を取られていると、誰かが俺の肩を揺ゆらしていた。

「先せん輩ぱい！　先輩ってば！」

　振ふり向むけば、金きん髪ぱつ頭に、旋毛つむじの黒。馬車で隣となりの席だった佐々木くんだ。

「せ、先輩って俺の事？」

「そりゃそうっすよ。先輩は先輩でしょ」

　そういわれればそうだ。

　そういえば自分の後に入ってきた派遣社員の人は今までいなかったな。

「あぁそっか……。そうだね。せんぱいだね。でどうしたんですか？」

「どうもこうもないでしょ！　倉庫襲撃とか聞いてないんですけど！　そんなん求人情報には書いてなかったっすよね!?」

　うん書いてないよ。

　笑顔の絶えない職場だし、やさしい先輩が丁てい寧ねいに教えるし、月五十万エンの給料をもらう事も可能だし、あなたの努力がんばりを正当に評価する天国のような職場だからね。そりゃ業務内容に犯罪行為があったところで目をつぶらざるを得ないよ。うんしょうがないしょうがない。

「あぁ、どうだったっけなー。結構前だからどんな事書いてたかわすれちゃった……かな……」

　開口一番佐々木くんが至し極ごく真っ当な意見をいうなんてとびっくりした俺は思わず目を点にしてしまった。社員さんが業務の説明をしている間も続く派遣社員のざわめきの中で、佐々木くんも不思議そうに俺の顔を覗のぞきこんでいた。

　そうだよな。これが普ふ通つうのリアクションなんだ。ビジュアルだけでとんでもねー人が入ってきたと思って警けい戒かいしてしまったが、存外まともな神経の持ち主なのかもしれない。

「先輩は疑問に思わないんすか？　俺文句いおっかなー」

　俺だって一年前までは今の彼と同じように『全くこの派遣の仕事を取ってくる奴やつは何を考えているんだか……普通に犯罪者の片棒を担かつがせるなんてあり得ないだろ』とか考えていたはずだ。

　でもしょうがない。不景気なんだ。どうせ俺なんか〝普通〟じゃないんだ。レールから外され振ふり落とされた側だ。だから高望みなんてしちゃいけないんだ。

　自分を納得させるしかなかった。ほんとはそんなの嫌いやに決まってる。

「や、やめなよ。不景気なんだ。それにここがつぶれたって他の会社が同じ事やるだけだよ」

「先輩俺バカなんでよくわかんないんすけど……」

「あぁごめん……」

　時というのは残ざん酷こくだ。思考を奪うばい、判断力を奪い、最終的にはタンパク質で構成された機械になり果てる。

「えぇ以上で本日の業務内容の説明となります。他に質問等はないですかね？　では以上ですので……あっ一点追加の内容がありました。先ほど上司に電話したところ、今回の業務では指揮官クラスを捕ほ縛ばくした方に百万エンの褒ほう賞しようプログラムを適用する運びとなりました。当然王都での仕事となりますので、姫騎士の島津・ナイト・杏あん樹じゆさまが警備の陣じん頭とう指し揮きを執とると思われます。身代金の請せい求きゆうをしたいとのクライアントからの意向もありましたのでよろしくお願いします」

　静けさだけが辺りを包み込む。しかしこれは只ただの前まえ触ぶれ。

「よっしゃぁぁぁぁぁやるぜぇぇええええええええええ」

「うわぁぁぁぁぁ今日は朝まで飲めるぞぉおおおおおおおおおおおおおお」

「チーム組んでやろうぜ！　当然利益は折半でやるぜ！　絆きずなだぜ！」

　社員さんの言葉が俺以外の派遣社員の脊せき髄ずいを通りぬけ、脳内をひと通り駆かけ巡めぐったその時。俺の周りには奇き声せいとも怒ど号ごうともとれるような声をあげ、モチベーションを高める変態たちの集団が出来上がっていたのだ。

　百万エン。普通に仕事をしていれば四か月分の給料にお釣つりが来るぐらいのお金だ。そして何より俺の決めていた就職活動に必要な貯金額そのもの。

　だれだって欲しい。俺だって欲しい。

「はい。じゃぁ先ほどの割わり振りで本日もお仕事よろしくお願いしま～す。確認でもっかい呼び出しますよ！」

　呼び出された派遣たちはスキップ混じりで、一人また一人と倉庫へ走って行く。

　早く呼び出されなければ最前線に行くのが遅おそくなる。つまりは姫ひめ様を捕つかまえる絶好のポイントを他の派遣に取られることになる。頼たのむ！　早く呼び出してくれ！

　そう願う俺の気持ちとは裏腹に呼び出しが終わってしまった。

「あ、あの俺は？」

「あれ？　聞いてなかったの？　今回の仕事はかなり大おお掛がかりなものだから現場待機班も作るって？　頼むよちゃんと説明してるんだから聞いてもらわないと！」

「えっ？」

　そう言えば佐々木くんが話している時になにか説明していた気もする。

「先輩ちゃんと聞いてなかったんすか？　自分と先輩、あとあそこの女の子が待機班っすよ！　よろしくっす先輩!!」

　いやいやいやいやいやいや

　俺の百万エンは？　なんで俺だけ外野なの？　しかも今日配属の新人と！

「ち、ちょっと待ってください！　俺も倉庫班回してくださいよ！　困ります！　俺もボーナス欲しいです！」

「そう言われても、里中さん倉庫で物運べる程体大きくないでしょ？」

（またか……）

　社員さんの一言が俺の脳内で就活失敗の悪夢も呼び覚ます。

　基本的にオークは力が強い。エルフは魔ま法ほう学が得意。デミは手先が器用。人間はどこででもある程度のパフォーマンスが期待できる。もちろん例外はあるけど原則的にはそういうイメージが社会に根付いてる。

　それじゃいざ自分の事を顧かえりみるとどうだ。人間というには、随ずい分ぶんと肌の色はくすんでカビが生えたみたいな緑色。鼻はオーク特有の豚ぶたみたいな鼻とはいいがたいけど人間からすると大きいレベル。それに犬歯なんて人間より数倍は大きい。要するに俺はオークだけどオークっぽくない。かと言って人間でもない。存在自体が中ちゆう途と半はん端ぱ。

「あっ君オークなんだね。ごめんねウチ今欲しいの人間なんだ」

「オークにしてはちょっと体型がね……力仕事とか任せらんないかな」

　こういうわけで俺は社会からつまはじきになってしまったのだ。

　一応国の法律で種族関係なく職業選せん択たくの自由っていうものが保障されてるものの、種族フィルターが無くなるわけじゃない。

　ましてやオークだ。七百年前の戦争のせいで戦争を混乱させたクソ種族なんてイメージもついて回る。結果社会的にマイナスなイメージや偏へん見けんも多くて、オークの低所得者は多い。

「わ、わかりました……」

　どうせ俺なんか文句をいえる身分じゃない。

　こっちは派は遣けん。

　向こうは正社員。

　俺は奥歯で文句を嚙かみ殺し、精せい一いつ杯ぱいの声で了りよう承しようした。

「せ、先輩！　ほら逆に言えば、もし姫様がこの馬車を最初に標的にする作戦を立てたら、俺たちだけで利益独どく占せんの可能性も無くはないんですから！」

「佐々木さんの言うとおりですよ。じゃぁ僕も現場行ってくるので馬車の警備の方おねがいしますね！　んじゃ」

　そういった社員さんも俺が一いつ瞬しゆん天を仰あおいだ瞬間に倉庫へ走っていき後ろ姿は小さくなっていくばかり。

　終わった。

　もし百万があれば目標の貯金額にも到とう達たつするはずだった。

　まだ見ぬ魅み力りよく的な企き業ぎようからの内定ももらえるはずだった。

　こんなに悲しい想おもいをするなら、初めからボーナスがもらえるチャンスがあった事すら知りたくはなかった。

　肩をすぼめ、意気消しよう沈ちんした俺のそばにいるのは、肩をポンポンと叩たたき慰なぐさめてくれる佐々木くんと無言で佇たたずむ本間さんだけだった。




　島津・ナイト・杏樹




　女の幸せは結けつ婚こんとか言い出した奴は死し刑けいにしてやりたい。

　結婚準備用の月刊誌にこれ見よがしについてくるピンク色の婚こん姻いん届けはもれなく編集者の血で染め上げて真っ赤にしてやりたいぐらいだし、学生時代にそんな仲が良かったわけでもないのに結婚報告の手紙を写真付きで送りつけ、「私今人生で一番幸せです」って空気バリバリ出してくる同級生は浮うわ気きされて戸こ籍せきにでっかい傷バツがついちゃえばいいんだ。

「杏樹さま！　杏樹さま！　どうかされましたか？」

「あぁごめんなさい。考え事してたわ。それで今年度の予算よね。とりあえず経済対策に使いたいんだけれど、大だい丈じよう夫ぶかしら？　百目鬼どうめきさん」

　執しつ務む室中央に置かれた私専用の椅い子すから机を挟はさんだ向かいにはウェーブがかかった銀ぎん髪ぱつを指先でクルクルいじる鼻筋通ったプライド高そうな我が国の総務大臣。

「えぇ、それは問題ないですが。お父様が倒たおれられてから、この二年ずっと働はたらき詰づめでしょう。お休みを取られたほうが……。もしよければ私わたくしの別べつ荘そうでご静養などいかがですか？」

「あぁ心配ないわ。これでも週に一回はちゃんと休んでいるもの。それに国がこんな時に休んでいる所を週刊誌に撮とられでもしたらもっと大変だもの」

「それはそうですが……。ただ私はあなたの事が心配で。あと私の事は親愛こめて司つかさとおよびください」

「えぇ考えておくわ。そんじゃ下がってもらっていい？」

「失礼いたします」

　廊ろう下かへと続く白いドアが悲鳴をあげたあと、部屋には私一人になったことを改めて確認すると私は大きなため息をついた。

　白のカーテン、白に塗ぬられた猫ねこ足あしのテーブル。自分好みの調度品。すべて自分の嗜し好こうにあっていて快適なはずの執務室なのに、なぜか私の感情は時し化けた海のような状態。

　なぜか？

　仕事では二年前に国王でもある私のパパが倒れ、国の運営を任せられているけどそれがうまくいかない。経済だってうまい事いってないし、国民には文句ばっかり言われる始末。ネットの掲けい示じ板ばんじゃ、私の顔がハエの首に挿すげ替かえられてウンコの周りを飛び回ってるコラ画像だって作られてるって話だ。自分で見るのは怖こわいから話で聞くだけだけど……。そりゃ任命責任って言われればそれまでの話だけど、私だってごくごく普通の女の子だ。人格だってあれば、凹へこみだってする。

　しかも雇やとった大臣の何が一番むかつくってちょいちょい私をデートに誘さそってくるってこと。巷ちまたじゃモテてるのかもしれないけど、私は仕事とプライベートは分ける主義だし、そもそも誰だれのせいで私がハエ程度の存在になってるか少しは考えてほしい。

　じゃあ肝かん心じんのプライベートはどうだと言われれば、同級生の結婚ラッシュ。

　今年に入ってから、すでに百万エン近くがご祝しゆう儀ぎとかいう、他人の幸せのために私の銀行口座からお別れしてる。

　一か月に二通は結婚式の招待状という不幸の手紙が私の銀行口座を蝕むしばむ様はただただ不快だ。当然私はこの国の王女という立場上ある程度の額を求められるわけだから半はん端ぱな額も出せないし、もちろん公務だからとかいう理由で税金を使うわけにもいかない。
















　これがいずれは自分に返ってくる保証のあるお金ならいい。「まぁ持ち回りだよね」なんていって笑って済ませられる。

　が、国の状じよう況きようが状況なだけに、合コンなんて行った日には週刊誌に叩かれ、ネットでは行き遅おくれそうになって焦あせってるなんていう余計な詮せん索さくをされ。婚こん活かつなんて生ぬるい事ができる状況には到とう底ていない。

「あぁどっかにいい男いないかなぁ……」

　私は先ほど来たいけ好かないくそ大臣の持ってきた書類でごった返した机に突つっ伏ぷし、巷で話題らしいとメイドに教えてもらったグリーンスムージーなる緑の液体にストローをさし一口すすると青あお臭くささと苦みが口を襲おそってきた。

「うわっまず！　なにこれ、草じゃん。草！　口全部草！」

　美容にだって気を使ってる。ウエストなんてきゅっとしまっているし、だらしない所と言えば自分の部屋がまともに片づけられない事ぐらい。

　白雪姫だってシンデレラだってラプンツェルだって、なんやかんやありつつも最終的には王子さまが来て閉へい塞そく的な日常を破は壊かいして幸せな生活が始まるっていうのに、いまだに私の前には王子さまが現れない。

　はじめは家いえ柄がらとか、姫なのに騎き士しというところで勝手に〝圧〟を感じて告白してこない根性なししかこの国にはいないんだと勝手に思っていたけど、周りの同級生が結婚しているのを見るとどうやらそうじゃないらしいと自分で気付いてしまったのだ。

　今、私は十七歳。この国じゃ人間の女は二十歳はたちで行き遅れ扱あつかいされてしまう。

　ましてや恋こい人びととして年の初めに初はつ詣もうでに行くことから始まり、春はお花見をして、夏は花火を見に行って、秋は紅葉もみじ目的でお泊とまりデート。冬はクリスマスできれいな夜景の中ロマンチックなデートなんて絵空事を考えないわけじゃない。

　ということはぼちぼち恋人ができてないと、二十歳までに結婚なんて到底無理な話になってしまう。

「結婚……したいなぁ……」

　うちのママが私産んだらすぐに死んじゃって、残されたパパが男手一つで必死に私を育てた事を考えれば結婚すれば絶対に幸せになれるとは限らないのはわかってる。

　だけど、この変わらない日常を過ごしていると妙みようなあこがれを勝手に抱いだいてしまうのも事実なのよ。

　ようするに私は仕事も頑がん張ばらなきゃいけないし、恋人も作らなきゃいけない。だけど、そんな時間も暇ひまもいい男も周りにいないという三重苦に陥おちいってるわけだ。

「あぁどっかにちゃんと仕事してて、性格いい男がぽろっと出てこないわけ？」

　出てこないに決まってる。そんなのわかってる。そういう人は既すでに奥さんないし彼女がいるのだ。




　ドンドンドンドン




　私が現実と虚きよ構こうの境界でまどろんでいるとどうやら次の仕事が舞まい込んできたらしい。けたたましいドアのノック音が執務室にこだました。

「どうぞ」

「はっ。杏樹さまよろしいでしょうか？」

　ドアから顔を出したのは王立騎士団警備課の課長（既き婚こん者）だった。この人お髭ひげが似合ったナイスガイでかっこいいんだよね。

「えぇ大丈夫どうしたの？　ずいぶん急いでそうだけど？」

「えぇ襲しゆう撃げきです。王都北西部の倉庫街で大規模な盗とう賊ぞく団の襲撃が起きました。つきましては陣じん頭とう指し揮きをおねがいしたく……」

「またぁ？　ほんと景気悪くなると治安って安定しないわね。でも私他ほかにも仕事あるし……」

「えぇそれは重々承知しているんですが、人が足りなくてですね。ぜひに！」

「もうしょうがないわね。急いで着き替がえるから出てって」

「承知いたしました！　それでは！」

　はぁ、しょうもない盗賊の逮たい捕ほも仕事だ。だけどどうせこれ終わったらすぐに城戻もどってデスクワークなわけでしょ？

　こんな日常がこの先ずっと続くなんて死にたくなるわ。とっとと寿ことぶき退社して、子供のために刺し繡しゆうとかするいい感じのママになりたいんだけどな！　もうっ！

















２章　おかしなおかしなおかしなオーク






　カーンカーンカーン

　遠くからでも分かるような警けい戒かいを住民に知らせるけたたましい鐘かねの音が鳴なり響ひびく。今ごろ小麦粉班はせっせと荷物を運んでいるだろう。

　そんな忙いそがしいであろう現場とは裏腹、俺、佐々木くん、本間さんの現場待機班は都市部と倉庫までをつなぐ道にただただボーッと立っていた。

　青い空、白い雲、時折吹ふくさわやかな風。俺の心情とはあまりにもかけ離はなれたのどかな農道は平和そのものだ。

「せんぱぁ～い。元気出してくださいよぉ～」

「だって百万だよ!?　百万エン！　佐々木くんは欲しくないの!?」

「いやそりゃ欲しくないって言ったら噓うそになりますけど……」

「よし、今からでも遅おそくない！　最前線いこう！」

「ちょっとちょっと！　ダメですって！　しかも先せん輩ぱいはいいっすよ!?　オークだから多少攻こう撃げきされたって。でも俺人間すよ？　斬きられたら死んじゃいますよ！」

「そ、そっか……」

「でもそんなにお金欲しいって事は先輩お金困ってるんすか？　あっわかった。先輩女の子に貢みついじゃってお金ないんでしょ？」

　思わず俺はあきれ返って、口をぽかんと開けてしまった。

「君さ、あんま物もの怖おじしないっていうか、普ふ通つうの人ならそういうこと面と向かってオークに言わないよね」

「だって先輩、他のオークと違ちがって怖くないんですもん」

　あぁまたか……。何気ない会話の中で不意に出た佐々木くんの台詞せりふが、虚きよ勢せいを張った精せい一いつ杯ぱいの俺の心臓に鋭するどく付き刺ささった。

　いつだってそうだった。オークは粗そ暴ぼうで女に目がなきゃいけない。エルフは清せい楚そじゃなきゃいけない。ある程度の年ねん齢れいになったら恋れん愛あいしなきゃいけない。正社員にならなきゃいけない。

「別に悪い意味で言ったわけじゃないっすよ？　まぁたしかにさっきのオークの人たちみたいなオークらしさはないっすけど、その分怖くないから話しやすくていいじゃないっすか！　俺は好きですけどね」

「す、好き!?」

「べつに男が好きとかそういうんじゃないんだから勘かん違ちがいしないで欲しいっす。いやもし仮に先輩がそういう人でもいいですけど、ただ俺はストレートですから！」

　なんでそうなるんだよ。ちょっと佐々木くんを見直した俺がバカみたいじゃないか。

「しかしヒマっすね。ていうか一つ聞いていいっすか？」

「なんですか？」

「あの子だれすか？」

　佐々木くんの視線の先には、乙女おとめ座りで馬車の車輪に体重を預ける美少女、本間さんがいた。

「あぁ本間さんだよ。僕もよくわかんないけど長い事働いてる人」

「へぇかわいいっすね。自分あーいう子タイプっす」

「君そういうゲスな思考を職場にもってこないほうがいいよ。一応社会人でもあるわけだし」

「なんでですか！　俺前ホストやってる時の先輩に『女を見たらとりあえず声かけろ』って教えられたっす！　だからその流りゆう儀ぎに従って生きようって思います！」

「だから職場でそういう……あっ！」

　声をかけ、止やめさせようとしたその瞬しゆん間かんには、佐々木くんは馬車の近くに駆かけ寄り本間さんに話しかけていた。

　おいおいおい。大だい丈じよう夫ぶかな。本間さん不快に思ってないかな。なんか嫌いやな思いしてないかな？

　そう心配していると、佐々木くんは会話が終わったのか、とぼとぼと肩かたを落としてこちらに戻ってきた。

「先輩……。俺間ま違ちがってたっす。世の中にはゲスな考えで汚けがしちゃいけない人がいるっすね……」

「き、君まさか本間さんに変な事言ったの!?」

「いやーなんすかね。挨あい拶さつして天気の話して。それだけっす。それだけなんすけど」

　佐々木くんの説明を聞く限りはまともな会話なようだけど、どこか歯切れの悪い口調だ。

「こう俺の中の悪い部分っていうか、汚れちまってる部分が露ろ見けんするような笑え顔がおでつい……」

　そう。何がそうさせるのかわからないけれど、本間さんはどこか儚はかなげな雰ふん囲い気きがあって丁てい寧ねいに扱あつかわないと壊こわれてしまう感じがする。

　さっきの佐々木くんの話を真に受けるんだったら、外見とかで判断するのもよくないとは思うけど、実際話す機会なんてそうないし、第一何を話していいのかなんてわかんないってのが実際だったりする。

「まぁわからんでもないね」

　確かに言われてみればそんな雰囲気がある。どこか真ま面じ目めそうで冗じよう談だんなんて言ったら怒おこられそうな、そんなイメージだ。

「でも先輩も似た雰囲気ありますよ。この職場まだ居て数時間ですけどなんかみんなと毛色が違うっていうか。先輩は本間さんとは会話とかしないんですか？」

「あぁ、僕苦手なんだよね。そもそも女の人と話すの。ほ、ほらオークじゃん？」

「先輩って……意外と臆おく病びようなんっすね」

「お、臆病？」

「そうっす。なんて言えばいいんだろうな。えっとどら焼きってあるじゃないっすか。あれを初めて見た人って、きっと中にアンコが入ってるなんて思わないじゃないすか。うーんそれと同じ感じで、割って中身を見ないと粒つぶあんかこしあんかもわかんないっていうか」

「ようするに、中身は見なきゃわかんないって事だよね？」

「そうっすそうっす。んじゃ行きますか？」

　そう言った佐々木くんは俺の手を引き、強引に本間さんのいる方向へと進むので、俺は全身に力をいれてテコでもここを動かないという構えをとった。

「へっどこに？」

「そりゃ、本間さんのところにっす！」

「えっいやいやいや。いいよ俺は、佐々木くんだけでもっかい行ってきなよ！」

「そこっすよそこ！　どうせ僕ちゃんオークだから女の子に嫌きらわれてるとかそういう内気なメンタリティなんすよね。そういうのよくないっす！」

「いやでもさ、なに話すの？　話すことないよね？」

「確かに！　さっき俺が無難な話題の一つでもある天気を使っちまいましたからね。そうっすね～こういうのはつかみが肝かん心じんなんすよ。そうだなぁ。とりあえずマカロンの話っすね。マカロン！」

「マカロン!?」

「そうっす。いいですか？　世の中の女はマカロンが好きなんです。マカロンが好きという自分が好きなんです。だからマカロンの話は高確率で食いつきます」

「そんな人ばっかじゃねぇだろ！　純じゆん粋すいにマカロンが好きな人に謝れ！」

「ということでマカロンの話しに行きますよ！」

「えっちょっとまって！」

　特に根こん拠きよのない自信に溢あふれた佐々木くんは、強引に俺の手を引くと、馬車の方にズカズカと肩を振ふって歩くじゃありませんか。どこから出てくんだよ、その力とモチベーションは！

　しかし、俺もただじゃ動かない。

　さながら綱つな引ひきの綱のように扱われる俺の腕うで。

「先輩の意地っ張り！　いいじゃんちょっと話すぐらい！」

「嫌だって言ってんでしょ！　やめろ！　やめてください！」

「あっあんなところにお姫ひめ様が！」

「えっ噓!?　あっ!!」

　噓にまんまと引っかかった俺の隙すきを佐々木くんは見み逃のがさなかった。

　強引に引っ張られた俺は、完全にバランスを失い、佐々木くんを巻き込むように地面に倒たおれこんでしまった。

「いったいなー」

　砂すな埃ぼこりが巻き起こり、視界がクリアになると俺は、佐々木くんの体に馬乗りになって、佐々木くんの心臓の辺りに掌てのひらをついていたのだ。

「す、すまん佐々木くん」

「先輩、や、やさしくしてください……」

「おい！　誤解させるような事いうな！　顔をそらして赤らめるな！」

　佐々木くんと俺が砂にまみれワーワーと騒さわいでいると、頭上から声が聞こえ、振り向けばそこには、本間さんがいた。

「大丈夫ですか？　弥太郎さん？」

　驚おどろいた。何がって俺の下の名前を知っているって事にだ。そりゃまぁ一年も一いつ緒しよに働いてるんだから普通の事と言えば普通の事なんだけどさ。

「ほら先輩なんか話さないと！」

「え、っとその～マカロン好きですか？」

「マカロンですか？　好きですけど……それより大丈夫ですか??」

　こっちは佐々木くんに言われてとりあえずマカロンが好きか聞いてるんだ。どうもこうもない。好きか嫌きらいか聞いてそれ以上何もない。そもそもマカロンの知識なんてカラフルで丸いって事以外なにも持ち合わせていない。

「おい、ささきくんこっからどうするんだ！　ってささきくん？」

　俺が小声で佐々木くんに助けを求めたが、肝心の佐々木くんは俺に話しかけろと言っといて、足元でピョンピョン飛んでいるバッタを捕つかまえるのに夢中だ。

「あっくそっ！　こいつめ！　逃にげんな！」

　なにやってんだよコイツは!!

　くそ、こんなことになるんだったら、口車に乗るんじゃなかった！

「どうしたんですか？　弥太郎さんもマカロン好きなんですか？」

　もう佐々木くんは当てにならない。信じちゃいけない。それはわかった。しかしここはどうすればいい。どう切り抜ぬければいいんだ。面接だ。面接試験と思え弥太郎！

　俺は自分で自分を鼓こ舞ぶして大きく息を吸い込んだ。

「はい。私は子供のころからマカロンが好きです。小学校のころ……えっと……」

　そうだった。そもそも俺は面接得意じゃなかったんだ。終わった……終わっちまった。

「ふふふ、なんですかそれ面接ですか？　自己紹しよう介かいとかします？」

　口元を押おさえ、上品に笑うその姿は紛まぎれもなく女の子って感じだ。

「えっいや……まぁ……」

「なんか騎き士し団受けた時の事思い出しちゃいました。なつかしいな。まっ結局受からなかったですけどね。不景気だったし……ほんとやんなっちゃいますよね。弥太郎さんも就職失敗組……ですよね？」

「えっうん、そうだけど……なんで？」

　なんでというのは色んな意味あいを含ふくんでのストレートな疑問だった。名前を知ってる事、就職活動失敗した事。

「あっなんかプライベートな事につっこんでしまってごめんなさい。ただ……みなさんと雰囲気が違ちがうじゃないですか」

「そうかなぁ……」

「そうですよ」

「で、でも、でも、なんで僕の名前知ってるの？」

「名前？　あっそんな親しくもないのに下のお名前でお呼びしてしまってすいません。ですけど社員さんがフルネームで点呼してるんですから、知らない方がおかしいですよ！　同どう僚りようなんですから！　でもこんなにお話ししたことなかったですよね？」

　なにこれ、女の子と話すってこういう事なの？　ちょっと楽しい。

「そ、そうですね。なんか話しかけてすいません」

「いえ、私も暇ひまを持て余あましていましたし、むしろ話したかったんですよ弥太郎さんと」

「なんでですか？」

「えっとなんていうか、弥太郎さんならわかってくれると思いますけど、私ここで浮ういてるじゃないですか。賭かけ事ごともやらないし、スマホのゲームも嗜たしなまない。あとお酒も弱いので飲み会とかも参加できないですし、そもそも誘さそわれたりもしないので。それに都内に上京して来て友達もいないので休日とかもどうやって過ごせばいいのかもわかんないし、お友達欲しかったんです。なんかいろいろしゃべっちゃってすいません。ご迷めい惑わくですよね？」
















　なんだこの女の子は？　かわいいじゃねーかと思う自分がいる反面、もしかしたらツボでも売られるんじゃねーかっていう疑念が俺を襲おそう。

「あ、あぁべ、別に気にしないで大丈夫です。むしろ僕の方こそ急に話しかけちゃってすいません」

「なんか私たち謝ってばっかりですね、ふふ」

「あはは、そうですね」

　自分がいつの間にか普ふ通つうに会話できていることに驚いて、しかもその相手がかわいい女の子だということにまた驚く自分がいた。

　しかしまだ疑念が消せない。

　なぜかといえば、俺の人生という年表にこのイベントは普通なら出てこないからだ。学生時代。俺は女子から生物以下の扱いを受けてきた。いや正確には生物として認識されていなかった。

　そんな過去の経験があったからこそ、俺は怖こわいんだ。

「でもダックワーズは不ふ憫びんですよね」

「ダックワーズ？」

「はい。マカロンと使う材料ほとんど変わらないんですよ。なのにマカロンは人気で。ダックワーズは地味なイメージでなんかかわいそうじゃないですか？」

　まるで自分の事を言われてるみたいで急にダックワーズに親近感がわいてきたぞ。なんてかわいそうなんだ。

「ダックワーズはかわいそうだね」

「でも私は好きですよ。ダックワーズ」

　お菓か子しの世界もいろいろあるんだな。そう思って佐々木くんに目をやると、でっかいバッタをそれぞれの手で一いつ匹ぴきずつもって自じ慢まんげに見せてきた。

「先せん輩ぱいこれでかくないですか？」

　屈くつ託たくのない笑え顔がお。こいつ本当悩なやみなさそうでいいな。

「うわぁ～でっかいバッタですね。やっぱ都内は栄養がいいからバッタも大きくなるんでしょうか？」

「都内関係ないと思いますけどね……虫の大きさ」

　本間さんの着眼点もおかしいけどまぁいいや。

「ほら、もうその辺に逃がしてやれよそのバッタ」

「ええぇ。こんなでっかいんですよ。もしかしたら幻まぼろしのバッタかもしんないですよ？　そしたら名前つけられるんですよ。どうしよっかな～キングササキムシとかにしようかなー。そしたら超ちよう有名人ですよね俺？」

「バッタでさえなくなってんじゃねーか！　もう逃がしてきなさいよ。紛れもなくそいつはバッタだよ。普通のバッタ！　むこうの草むらに逃がしてあげなさい」

「ちぇっなんだよー。ほらお逃げキングササキムシ」

　佐々木くんは肩かたを落とし、少し離はなれた草むらに向けて歩いていった。

「本間さん虫平気なんですか？」

「私ですか？　大だい丈じよう夫ぶですよ。田舎いなか育ちですからね！」

「そうなんですね……」

　会話が終わってしまった。別に何かしらの話をすればいいんだけど、その話題がみつからない。思えばさっきまでの会話も自分発信でしたのはマカロンの話ぐらいだ。なにか話題を振るべきなんだろうか。俺はもじもじと口を開いては閉じを繰くり返していた。

　その時だった。

「先輩!?　先輩!?」

「なんだよ！　人が話しているっていうのに！」

「大変です！　あれあれ！」

　佐々木くんの指さす方。そこには、白はく煙えんと大群の何かがこちらに向かってくる音。これは……そう地鳴りだ。

「えっ弥太郎さんこれって！」

「そうっすよ。来たんですよ王立騎士団が！」

　正面から舞まい上がる砂埃はあっという間に俺たちを包み込み、視界を一いつ瞬しゆんにして真っ白に染め上げていく。自分の腕でさえも見ることがやっとの状態だ。

　どこかに逃げようにも視界の悪さに右往左往するしか無いこの状態が続き、視界がクリアになる頃ころには数えきれない程の屈くつ強きような兵士たちが俺たちの周りを取り囲んでいた。

「あの～、もしかして王立騎士団の人たちですか？」

「どうみたってそうだろ！」

　どの兵士をみても、厚い胸むな板いたを鋼はがねの鎧よろいで隠かくし、乗っている馬までが、その辺のロバの親しん戚せきのような間の抜けた顔をした駄だ馬ばとは違う精せい悍かんな顔立ちをしているんだから間ま違ちがいない。王立騎士団そのものだ。

　俺がじっと辺りを確認すると声が聞こえる。

「王立騎き士し団団長島津・ナイト・杏樹である！　そこのもの！　馬車が邪じや魔まだ。道を開けよ！」

　声とほぼ同時に騎兵の海は真っ二つに割れ、声の主と俺たちを結ぶ一筋の道が出来上がる。

　声の主はその奥で馬に跨またがっていた。

　白金と上等な生地で丁てい寧ねいに作りこまれた高そうな鎧が似合う騎士なんてそうは居ない。ましてや女の子ならなおさらだ。

　佐々木くんとは違い、くすみもない天然物の金きん髪ぱつが風にたなびくその姿は気品に溢あふれている。

「…………………佐々木くん？」

　目の前の状じよう況きように対応できず、さっきまで勇ましかった佐々木くんに声をかける。が、そこにはまさか本当に騎士団が来るなんてと驚おどろいた表情をした佐々木くん。

「そこのもの！　聞こえているのか？　道を開けろと言っている！　聞こえないのか！」

　張りあげる声は勇ましさと凜り々りしさが程よく混ざった心地ここちの好よい声だった。上司がこんな声上げるんだから部下の士気だってそりゃ上がるよ。まっ政治へたくそだけどな。

「いやでも先輩？　すげー騎兵居ますけど辛つらくないですか？　多分なんすけど、これ俺ら串くし刺ざしですよ？」

「そうですよ。ここは道を開けましょうよ。弥太郎さんだっていくらオークとはいえ怪け我がしちゃいますよ！」

「いや此こ処こは引けない。頼たのむ！　一生のお願いだ！　いや逆に聞く。百万エン欲しいか、欲しくないか。二つに一つ」

「先輩キャラ変わってますよ！　お金の事になるとキャラ変わるのやめてください！」

「うるせぇ。正社員に俺はなるんだ！」

「いや困りますよ先輩！　ここで死んだらキングササキムシの発見という偉い業ぎようが闇やみに葬ほうむられちまいますよ！」

「うるせぇ!!」

　やっと巡めぐってきたチャンスなんだ！　ここでみすみす逃のがす事なんてできない！　俺は正社員になるんだ。俺たちの夢を、希望を、つかむための冒ぼう険けんが今始まったんだ！




　　　　◇◇◇




　月明かりが夜を照らし、外からは狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえる。察するに夜よ更ふけ真まっ只ただ中なかってかんじだろう。

　ジメッとした空気に走り回るネズミの足音。ここで一週間暮らせって言われたら無言で首を横に振ふる劣れつ悪あくな環かん境きよう。檻おりで囲まれた出口のない部屋。あるのはボロボロの机と椅い子すが一ひと揃そろい。そんな環境で朝まで過ごさなきゃいけないっていうのが苦痛でしょうがなかった。

「いやーまさかこんなことになるとは思わなかったっすね」

「ほんとな……」

「弥太郎さん。一つ疑問なんですけどこれって残業代でるんですかね？」

「分かんないよ！　俺は社員でも無いんだから、何でも俺に聞かないでください……」

「しっかし最悪だな～。まっいいか。つーか先輩。さっきから思ってる事あるんすけど言っていいすか？」

「なんだよ……」

「顔……にやけてますよ？」

「それはお前もだろ」

　ガハハハハハハハハ

　何もない牢ろう獄ごくに反はん響きようする笑い声は、戦隊物の悪役がヒーローたちをボコボコにして、ついでに本部も助すけっ人とにきたヒーローまでもボコボコにしても足りないぐらいのゲスな笑い声だった。

　だって、目の前には鎖くさりで繫つながれた下着姿のお姫ひめ様（騎き士し）がすやすやと寝ね息いきを立てているんだから。

「でも綺き麗れいですね。杏樹さま」

「なになに、遥香っちはそういう趣しゆ味みの人なわけ？」

「そういう趣味ってなんですか？」

「そうやってまっすぐ聞かれると困るな。いやだからなぁその～先輩パス！」

「へっ!?　何が!?」

「いやまぁなんでもないっす。もういいっす。汚よごれてるのは俺だけっす……」

　本間さんの言う通り実際、目の前ですやすやと寝ているお姫様は綺麗だとは思う。年ねん齢れいは確か俺の一つ下、鎧姿の時とは違ちがって柔やわらかな雰ふん囲い気きもある。下着は王家御ご用よう達たしなのか、紋もん章しようまで入った黒レースの下着。女性の下着なんて、母親のしか見たことないけど若い人は派手な下着なんだなぁ。

「先輩、自分の国の姫様やらしい目でみたでしょ」

「みたんですか？　だめですよ！　杏樹さまは憧あこがれの人なんですから！　でも綺麗だな～。いいな～。ほんとのお姫様みたい」

「見てないよ!!　見るわけないでしょ！　僕にはこのお姫様も百万エンにしか見えてないよ！　というか、今さらっと言ってたけど、この人ホントにホントのお姫様だからね？　本間さんわかってる？」

「わかってますよ！　そんな佐々木さんじゃないんですから！」

「遥香っち、言葉のナイフが刺ささってる。ナイフ刺さってるよ！」

　昼間、あの王立騎士団に囲まれたあの時、俺は迫せまりくる手練てだれの刃やいばに恐きよう怖ふして、肌はだを貫つらぬく猛もう烈れつな痛みに諦あきらめの境地に達していた。四方八方から襲おそってくる槍やりとか斧おのとか剣けんとかで全身は切創まみれ。おまけに刺し創そうに裂れつ創そうまでが体にでき始めていた。

　あぁ死んじゃうかもしれない。

　全身の痛みで体を強こわ張ばらせ、瞼まぶたを閉じると、学生時代の事が走そう馬ま燈とうのように走った。学校での事、帰宅してからの事。カイワレ大根に名前つけてた事。それこそ作業みたいな学生生活。

　なんて暗い学生生活なんだと苦笑するレベル。

　それを考えたら俺の死因って人生で上位にくるレベルのイベントなんじゃないのか。せめてそこだけでも見ておくかと恐おそる恐る目を開けると、そこに広がっていたのは王立騎士団の隊形が崩ほう壊かいしていく様だった。

　何が起きたかは分からない。たしかに瞼まぶた越ごしに稲いな光びかりの様な光がはしった気はするけど。

　さらによく見れば、先ほどまでいかにもな雰囲気を醸かもし出していた我が国のお姫様が、目の前で気絶しているじゃないですか。

　そこからの俺たちの動作は速かった。おびえて草むらに隠れている本間さんを左に、気絶したお姫様を右に抱かかえて猛もう然ぜんと馬の嘶いななきと騎兵の悲鳴の中を駆かけ抜ぬけ、俺は一いち陣じんの風と化して戦場からエスケープ。

　事前に教えられていた、盗とう賊ぞく団との待ち合わせ場所でもある郊こう外がいの廃はい墟きよにきているのだ。

「もともとなんの建物なんすかね、これ」

「さっきの家の雰囲気から察するにどこかの貴族のお屋や敷しきだとは思いますけど……。やっぱり不景気で夜よ逃にげでもしちゃったんですかね」

　地下の牢獄に行くまでの道すがらに見かける蜘蛛くもの巣の張ったシャンデリアもボロボロのソファも、俺らの生活には縁えん遠どおいグレードのモノばかりだ。

「いやでもおかしくないっすか？　なんで貴族の家に牢屋あるんすか!?」

「確かに……」

「これはかなり危ない匂においがしますよ。俺探検行ってきます！　もしかしたら伝説級の宝物とかが眠ねむってるかも！」

「えっちょっと！」

　今日死線を潜くぐり抜けたっていうのに元気だな。しかしまぁ百万エンが手に入るんだ。なんでもいっか。

　俺が意気揚よう々ようと探検に出かける佐々木くんの後ろ姿を眺ながめていると、後ろで本間さんが大きなあくびをしている。

「あぁもう寝ねます？」

「そうですね～。今日は疲つかれました。でもほんとね。なんかジェットコースターみたいな一日でした」

「ジェットコースターかぁ……」

　そういえばジェットコースターなんて乗ったことなかったな。そもそも遊園地という場所に行った経験もない。そりゃテレビコマーシャルで見たことはあるし、どんなものか、どんな場所かは知ってる。だけど親は農家で三百六十五日仕事だったからな。

　それにあぁいう場所は友達と行って初めて成立するもんだ。俺にはあの場所は眩まぶしすぎる。

　ただこの事を言っていいのかわからない。友達がいないというのはそれだけで社会不適合者と思われかねないし、どうせ俺なんて……。

「もしかしてあんまジェットコースター好きじゃなかったですか？」

「いやいやいや好きですよ。速くてでっかくて気持ちいいですよね」

　あくまで個人の想像であり、実際の乗り心地を示すものではありません。

「ですよね！　せっかく王都に出てきたし、キャッツランドも行ってみたいなー。ただなぁ」

　キャッツランドっていうのは王都の近くの都市チバブルクにある大型遊園地だ。なぜか正式名めい称しようはトーキライトキャッツランド。

　なぜかチバブルクは王都でもないのに王都ぶる事が多い。

　その中でも一番意味がわからないのは、王都ドイツ村。

　お金がない人でも簡単にドイツという海外の国に行った気分が味わえるというテーマパークらしいのだが、住所はチバブルクにある。もうなにがなんだかわからない。

　王都でもなければドイツでもない。えぇここはチバブルクです。

　これにはおそらく地域住民も相当困こん惑わくしてるに違いない。

「どうしたんですか？　行けばいいのに」

「修学旅行でキョウトリアム行った時も一人だけ迷まい子ごになっちゃって……いつもそうなんですけど集団行動を乱すというか、全然意識せずに景色みて歩いてるといつの間にか違う景色で独りぼっちになってて。その時はジシュ神社って神社の公園でブランコに座ってずっと独りぼっちでして……。でもみんな笑うんですよ！　ひどいですよね！」

「まぁ何回もっていう話なら、怒おこられてもしょうがないとは思いますけど修学旅行の時だけでしょ？　かわいそうだなぁ」

「……………………」

「えっどうしたんですか本間さん」

「ななななんでもないです。そんなねぇいい大人なんですから、道なんてそう何回も間ま違ちがえませんよ！　もう何言ってるんですか弥太郎さん！」

「ちなみに本間さん、王都どっちの方にあるかわかる？」

「王都ですか？　弥太郎さんまでバカにしないでください！　あっちですよね」

　指さした方向は真逆。いやそりゃ室内だしね。しょうがないしょうがない。

「えっ私間違えましたか？」

「イヤ、アッテルトオモウヨ」

　何か間違ったことを言ってしまったんじゃないかっていう不安を浮うかべながら、俺の顔をじっと見つめるもんだから、プレッシャーに負け反射的に噓うそをついてしまった。

　やさしい噓ってやつだ。でもこういうのってこっちにも精神的にクるものがあるんだよなぁ。

「またやっちゃったんですね……」

　本間さんの目が次第にウルウルと濡ぬれてくるじゃありませんか。

「えぇなんのことかな。よ、よくわかんないなー」

「いいんです。無理しなくて。自分でもわかってるんです。なんというか……ドジっていうか。ほんと自分でもこういう事いって正当化するのってよくないのわかるんですけど、いっつも大事なところでミスしちゃうっていうか。ここに来る前……騎士団試験の時もそうでした。馬車に乗って、最後に復習しようって参考書読んでたら終点まで行っちゃって。時間的に試験開始時間までに間に合わなくて……」

「そうなんだ」

「もともと子供のころから、こんな感じで。だから昔からテレビで見る杏樹さまにあこがれてたんです。凜りんとしててかっこいいなって。少しでも近づきたいなって。だから騎士団の募ぼ集しゆうあった時は、ほんとにうれしかったし何としてもなりたかったんですけどね……。今日なんて生杏樹さまがみれるかもって思ってすっごい元気になっちゃってましたけどね。ははは……。って弥太郎さん!?」

　話を聞いているだけ辛つらくなってしまった俺は思わず涙なみだが自然とあふれていた。そうだよなぁ、ミスとはいえ理想に近づけないのは辛いよな。

「いやごめん……なんか感情移入してしまって。でもすっごいわかるよその気持ち！」

「暗い話しちゃってごめんなさい。もう私寝ますね。できれば杏樹さまの寝姿も見ていたいですけど。ちょっと今日は張り切りすぎちゃったかな？」

　そういって横になった本間さんは、お気に入りの人形でも持つかのようにお姫ひめ様の鎧よろいを抱かかえ、大きな瞳ひとみを閉じてしまった。

「なんかあったら起こしてください。じゃぁ弥太郎さんおやすみなさい！」

「お、おやすみなさい」

　就しゆう寝しんの挨あい拶さつもずいぶん久しぶりだ。

　俺は鎖くさりで繫つながれてるお姫様と寝ねている本間さんを横目に、持参のかばんの中から水すい筒とうと本を取り出して近くに置いてある椅い子すに腰こし掛かけた。

　ふぅ～。

　ほっと一息っていうのはこういう事なんだろう。そもそもたくさんの人と会うと異常に疲れる俺が派は遣けん社員をやっていることが間違いなんだ。

　でもそれもしばらくおさらば。いや……永遠にサヨナラしてやるんだ。

　俺は今回のボーナスで、本格的な就職活動に打って出られる。一次面接だろうが、役員面接だろうが。負ける要素はない。多分……。

（正社員に俺はなる！）

　心の中でそうつぶやいた時だった。

「う、う～ん。合コン組んでよ～」

　このお姫様はどうやら夢の中でも、煩ぼん悩のう全開だ。

　近寄って顔を眺めると改めて自分との種族の壁かべみたいなもので劣れつ等とう感かんが刺し激げきされる。

　オークって言うだけで臭くさい・汚きたない・怖こわいって思われがち。

　だけど、この眼の前にいる女の子はどうだ。自分と歳としがそう変わらないはずだけど、出る所は出ているし、髪かみも金きん髪ぱつでおまけにシルクみたいに柔やわらかそう。それに自分の鼻とは比べ物にならないぐらい高い鼻。目鼻立ちだけでも生まれも育ちも何もかも違ちがうってあらためて思い知らされる。

　少しぐらいは触さわっても起きないだろうと高を括くくった俺が、そっと頰ほおを指で突つくとプニップニのほっぺたがまるでコンニャクで出来たゼリーみたいな弾だん力りよくで押し返してくる。

　こんなに間近で女性の胸を見る経験なんて今までなかったけど、大きく深い谷間が出来上がった二つの脂し肪ぼうの塊かたまりは胸というより〝おっぱい〟って感じに自己主張が激しい。

　ウエストはきゅっと締しまって、足なんかオークの俺が折ろうと思えば一いつ瞬しゆんで折れそうなほどか細い。

　上から下までじっくりと観察した俺が、もう一度顔をじっと覗のぞいていると、寝ぼけ眼まなこのお姫様と目が合った。状じよう況きようがわからず澄すんだ瞳が時間とともに驚おどろきで見開かれてくる。

「くっ……殺せっ！」

「へ!?」

「嬲なぶられるぐらいなら死んだ方がマシだ！　いいから殺せ！」

「えっいや。そういうの興味ないですよ？」

「そうやって狡こう猾かつに私を貶おとしめる気だな。ハァハァハァ。この喉のどの渇かわき……貴様何をした！」

「あぁ喉渇いたんですか？」

　水分も取らず、気絶しっぱなしだったもんな。喉も渇くか。

　俺は純度百パーセント。純じゆん粋すいな親切心で机の上にある水筒を手に取り、水筒のフタ兼けんコップに牛乳を注ぎ込んだ。

「やめろ！　その白い液体はなんだ!?　貴様やめろ！」

「あぁもう……喉渇くか騒さわぐかどっちかにしてください」

　俺はソレを姫の口に乱暴に注ぐ。口では受けきれなかったのか、牛乳は顎あごから垂れ下着に白い染みを作った。
















「きさまぁ！　な、何を飲ませた!?　まさか……クソ！　鎖が邪じや魔まで……」

「あぁソレは我が慢まんして下さいね。逃にげられちゃうとコッチも困るんで……。でもそうだなぁ……片方だけならいいか」

　あんまりうるさいと本間さんを起こしてしまう。疲れてそうだったしな。

「はっ何をするんだ!?　やめろそれ以上近づくと舌を嚙かんで死んでやるぞ」

「いやいやいやいや。それすげー困るんで。というかですね。痛そうなんで片かた腕うでだけなんですけど鎖外してあげるだけですから。ほんとやめてくださいよ舌嚙むとか」

　片手の鎖を外した所でこの牢ろう獄ごくの鍵かぎは俺が管理しているわけだし、武器の類たぐいはお姫様の手の届くところにはない。

「ふっそうやって油断させる気だな。しかし私は負けん！」

　この人は一体何と闘たたかっているんだろう……。でも寝ね起おきに俺なんかの顔みて不快になるのも仕方ないか……。俺はギャーギャー騒ぐお姫様を無視して鎖を外してあげた。

「なるほど、見くびられたものだな。私の片腕が自由になった所で勝てると踏ふんだか……。しかしその油断が命取りだったな……死ね」

　鎖を外した途と端たん。俺の顔面に握にぎりこぶしが飛んでくる。

　ゴツン！

「痛っ！　なにすんだよ！」

　骨と骨がぶつかりあって鈍にぶい音を立てる。

　幾いくらオークが人間より分厚い肌はだだって言っても痛いものは痛い。

「当然だろう私は騎き士しだ。オークなんかに絶対負けないんだから！」

「あっ……そうですか……」

　どうも上手うまく意思疎そ通つうがとれないお姫様に呆あきれ気味の俺は、さっきまで座っていた椅子にもう一度腰掛け、最近買った本を読み始めた。

　内容は、仮想現実の世界を体験できるネットゲームを楽しんでいたはずの主人公が、製作者の企くわだてにより現実世界に戻もどれなくなってしまい、あげく仮想現実の死と現実世界の死までが同期するという恐おそろしい世界の中で仲間と解決策を見み出いだすというなんともキャッチーな作品で、今年を代表する話題作だ。

　もし小説を書く機会があるんだったら、こういう少年の心を忘れさせないものを書ければいいんだけど、どうせ半はん端ぱ者の俺だから、中ちゆう途と半端な設定の冗じよう談だんみたいなファンタジーになっちゃうんだろうなぁ。

　そんなありもしない非現実的な妄もう想そうに浸ひたっていると、姫様が話しかけてくる。その声はどこか不安げで、出会った時のそれとは違い儚はかなげで虚うつろなものだった。

「ね、ねぇ……」

「なんですか？」

「あ、あのやらないのか？」

「何をですか？」

「い、いやだ、だからその……」

「はぁ……」

「い、いやらしい事とか……し、しないの？」

「なんでですか？」

　コイツはいきなり何を言ってるんだ。

「こ、この状況よ？　私は女騎士で貴様はオークだぞ」

「はい。だからどうしたんですか？」

「だ、だからその『グヘヘヘヘヘ、貴様は俺の性奴ど隷れいになるのだ！』みたいな事を言って……」

「いやですよ。病気とか怖いじゃないですか」

「き、貴様！　わ、私がその辺の娼しよう婦ふかなにかと勘かん違ちがいしてるのか！」

「いや違いますけど」

「じゃぁ、ヤればいいじゃない！　なに不満なの？」

　投げやりな態度のお姫様は俺の前に、足を投げ出し大おお股また開き。

「その～なんていいますか、オークだからといって常にやらしい事とか考えてるわけじゃないんですよ。それに開き直られても困ります」

　エルフだったら弓がうまくて当たり前。デミだったら手先が器用で当たり前。じゃあオークはといえば、力が強くて低能で脳みそが欲望に支配されてるって感じ。

　勿もち論ろんそれは概おおむね合ってる。職場のオークの先せん輩ぱいはいっつも女の子のいるお店に稼かせぎのほとんどを使っているし、民芸品職人にデミが多かったりする。

　だけど別にそういう奴やつだけってわけじゃない。俺みたいに、デミで不器用な奴もきっといるはずだ。ソイツも就職活動で苦労していると思うと悲しくなってくる。

　そんな苦労もどうせ目の前にいるお姫様は知らないんだ。ただのうのうと楽しい毎日送ってるんだ。そうに決まってる。

「まぁなんでもいいですけどやらないです。そういう事がやりたかったら別の人探してください。それにアナタなら幾らでもそういう人いるでしょ？」

　そういうと、途端お姫様は黙だまり込んで下を向いてしまった。

　よく目を凝こらすと、お姫様の足元には小さな染みがポツポツと……これは涙？

「お、おい……」

「もう死ぬ！　絶対死ぬ！　オークにも相手にされない……もういや」

「え、なんで？」

「だって……だってぇぇぇぇ」

「いや普ふ通つうそこは安心するところであって、泣くところじゃないでしょ」

　我が国のお姫様は何に機き嫌げんを損ねたのか知らないけれど、瞳のダムが決けつ壊かいして氾はん濫らん中だ。

「だってだって！　誰だれよ！　女の幸せは結けつ婚こんとか言ったやずぅ！　誰よ！　恋れん愛あいできない女はかわいぞうどがいいだじだやづはっ！」

「そ、その声のトーン落としてください！　本間さん起きちゃうから！　声大きいと起きちゃうから！」

「なによ！　どうせアンタも行き遅おくれ寸前、腐くさりかけ女とか思ってんでしょ！　悪いけどね、私負けないから！　そういうのに断固としてノーと言える社会にするから！」

「そういう公約は城の中でやってください！　とにかく静かにしてくださいよ！　寝ねてる人だっているんですから！」

　そう言った俺は本間さんに目をやると、よほど疲つかれていたのかすやすやと大きな瞳を閉じて寝息を立てている。当然お姫ひめ様もそれを確認した。確認したはずなんだ。

「けっ、どうせオークも若い子がいいんでしょ。なんも知らない天然女がいいんでしょ!?　言っとくけどね。自分の事天然っていう女。絶対噓うそだから！　裏でタバコとか吸いながら男ってちょろいわーって言ってるから！」

「今そんな事関係ないでしょ！」

　あまりにも大きな声出すもんだから、とっさに姫様の口を手でふさいだ。

「う、うもぅ！」

　そんでもってこの最悪なタイミングで探検から戻ってくるんだ。この佐々木という男は。

　しかも暗くら闇やみでよくはわからないけど、なんか抱かかえてきてるし！

「せんぱーい！　これ見てくださいよ！　って先輩!?」

　おそらく佐々木くんの視界にはこういう景色が広がっている事だろう。

　鎖くさりで片腕をつながれたお姫様、その顔には大おお粒つぶの涙なみだのオプション付き。そしてその傍かたわらにはオークの俺。そして極きわめ付つきは大きな叫さけび声ごえと下着についた白い染み。

　これは佐々木くん、いや誰が見たってこう思うはずだ。

「あ、あぁーお取込み中でしたか……なんかすいません……そうですよね。オークですもんね。男の子ですもんね」

「佐々木くん説明させてくれ。これには深い事情が！」

「いや最後まで聞かなくてもわかるっす。俺もそりゃ女の子前にしたらそらもう野や獣じゆうっすよ。なんか野暮な事してすいません！」

　姫様の泣き声はますますひどくなる一方だし、佐々木くんは佐々木くんでへんな納なつ得とくの仕方してるしで、何から手をつけていいのか自分でもわからなくなっていた俺は叫んだ。

「うるせぇえええええええええええええええええええええええええええええ」

　壁かべに反はん響きようした俺の声がエコーのように響ひびき、静せい寂じやくと本間さんの寝息だけが残った。




　　　　◇◇◇




「ホントすいませんでした」

「ごめんなさい……」

　俺の前には、二人。しおしおと姫様と佐々木くんが正座して、粛しゆく々しゆくと謝罪の言葉を述べていた。

「ううん。全然いいの。むしろ大きな声だして〝ごめんなさい〟なのは俺の方だからね。全然いいの。気にしてないから。それで……君～島津さんっていったっけ？　こっちも仕事だからさ、そういきなり泣かれても困るのね」

　こうなったらもう一件一件かたづけていこう。まずはお姫様の方だ。

「ずみまぜん……」

「その淡たん々たんとしゃべる感じ。マジ先輩大人って感じですね」

　無視だ。無視。これ以上構ってたらラチがあかない。

「それでなんでいきなり泣いたんですか？」

「だっで……私……もう結婚相手が見つからないの……」

「結婚相手!?」

「そうなの！　その……私……十七歳なのに、もうギリギリなのに……許嫁フイアンセの一人もいないのよ？　周りは結婚しろとかいうし、でも相手いないし……」

　この国じゃ人間は十五歳で成人だ。お酒もタバコも十五から。とうぜん女性であれば結婚していてもおかしくない。むしろ早い人だと十三歳ぐらいで結婚する。二十歳すぎると行き遅れとか、お局つぼねなんて言われることも珍めずらしくない。

「男はいいわよね……二十歳超こえて結婚しなくても、『仕事がいそがしくてさー』とか『いい人いればねー』とか適当に濁にごしてれば何とかなるんだから！　でもね私は姫なのよ？　周りから婚こん期きの話だってされるし、世よ継つぎの事だって言われる！　そのくせ公務はちゃんとしろだの言われるし、国民からは政治もわかんないクソ王女って言われんのよ!!　仕事もしろ！　結婚もしろ！　その上オークにまで相手にされないなんて……私……あだぢおんなどじてみりょくないんだぁああああああああああ」

「あぁぁもう泣かなくていいですから！」

「先輩がなだめてくださいよ。俺のせいじゃないんすから！」

「あぁわかってるよ。えっと、えっと……そうだ。お姫様だからお見合いの話とかもくるし、普通は引く手あまたなんじゃ……ねぇ佐々木くん？」

「そ、そうっすよ。腐ってもお姫様なんすから！」

「小さいころから、パパに『お前も大きくなったら私の代わりに国を頼たのむぞ』って言われて、『あたしパパみたいな立派なおうさまになるの！』ってやり取りしたわよ！　剣けん術じゆつ武術、それに用兵も全部学んだ。でもパパも学校も肝かん心じんな事何一つ教えてくれなかった！　恋愛の仕方なんて教えてくれなかった！　私だって結婚したい！　素す敵てきな王子さまと手をつないで湖こ畔はんの風に吹ふかれたい！」

「そこまで聞いてねーよ！」

「じゃぁもう恋こいに生きたくても生きれないのなら、仕事一筋で頑がん張ばろうと思った矢先、敵に捕つかまる……クソっ！　殺せ」

「いやそれは佐々木くんが魔ま法ほうつかったからできたことだし、素直に彼を褒ほめるべきなんじゃ……」

「魔法？　あんなの魔法でもなんでもないじゃないか！　あんなのに我が隊は……。もう殺せ！　殺してくれよぉぉ」

「そうとう姫様お怒いかりだけど、君なんの魔法使ったの？」

「おっ気になっちゃいます？　仕方ない……大魔導（仮）が見せましょう。えいっ！」

　佐々木くんが持っていた棍こん棒ぼうを姫様に向けるとまばゆい光が辺りを包み込む。

「特に異常は無いようだけど……」

　そう言うと、佐々木くんは指を前に立てて横に振ふった。

「チッチッチッ。まっ見ててくださいよ！」

　改めて周りを確認しても異常は確認できなかった。どこかに氷の柱ができているわけでも、火球がどこかに向かって勢いよく動いているわけでもない。

「えっやっぱなんも起きてないけど」

「くそっ貴様！　なぜ私に掛かけた！　し、しかし……ハァン……こんな……クゥ……ことで……私は……まけにゃい……くぅぅぅぅぅ」

「あのさ……何したの……」

「フフフ。よくぞ聞いてくれました。これがあらゆる生物を発情させ、行動不能にする魔法『ムラムラム』です」

「!?」

　なんなんだその魔法は!?

　しかも勝ち誇ほこったような、何か重大な仕事をやりきった満足感のようなものに満ちあふれているその表情はなんなんだ！

「くそっ……こんな魔法で……我が隊は……」

「これにやられる部隊なんか無くなったほうが国のためなんじゃないのか」

　おもわず俺の口からは率直な感想が溢あふれるように出てしまった。俺だって納税はしている。そんな魔法でやられる王立騎き士し団なんて見たくなかった。

「あの時、先輩すげー闘たたかってたじゃないですか。それで俺もなんとかしなきゃと思って魔法掛けたのにソレは酷ひどいっすよ」

「でもねでもね。普通さ、魔法使いって最初ちっちゃい火の玉出すとかさ。氷のツブテを敵にぶつけるとかそういう……」

「そういう常識とか俺よく分かんないっす。俺通信教育なんで。教科書これなんすけど……」

　そういって出された魔導書には『勝ちまくりモテまくり！　大魔導講座』と書かれた表紙が。これあれだ。雑誌とかの裏に書いてある胡う散さん臭くさい広告そのものだ。

「佐々木くん。これどこで知ったの？」

「雑誌の裏っす」

　あぁもう頭がひどく痛む。

「そ、そんなことどうでもいいから……カラダが熱い……魔法なんかに……どうにかして……」

　お腹なかを押さえ、頭をめり込ますように固い床ゆかにつけ悶もん絶ぜつしている我が国のお姫様。

「ちょっと佐々木くん？　早くどうにかしてさしあげろよ。ほらなんかあるだろ、その～解かい呪じゆの魔法みたいなやつがさ……」

「あぁ解呪の魔法は～、あっバックナンバーにありますね。それ買わないと無理だ。まぁ先せん輩ぱい安心してください。これ時間で解除する系のあれなんでその間はじっくり楽しめますよ？」

　なんでちょっとにやけてんだよ。あぁもう佐々木〝くん〟とか敬けい称しようつけてたのがバカみたいじゃないか！

「そもそもこんな魔法で隊が全ぜん滅めつなんて話聞いたこと無いぞ」

「いやなんか馬にかかっちゃったらしくてですね。全員落馬っすよ。んで姫様はなんか気絶したって感じっすかね」

「あぁそうなんだ。凄すごいね君。なんていうの戦場でその魔法使える度胸は俺には無いよ」

「あざっす！」

「言っとくけどほめてねーからな！」

　俺も誘ゆう拐かいの片棒担かついでる身で何か言えたもんじゃないけど、そんな魔法に隊を全滅させられたお姫様が不ふ憫びんでならない。

「じゃぁ次なんだけど……」

「おっ次の議題はなんなんすか？　学級会みたいでなんか俺楽しくなってきたっす！」

「なんで自分の事だって気づかねーんだよ！」

「えっなんのことすか!?」

「お前の座ってる横だよ横！　そのキューキュー鳴いてる不思議生命体だよ！　そんなもんどっから拾ってきたんだよ！」

「これっすか？　なんかの子供だと思うんですけどかわいいっしょ？　聞いてくださいよ。俺探検行ったんすよ！　で～なんか洋館の全部の部屋のタンスとツボ調べたんですけどなんも出なくて～。でこっちとしてはむかつくじゃないすか。でつまんねーから先輩いじって遊ぼうと思ってここ戻もどる途と中ちゆうに、キューキュー鳴いてんのきこえてー。で持ってきましたー」
















「あぁどうもご丁てい寧ねいな説明ありがとね！　でなんなんだよこの生き物は！　とりあえずお前生き物見かけたら捕まえてくるの禁止な！　あと語ご尾び伸のばすな語尾！」

　佐々木が両手に抱えてきた謎なぞの生き物。顔は確かに幼いからなんかの子供なんだろう。瞳ひとみは黄色く、ギョロギョロとはいかないまでも目力のあるまなざし。皮ひ膚ふは赤く、分厚い鱗うろこはギザギザとしている。

　トカゲのようには見えるけど、背中には翼つばさが生えているからたぶん別の何か。

　あいにく俺は経営学部卒だし、生物の分野にはあまり明るくないから正式名めい称しようはわからない。

「でもかわいくないっすか」

「確かにかわいいけど、こんなちっちゃい生き物勝手に連れてきたら親怒おこるだろ！」

「違ちがうんすよ！　ぜったいコイツ迷まい子ごなんすよ。なーかわいそうに、ヘラクレスササキトカゲー」

「その変な名前つけるのやめにしない？」

「いいじゃないっすか。でもこんなところにトカゲなんているんすね。ねぇねぇひめさま～見てくださいよこれ！　かわいいっしょ！」

　突つっ伏ぷして悶もだえている姫ひめ様の頭上でひけらかすようにトカゲ、もといヘラクレスササキトカゲをプラプラ両手で支えながら見せびらかしていると、姫様はズリズリと頭をひねり、トカゲをチラ見。

「そ、そのドラゴンは？」

「ドラゴン？　違うっすよ。ヘラクレスササキトカゲっすよ！」

「ば、ばかもの。そいつは、くっ！　ドラゴンだ。レッドドラゴォオんっの子供だっ」

「ドラゴン!?　ドラゴンなんて山の上の方にしかいないじゃないっすか！　こんな平野にいるわけないない！　姫様はほんとにおバカだなぁー」

「お前にバカって言われるって最悪だな。俺がお姫様なら死んでるぞ？」

「理由は、し、しらない。だけどおおおおおおおん。そいつは間ま違ちがいなくっ！　ドラゴンだ！　はぁん。演習でええんっ。なんども見かけたから……」

「ドラゴン？　あの大きくて火はく奴やつだろ？」

「そ、そうだ。親は近くにいたのか？」

「いたのか佐々木？」

「い、いないっすよ！　いるわけないでしょ！　いたら捕まえらんないでしょ！」

　そりゃそうだ。ドラゴンなんて人の手に負える代しろ物ものじゃない。よく、夕方のニュース番組で、家の近くにドラゴンの巣ができた地域住民と駆く除じよ業者の特集が放送されてるけど、聞こえてくるナレーションにはいつも死傷者が何名でてって文句が入るぐらいだ。

「ちなみに、その鳴き声はぁあん、助けを呼ぶ声だ。ドラゴンは耳がいい。じきに母ドラゴンがくるぞっ！」

「さっきから思ったんっすけど、姫様何悶えてんすか？」

「おめーのせいだろ！」

「お前のせいだ！」

　思わず姫様とユニゾンしてしまった。

「とにかく佐々木は、元いた場所に返してきなさいよ」

　捨て犬を拾って育てると言ってきかない子供のように駄だ々だをこねる佐々木は、ドラゴンの子供をかかえて泣き出すしまつ。

「いやっすよ先輩！　俺はコイツを育てて将来的にはドラゴンの背中に乗って大空駆かけ巡めぐるんですよ！　そもそもコイツ俺が見つけた時にはここいたんすから！」

「じゃぁ明日あしたな！　明日かえそ？　それに母親と離はなれ離ばなれってかわいそうだろ？　お前だって子供のころに急に母親と離れ離れになったら寂さみしいだろ？」

「うーん…………」

　俺が言っても、ただただ駄々をこねていた佐々木は少し考えているような顔をした。今までで一番真ま面じ目めな顔だ。

「わかりました。そうっすよね。独りぼっちは寂しいもんな。で母ドラゴン怖こわいんで一いつ緒しよに返すの手伝ってくださいよ」

「えぇ俺？　仕事あるから無理だよ！」

「じゃぁ俺一人で行けっていうんすか？　相手は火を吐はくドラゴンなんですよ？　か弱い人間じゃ無理っすよ！　オークだったら多少のやけどでも大だい丈じよう夫ぶじゃないっすか！　お願いしますよ～！」

　佐々木は俺にしがみつき、ブランコの要領で俺の腕うでを振り回してくる。痛いんですけど。

「バカ！　痛いって！　オークだって痛いもんは痛いんだぞ。これ見ろよ！」

　俺が見せたのは、脇わき腹ばらにできた昼間の傷きず跡あと。もう治りかけだけどそれだってガーゼ越ごしに血が滲にじんでいて、見てて気分のいいもんじゃない。

「うわっすげー、昼間の傷もう治りかけだ！　オークすげー！」

「あぁもういいから寝ねようぜ。明日盗とう賊ぞく団に姫を引き渡わたしたら帰んなきゃいけないし」

「たしかにそうっすね」

　俺たちが寝る準備をし始めたその時だった。




　ズドォーン！！！！！！！！！




　大たい砲ほうでも撃うち込まれたんじゃないかっていうぐらいの震しん動どうが俺たちを襲おそったのだ。

「ぬおっ！　じ、地じ震しん!?　敵てき襲しゆうっすか!?」

　建物自体は堅けん牢ろうなのか、天てん井じようの埃ほこりが一いつ斉せいに落ちる程度だったけど、それでも何か異変が起きているのは間違いなかった。

「なんでそんなワクワク顔してんだ佐々木！」

「いやワクワクしちまいますよ！　ガキの頃ころ、妄もう想そうしませんでした？　学校がテロリストに占せん拠きよされて、好きな女の子が死にそうになるところを華か麗れいに助ける自分！　そういう胸の高まりを感じます！」

「それは妄想だから助けられるんであって、現実で起こったらなんもできねーんだよ！　とにかく皆みんなの安全確認だ」

　本間さんは？　うん。こんな事態になってもお姫様が着用していた鎧よろいを大事そうに抱かかえてすやすや寝てる。姫様は？　依い然ぜんとして悶えてる。んでレッドドラゴンは？　なんか天井見上げてキューキュー鳴いてる。問題ない。

「大丈夫。全員無事だ」




　ギュワアアアアアアアアアアア

　怒ど号ごう。いや何かの鳴き声だろうか。ものすごい敵意に満ちた大音量の何かってのは認識できる。

「おいおい。これ来ちゃったんじゃねーの？」

「な、なにがっすか先輩！　もしかしてレッド」

「あぁ言うな！　絶対言うな！　俺は事実を認めたくない！」

「この期ごに及およんで何言ってんすか！」

「うるせー！　お前が連れてきたんだから返しに行けよ！」

「さっき一緒に行ってくださいってお願いしたじゃないっすか！　嫌いやっすよ！　一人じゃ絶対行かないっすよ！　どうせあれでしょ？　これ牢ろう獄ごくの階段上ったら、火の海なんでしょ！　んでバカみたいにでかいアレがこっち睨にらみつけてくるんでしょ！」

「大きな声だすなー！　さっきお姫様がドラゴンは耳が良いいって言っただろうが！　はっ!?」

「ハイ先輩言ったー！　先輩も同罪ー！　一緒に子ドラゴン渡しに行くのけっていー」

「み、認めてしまった。いやだよー正社員になれないまま死にたくねー」

　俺たちが騒さわいでいると、ドシンドシンと重い何かの足音が俺たちの頭上で。まっドラゴンの足音だと思うんですけど。

　しかも足が恐きよう怖ふで動かない。悲しいかな俺たちの足は産まれたての子こ鹿じかより貧弱になっている。

「あぁどうすんだよ！　佐々木！　お前魔ま法ほう使つかいだろ？　なんかねーのか？」

　ドシン

「ないっすね。まだムラムラムしかないっす！」

　ドシン

「お前大魔導師なるって言ってたじゃん！　なんで一つしか魔法使えないんだよ！」

　ドシン

「人間の自分がそうポンポン魔法覚えられるとか思ってる先せん輩ぱいの方がひどくないすか？」

　ドシン

「うるせー藁わらをもつかむ思いなんじゃこっちは！」

　ドンドン

　俺たちが騒いでいると、定期的に起こる激げき烈れつな震動が止まり、頭上からものすごい圧を感じる。

「あぁこれいるわ。すぐ上にいるわ」

「先輩、最後かもしれないんで。だから全部話しておきたいっす。俺この戦いが終わったら魔法の専門学校いくっす」

「やめて金きん髪ぱつバカ！　何かを盛大に立てるのはやめて！」

「だってしょうがないでしょこの状じよう況きよう！」

「とりあえず二人を起こそう！　お前本間さん担当な？　俺お姫様の方いくわ」

「了りよう解かいっす」

　震ふるえる足を必死に前にだし、本間さんの近くまで行った佐々木は肩かたを揺ゆらして懇こん願がんした。

「遥香っち起きてくれー！　たのむぅー」

　俺も佐々木を背に、鎖くさりで繫つながれた姫様を起こしに行かなくては。えっと鍵かぎはっと……。確か机の上に……ないっ！

「なぁ佐々木鍵知らない？」

「鍵？」

「手て錠じようの鍵。見なかった？」

「見てないっすよ！　先輩が持ってるんじゃないすか？」

「机の上に置いたはずなんだけどないんだ！」

「えぇそんなんしらないっすよ！　うぉおおおお遥香っち起きてくれー」

　佐々木も鍵を捜さがせる状況なんかじゃない。

「やばい！　鍵！　鍵がない！」

　多分だけど、ドラゴンがここに着地した衝しよう撃げきでどっかに吹ふっ飛んだんだ。

「お姫ひめ様ー起きてください！　起きて！」

「ん、なによぉ、体がだるい。頭がほわほわするぅ」

「まどろんでる場合じゃないんですよ。ドラゴンが！」

「ん？　ちょっと顔近いわよ！　こんなのキ、キスの距きよ離りじゃない！」

「そんなんどうでもいいから一緒に鍵捜してください？」

「か、鍵!?」

「だからドラゴンが！　あぁもうとにかく鍵です！　あなたに死なれると困るんです！」

「なっ!?　い、いきなりなに？　愛の告白！　悪いけど私、最低でも年収五百万はない人とは付き合えないわよ！」

「あぁもう！」

　俺は意識のはっきりした姫様を無視して、地面に顔を寄せ、鍵のありかを捜した。

「ちょっと何やってんの？」

「その手錠外す鍵がないんですよ！」

「えっなに逃にがしてくれるの？」

「だからー！」







　グシャカアアドゥギャアアアン




　俺が事情を説明しようとしたその一いつ瞬しゆん。工事現場で聞きなれた雷かみなりみたいな騒そう音おんが俺たちの鼓こ膜まくを突つき刺さし、天井が吹っ飛ぶ。

　続けざまに揺蕩たゆたう炎ほのおの熱気。その奥には、当然のごとく明々と燃える鱗うろこをひけらかすドラゴンの姿。

「ど、ドラゴンだあああああああああああああああああああ」

「ど、ドラゴンだあああああああああああああああああああ」

　俺と佐々木が喚わめいていると、お姫様は静かに唾つばを飲み込む。つまりは鉄火場に慣れているはずの王立騎き士し団の騎士団長様が覚かく悟ごを決める。今この場は、そういう場所になってしまったんだ。しかしこんな状況でもすやすやと夢の中にいる本間さんを、佐々木が必死になってゆする。何度も何度も。

　ようやく起きたかと思えば、今度は辺りを二度三度確認。

「や、弥太郎さん！　これどういう事ですか？　はっもしかしてこれは夢ですか？　佐々木さん私の頰ほおをつねってください！」

「頼たのむ～遥香っち！　時と場所をわきまえてくれ～！」

　佐々木にそんな事言わせるなんて本間さんも本物だ。だけど今はそんな状況じゃない。佐々木の必死の叫さけびが通じたのか本間さんも起きたようだった。この状況で起きなきゃ殺してるところだ。まぁその前に死ぬ可能性高いけどな。

「知らないよ！　ただこの場にドラゴンがいて、俺たちに敵意を向けてる。それだけ！」

「ちょっとアンタ何とかしなさいよ！　私嫌いやよこんなところで死ぬの！　ねぇ助けてよ！」

　姫様の言う通りだ、こんなところで死にたくなんてない。

　だけど辺りは吹っ飛んだ天井の残ざん骸がいで、鍵程度の小さなものを捜すなんて悠ゆう長ちような事をやっている状況じゃない。

「いやだぁー先輩死にたくないっす！」

「弥太郎さん！　私も嫌です！」

　俺だってそうだ。死にたくない。でも生き残ったところでどうだ。また派は遣けんで毎日クソみたいな日常にもどるのか？　普ふ通つうにもなれないで、このまま一生おわるのか？　いやだ。

　ドラゴンの瞳ひとみは俺たちをまっすぐにとらえ動きはしない。

　あぁ大きく息を吸った。胸も大きく膨ふくらんだ。きっと俺たちは消し炭になるだろう。

「いやよ。助けてよ！　処女のまま死にたくない！　誰だれか助けてよ！　何よ、私だって幸せになったっていいじゃない！」

　いやだ。こんなところで終われない。終わりたくない。

　これだけは曲げたくないという意地が俺の足を急せかし、姫様の手錠と壁かべを繫ぐ鎖を引きちぎり、胸に抱かかえると、佐々木と本間さんを抱だき込みながら覆おおいかぶさった。

















３章　オークのくせになまいきだ






　誘ゆう拐かい犯と誘拐された側が恋こいに落ちる現象を、精神医学用語でストックホルム症しよう候こう群ぐんって　いうらしい。

　非日常を犯人と共有する。死を覚悟し、心しん拍ぱく数すうが上がる。心拍数が右みぎ肩かた上がりに上がれば被ひ害がい者しやのかわいいピンク色の脳みそは勝手にこう思うわけだ。

「あれ？　この人かっこよくない？　かっこいいよね。ていうか心拍数も上がってるしこれ完全に赤い実はじけてるよね。うん間ま違ちがいない。恋だわ」

　そして、私島津杏樹十七歳もストックホルム症候群にかかってしまった。

　お相手はお金持ちの貴族でも、屈くつ強きような騎士でもない。ましてや他ほかの国の白馬に乗った王子さまでもない。

　ただの派遣社員のオークにだ。

　自分の命をなげうってまで守ってくれる人なんてそういないじゃん。

　うわぁマジかっこいい……でもなぁオークなんだよなぁ……。

　もし友達とかにオークと付き合ってるって言ったら絶対反対されるよね。

　しかも知り合ったきっかけは？　と聞かれたら誘拐犯と被害者って答えるしかない。

　でもこれって考えようによってはちょっとロマンチックじゃない？

　人目を忍しのびながらデートとかするんでしょ。夜の暗がりでキスとかしちゃうんでしょ!?

　まるで映画やドラマの世界じゃない。

「……さま！　姫様！　姫様！」

　私が妄もう想そうにふけっているとアホの佐々木が肩をつかんで揺らしてきた。

「な、なによ！」

「『なによ！』って先せん輩ぱいの怪け我がの具合聞いてるんじゃないっすか！　そしたらいきなり天てん井じよう見上げてニヤニヤしたの姫様っしょ？」

　げっ!?　顔にでてたの？

「う、うっさいわよ！　それより薬草あったの？」

「見つけてきましたよ！　絶対先輩助けてくださいよ！　先輩死んだら悲しいっす！」

「そんなの僧そう侶りよじゃないんだから保証できないわよ！　ま、まぁ頑がん張ばるけど……」

「弥太郎さん絶対助かりますよね!?　杏樹さま！　助かりますよね！」

「だ～か～らぁああああああああ！」

　石造りの小さな部屋。部屋の温度は五月だというのに三十度超ごえしてるんじゃないかな。目の前には包帯でぐるぐる巻きにされてうなされる弥太郎。窓から見える景色は、黒い煙けむりと真っ赤なマグマ。この世の終わりにしか見えない景色。

　そう私たちはフジマウント火山という大陸のど真ん中にある活火山の火口付近にある城の最上階にある小さな部屋で約一か月は籠ろう城じよう中なのだ。

　というのも、あの後こんがり焼けた弥太郎をレッドドラゴンが持って行こうとした。当然私たちは弥太郎の下した敷じき。しかもけっこうな力で私たちを抱え込んでたもんだから逃げられるわけもなく必然的にこのドラゴンの巣でもある廃はい城じように拉ら致ちされちゃった。ゲーセンにあるＵＦＯキャッチャーで人形を取ったらついでに下の人形まで取れちゃったみたいなのに近いかもしれない。

　幸い騎士だから、サバイバル術というものは当然心得ているし、ドラゴンが私たちと同じ感じで捕つかまえてきたのであろう旅人の服とか物資とかがその辺に転がっているので物資には困っていない。とりあえずドラゴンの胃い袋ぶくろにいる持ち主に感謝しておこう。

　何より嬉うれしいのは、春に発表されたばかりのローリーズファーミーの新作、私のお気に入りでもある鎧よろいを遥香ちゃんが持ってきてた事。

　だけどさすがにこの状じよう況きようはまずい。そもそも王女なのに一か月も仕事をしてない。国はきっと混乱してるはず。なんとか戻もどりはしたい。だけど手負いの弥太郎を置いてはいけない。

　ったくあのぼんくら大臣も気を利きかせて騎士団派遣するとかしなさいよ！

「でも杏樹さま、どうしましょうかね？」

「どうもこうも、弥太郎がいる以上、協力するしかないかな!?　佐々木と協力しなきゃいけないなんて屈くつ辱じよくの極きわみだけど！」

「あっなんすか？　なんなんすか？　喧けん嘩かうってんすか？　姫ひめ様だかなんだかしんないっすけどそういう……」

「佐々木さん、杏樹さまにそういう態度はよくないですよ！　さすがです！　杏樹さま！」

「なんだよ遥香っちそっち側かよ！　せんぱ～いもう一か月もねてるじゃないすか！　早く起きてください！　このままだと俺の精神がもたないっす！　せんぱ～い！」

「あぁもう！　怪我人にまとわりつかない！　ゆらさない！」

「そうですよ！　佐々木さんのせいで弥太郎さん死んじゃったらどうするんですか！」

「それはやだな！　姫様！　俺にできることないすか？」

「部屋の隅すみで体育座りしてなさい」

「うっす」

　意外と素直な佐々木が、部屋の隅で体育座りしたのを確認して、弥太郎に目を戻すと、相も変わらずうなされてる。

　私たちのいる部屋は火山特有の硫い黄おうの匂においが充じゆう満まんして決して気持ちのいい部屋じゃない。それに十分な治ち療りようもできないし、僧侶もいないから回復魔ま法ほうをかけてあげられない。こんな事になるんだったら騎き士し団学校で回復魔法の一つでも覚えておくんだった……。

　たしかにオークの生命力は人間の比じゃない。その辺に転がっている鞄かばんから見つけた火傷やけどに効く軟なん膏こうも塗ぬってあげてる。一か月前のぐちゃぐちゃな背中もずいぶんと快方に向かってるはず。だけど肝かん心じんの意識が戻らない。

「大だい丈じよう夫ぶかな……」

　そもそも人が目の前で死ぬ事でいい気持ちになる方がおかしいし、それにいろいろ知りたい事だってある。好きな食べ物とか誕生日とか血液型とか。

　だけどこのままじゃそれもかなわない。

「弥太郎さん……元気になってください……」

　幸さち薄うすそうな遥香ちゃんが、かいがいしく弥太郎の体を濡ぬれた布で拭ふく姿のせいで余計に悲ひ壮そう感が漂ただよってくる。

「あぁもう！　気分転てん換かんに散歩行ってくる！」

　あまりにも重い部屋の空気に耐たえかね、外の空気を吸いにいこうと窓まど際ぎわの弥太郎の寝ねているベッドを背にして、ドアを開けようとした瞬しゆん間かん。

「あっ私も水換かえたいので一いつ緒しよにいきます！」

「えっじゃあ俺も一緒に行きます！　特に用事はないっすけど！」

「佐々木さんは来ないでください！！！！」

「えっなんで!?」

「弥太郎さんが意識戻して一人だったら大変でしょ！　ちょっとは考えてください！」

「ご、ごめんやさい」

　びっくりした。もちろん佐々木が部屋を出るのはあり得ないし遥香ちゃんのリアクションは当然なんだけど、珍めずらしく遥香ちゃんが感情的な声をだした事に驚おどろいた。あまりのプレッシャーなのか佐々木は佐々木で嚙かんでるし。

　振ふり返り寝ている弥太郎の顔を見つめる遥香ちゃんの後ろ姿を見ると、肩かたを震ふるわせている。

　そりゃ弥太郎の同どう僚りようみたいだし、付き合いも長そうだからそういうものなのかな。

　だけどかわいいな。きっと男の子はこういう女の子が好きなんだなって思うと自分との違ちがいで悲しくなってきた。

「行きましょ。杏樹さま」

「佐々木しっかり見てるのよ！」

「うーっす。ドラゴンに見つかんないようにしてくださいねー」

「あーはいはい。あんたも弥太郎に変な悪戯いたずらしないでよ！」

「し、しませんよ！　するわけないでしょ！　俺先輩尊敬してるんで！」

　いくらバカタレの佐々木でもさすがに大丈夫か。

　三階建ての城の中で、角に位置する部屋を後にした私たちは一階の大広間から伸びる吹ふき抜ぬけを囲む形状のコの字型の長い廊ろう下かを歩いていた。

　沈ちん黙もくが気まずい。

　泣いているのか遥香ちゃんは下を向き、歩ほ幅はばも狭せまい。

「遥香ちゃんは弥太郎と長いの？」

「長いって何がですか？」

　あまりにも強い空気圧に負けた私が話しかけると、腕うでで顔をぬぐい、こちらににっこりと作った笑え顔がおを向けてきた。

「あぁ主語を抜くのはよくないわね。えっと……一緒に働いていた期間みたいなの？」

「そうですね。一年ぐらいじゃないですかね……」

「へぇ以外と短いわね」

　危ないところだった。ここで三年ぐらいとか言われてたら、間違いなく倒たおれてた。

　大丈夫、まだ挽ばん回かいできない時間差じゃない。この前テレビでやっていた『ノッテングヒルの愛人』じゃヒロインが主人公に青あお汁じるぶっ掛かけてから恋が始まってたし大丈夫。恋は時間で決まるわけじゃない。突とつ然ぜんやってくるものだ。

　そう自分を奮い立たせてた。

　でももし仮に私が盛大に地じ雷らいを踏ふんだら怖こわいという恐きよう怖ふ感かんもある。

　恐怖に負けた私はちょっとずつ外そと堀ぼりを埋うめることにした。そう城攻ぜめの基本は外堀から！　頑張るのよ私！

「そうですね。派は遣けん会社が同じで仕事もよく一緒でしたけど、あんまりお話しする機会はなかったかもですね」

「そ、そ、そうなんだ。心配する感じがすっごい仲が良いい感じがしたから……。てっきり彼女なのかなって」

　調子にのって余計な事までぶっぱなしてしまった。どうしよう。これを肯こう定ていされたらドラゴンの前に立ってしまうかもしれない。

「か、彼女ですか!?　いないんじゃないですか？　そういう話はしたことないですけど」

　いける！　いけるぞ！　私のなかの三万人の軍勢が勝かち鬨どきを上げている。ここが戦場なら馬に乗って剣けんを掲かかげ、勝利は我われにあり！　って声張ってるところだ。

「休日は本とか映画を見るのが好きだって言ってましたね……それに私が弥太郎さんの彼女なんて勿もつ体たいないですよ」




　ん？




　ちょっとまって今この子、『勿体ない』っていった？

「弥太郎さん他のオークの人と違って真ま面じ目めなんですよ。仕事もしっかりするしギャンブルとかもしないんですよ！　下品な話とかもしないし。」

　うそ。いやだ。これあれじゃん。そういうやつじゃん。

　恋こいする乙女おとめのトーンじゃん。私これ修学旅行の就しゆう寝しん時間に聞いた事あるもん。

「かっこいいですよね。弥太郎さん」

　んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

　踏み込みすぎた！

　騎士の癖くせに間合い管理もできない自分を恥はじ、そして盛大にむせた。

「ゴホッゴホ」

「だ、大丈夫ですか？」

　なんなのよこの子！　なんでよりにもよって弥太郎なのよ！　いるでしょ他ほかにもっといい男！

「だだだだだだ大丈夫よ！　ちょっとむせてしまっただけだから！」

　ただ。もうそうそうにこの会話切り上げたい！

「すいません。変な話しちゃってましたね」

　なんで顔赤らめてんのよ！　それもうそういう事じゃん。さっきまで勝鬨を上げ隊列を組んでいた私の兵たちが、クモの子散らしたみたいにチリヂリのバラバラになってるじゃない。しっかりしなさいよ！

　私は姫騎士。国の指導者なのよ！　しゃんとなさい杏樹！　ここで先頭切らないようじゃ兵はついてこないわ！

　私は唾つばを飲み込み核かく心しんをつくことにした。

「も、もしかして弥太郎の事、すすすすす好きなの？」

「は、はい」
















　うわあああああああああああああああああああああああああ







　私の軍が、騎士団が……一いつ瞬しゆんにして全ぜん滅めつした。

　わかってた。わかってたわよ。だけど信じたくない自分がいたのもまた事実。一いち縷るの望みにかけたのよ！

「そ、そのはじめは意識してなかったんですけど、弥太郎さんがドラゴンから守ってくれて……かっこいいなって……」

　だよねだよね。私もそれで好きになったー。男らしかったよねー。こうガバッと抱だかれるとヤバいよねー。

　そう。ストックホルム症しよう候こう群ぐんは私だけの魔法じゃない。この子も同じ境遇シチユエーシヨンなんだ。でも気づいた時にはすでに私の軍はボロボロになっている。衛生兵！　衛生兵を！

　しかも、その恥じらい方はなんなの？　耳まで真っ赤じゃん。もういいよー。なんなのこの子。

「そ、その私、こういう経験なくて……。杏樹さまならきっと素敵な王子さまと恋れん愛あいしてるとおもうのでその、相談したくて……」

　ごめんねー。私も経験ないのー。仕事忙いそがしくて昔の友達とはドンドン疎そ遠えんになって、する事ないから自宅に帰って海外ドラマをぶっ通しでみる悲しき行き遅おくれ手前のクソ女なの。そのきれいな瞳ひとみで見つめるのはやめてー！
















「も、もちろんよ！　恋愛なんて簡単よ！」

　ただただ『エンエン』三月号「恋に効くセックス」の見出しを流用しただけだ。

　しかもよくよく考えれば、ここにきて弥太郎と過ごしてきた時間が長いという大きなアドバンテージがこの子にある事に私は気付いてしまった！

　まずい！　このままだと私がぽっと出の尻しり軽がる女だって思われちゃう。このままじゃ人生の敗者。ドラマで言うところの最さい優ゆう秀しゆう助演賞。

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだ！

「すいません。ずっと杏樹さまに憧あこがれていたので、テンションが上がってしまって……余計な事まで……」

　やめてー。ここで憧れの人とか言われたらそれ相応の立ち回り求められるじゃない！

　えっ、これあれ？　もしかして先手打たれてた系？　実は全部遥香ちゃんの掌てのひらの上でコロコロされてた感じ？　さっきも佐々木に妄もう想そう中ちゆうの顔注意されてた時に全すべてを見み透すかされてたパターンのやつ？

　いやいやそれはない。それはないわ。だって澄すんでるもん。遥香ちゃんの目澄んでるもん。

　ていうか何なのよあの天然こましオークは！　アンタの隣となりは私じゃないと成立しないでしょ？

　完全に私は心が折れていた。

　そりゃそうだ。俳優でこの人かっこいいなとか、あぁこのキャラかっこいいかもなんて事はあったけど、本当に気になる人なんていなかった。十七年間で初めてできた好きな人だ。

　パパも、学校も、雑誌もこんな時どうすればいいかなんて教えてくれないし書いてもなかった。

「そろそろもどろっか……」

「はい！」

　長い廊下の端はしから端まで歩き、拾った物資を集めてある部屋に到とう着ちやくし、水を汲くんでいる遥香ちゃんを見ながらそう声をかけるとさっきまでの沈しずんだ声のトーンは消えていた。

　胸のつかえがとれたみたいにスッキリした顔しちゃって……。これじゃ私どうしようもないじゃん。

　なによ……。

　私だって普ふ通つうに恋愛とかしてみたい。

　私だって皆みんなと同じ事がしたい。

　特とく別べつ扱あつかいなんかされたくない。

　まるで自分が何もできない人間みたいでいやだ。

　そんなのは持ってる奴やつの贅ぜい沢たくな悩なやみだっていう人もいるかもしれない。

　だけど私は何をしたの？　何ができるの？

「ひめさまー！　ひめさまー！」

　瞼まぶたが痙けい攣れんして涙なみだがでる寸前だった。後ろから佐々木の声が聞こえた。

「静かにしなさいよ！　ていうか弥太郎の見守りどうしたのよ！」

「せんぱい！　せんぱいの！　目が！　目が！」

「あぁもう！　落ち着きなさいよ！　ちゃんと話しなさい！」

「せせせせ、先せん輩ぱいがおきやした！」

「「えっ!?」」

　好きな男が一いつ緒しよになるとリアクションまで一緒になってしまうらしい。

「それほんとなの！」

「噓うそ言うわけないじゃないっすか！」

　私たちは来た道を早足で戻もどると、ベッドの上でぼーっと天てん井じようを見つめる弥太郎がいた。

「やたろっ」

「弥太郎さん！」

「先輩！」

　私が声を上げる前に二人が私を追い抜ぬいて、枕まくら元もとに駆かけ寄っていった。

「弥太郎さん！　弥太郎さん！」

「せんぱ～い！　マジ心配したんすよ！」

　弥太郎はまだ意識がはっきりしてないようで、ゆっくりと視線を二人に向けた。

「感動の再会に水を差すようで悪いけどちょっとどいてもらえる？　一応意識がちゃんと回復したか確認しなきゃ」

　右手で顔をそっと支え、左手の人差し指を立て弥太郎の顔の前でゆっくりと振ふると瞳が左右にそれを追いかけてくる。意識ははっきりしてるっぽい。

「いきてて……よかった……」

　私が弥太郎の瞳を見つめていると、弥太郎は誰だれにも聞こえないような小さな声を私に向けてつぶやいた。

　何よそれ！　心配までしてくれちゃうとかかっこいいんだけど！




　　　　◇◇◇




「その節は大変お世話になりました」

「別に気にしないで。困ったときはお互たがい様でしょ？」

「それはそうなんですけど……、やっぱりこういう時にお礼を言わないのもなんか変な感じがしちゃって。本間さんもありがとね」

「いえいえ、そんな大したことしてませんから！　そんな事言ったら、弥太郎さんなんて命を懸かけて私たち守ってくれたんですから！」

　弥太郎が意識を戻して三日。体も動くようになった弥太郎は、ベッドから体を起こし、私たちと普通に会話ができるようにまでなっていた。完全復帰っていえばいいのかな？

　私と遥香ちゃんは弥太郎の寝ねていたベッドに腰こしかけ、佐々木と弥太郎は床ゆかに座って円を作るように。これからどう行動するかの話し合いをしていたところだ。

「つうか先輩、俺には何も言ってくれないっすか！　俺だっていろいろしたっすよ？」

「あぁもうわかったよ。佐々木もありがとな？」

「わかってくれればいいんです！　先輩が意識ない間、どんだけ肩かた身みの狭せまい思いしたのかわかりませんけど！　全然気にしてませんから！　ったくいつまで寝てんだよ！　とか全然おもってないっすから！」

「アハハごめんごめん」

　軽い談笑といえばいいのかな。そういう気き兼がねない会話が目の前で交かわされる。

　そんな中、私だけが胸にもやもやをたくさん詰つめ込こみうまく話せずにいた。

　今後の仕事をどうすればいいのか考えるのも億おつ劫くうだし、一か月も仕事に穴をあけてどんな顔で職場に戻ればいいのかとかどうせ大臣に小言を言われちゃうんだろうなーとか。プライベートで言えば気になる人ができたり。そしてその人を好きという人が私を慕したっているっていう机の裏の延長コードのように絡からまった人間関係にも辟へき易えきする。

　たしかに人間の価値観でいえばかっこいいとは言えないかもしれない。だけどストックホルム症候群を完全にこじらせている私には魅み力りよく的てきにしか見えないのだ。困ったことに！

　考え始めるときりがない。目標もなくただ惰だ性せいで生きてきた自分にはもうなにも分からなくなっていた。

　結論から言えば、私の人生は完全に暗あん礁しように乗り上げてしまったのだ！

「先輩も復帰したという事でじゃあ王都に向けてぼちぼち帰りますか！　ねっ姫ひめさま！」

　そう思った私は自分の意思を伝えることにした。

「私帰らない！」

　完全に折れていた私は、弥太郎と顔を合わせるのが辛つらかった。弥太郎と楽しそうな顔しながら話す遥香ちゃんをみるのが辛かった。

　不幸になってしまえと思う自分が憎にくかった。

「へっ!?」

「え？」

「なんでっすか！」

「そうですよ！　杏樹さまも一緒に帰りましょうよ！」

「待って待って。よくよく考えてもみてよ！　私たちの関係って誘ゆう拐かい犯と被ひ害がい者しやって構図よね？」

「そういえばそうですね。杏樹さまを私たちが誘拐しました」

「それで一緒に仲良く帰るってのはどう考えても変よ！」

「まぁ確かに言われてみればそうっすね」

「絶対帰らないわ！　私ここにいる！　ここですっごいイケメンの王子さまかお金持ちの貴族待つわ！」

「「は？」」

　そりゃ弥太郎も佐々木もこういうリアクションになるわよね。

「なによその何言ってんだコイツって顔！　なによ！　姫騎き士しが素敵な恋れん愛あいして仕事も充じゆう実じつしてて、毎日がキラキラ輝かがやいてるなんて思わないでよ！」

「そんな事ないです！　杏樹さまはいつもキラキラしてます！」

「遥香ちゃんのご期待に沿えず申し訳ないけど素敵な彼氏なんて今まで一人もいたことないし、仕事忙しいし、肌はだも荒あれる一方だし姫騎士なんてなんもいい事ないわよ！　私ブサイクかも～とかいって保険かけながら写真ネットに上げてるクソ女は全員携けい帯たいぶっ壊こわれればいいのにとか思っちゃうし！　学生時代の友達に結けつ婚こん式しき呼ばれたら不ふ倫りんされて離り婚こんになればいいのにって一番に思う！　そういう器うつわの小さい人間なのよ私は！」

「い、いやまぁそのちっちゃい人間性なのは個人の自由だと思うんですけど、それと王都に行かないのはどういう関係が？」

　確かに弥太郎の言う通り、山にこもったら結けつ婚こんできたなんて事女性誌の結婚のきっかけ特集にも書いてなかった。

　だけど環かん境きようをかえて自分を見つめなおす事がなにかきっかけになればよかった。どちらかといえば新学期そうそう病気といって、学校を休み宿題の提出を先延ばしにしようとする子供の発想の方が近いかもしれない。

「そ、その……そう自分探しよ！　自分探し！　もう絶対城から出ないわよ私は！」

「いや、そのお姫様がいないと困るんですけど！」

「そんなの知らないわよ！　もう絶対出ない！」

　私も意地になっていた。もうこうなったら理想の王子さまが出てくるまで絶対に城から出ない！

「ふふふふ」

　私の覚かく悟ごが決まった瞬しゆん間かんだった。佐々木が不敵に笑っていた。

「どうした佐々木！　お前だってお姫様が城から出てくれないと困るだろ！」

「たしかに！　それはそうです！　が、姫様は重大な見落としをしています！　そう我われ々われはドラゴンに誘拐されているのです！」

「お、おう」

「佐々木さん、なに今いま更さらな事言ってるんですか？」

「えっちょっとひどくない？　まぁいいや。つまりっすよ、ここに来る王子さまも貴族もいないって事なんですよ！　先輩もみたでしょ!?　でっかいドラゴン！」

「見たけども……」

「あれが一階の大広間で寝てるんですよ？　普通の人間だったら瞬殺ですよ！」

　たしかに、佐々木が言ってる事は正論だわ……。

「じゃ、じゃ～私はどうすればいいのよ！」

「元ホストの俺から言わせてもらえれば色気が足りないっす！　先輩！　先輩は姫様と付き合いたいですか？」

「えっ俺!?　俺に振るのか？　そもそも定職についてない俺がそんな事できるわけないだろ！　その～女の子ってその定職ついてて、ある程度のイケメンじゃないと付き合えないんじゃないか？」

「そういうのは今聞いてないっす！　今聞いてるのは、姫様と付き合いたいか、付き合いたくないかっす」

　やめろ！　お前はなんて事を弥太郎に聞いてるんだ！

　そう声を張り上げたかった。

　もし弥太郎が『はい』と答えれば、遥香ちゃんとの関係は確実に壊れるし、『いいえ』と答えれば私の精神に深刻なダメージが入る。

　どう転んでもバッドエンドだ。

「えぇ……それ俺答えないとだめ？　なんか失礼じゃない？」

「失礼なもんですか？　いいですか？　かわいいものにはかわいい！　美しいものには美しいっていう！　それがルールっす！　んでどっちっすか！」

　あぁもうやだ聞きたくない！

「わかった！　わかった！　結論を言ってよ！」

　あまりに聞くのが嫌いやだった私は、会話を遮さえぎった。

「まぁ先せん輩ぱいはチキンだからしょうがないとして、今姫様に足りないのは経験です！　学生時代デートしましたか？　空がオレンジと黒で混ざり合った夕方に、好きな男の子と自転車で二人乗りとかして、風切りながら『○○の事すきー』とか叫さけんで、突とつ然ぜん難なん聴ちようになった男の子に『え、なんだって？』とか言われたことありますか？」

「ないわよ！　ないのが悪いの？　そもそも私女子校出身よ！」

「別に悪いなんて言ってないっす！　ただ経験してからでも、自分探しの旅始めても遅おそくはないって言ってるっす！」

「でもでも。その肝かん心じんの一いつ緒しよに自転車乗ってくれる男が目の前に現れないから困ってるんでしょ！」

「たしかに！　でもここに一人彼女がいない、フリーの男前がいるんすよ」

「私死んでも佐々木とデートなんて嫌だからね」

「俺じゃないっすよ、先輩っす！　ちなみに俺は彼女いるっす！　かわいいっすよ！　写真見ます？」

「えぇ俺!?」

「佐々木さん彼女いたんですか？」

「そんなに驚おどろかれると逆に傷つくんですけど……」

　こんなアンポンタンでも彼女いるのか……一体どんな彼女なんだろう……。

「とにかく都内に帰るまでの道中、先輩とデート的な事をして男に耐たい性せいをつけるんっすよ！　そんでいい感じに耐性が付いたら今度はいい男を探す！」

　佐々木の提案を聞き、一瞬悪くないかもと思ったけど、チラリと遥香ちゃんをみると複雑そうな顔をしている。そりゃそうだ。だって好きな男が他ほかの女とデートするって目の前で聞いてるんだから。

　でも確かに魅力的な提案だ。別に弥太郎とどうこうなるとかじゃなくてもいいじゃない。むしろもっといい男が世界にいる可能性だって十分ある。

　振り返って考えるに私は消極的過ぎたのかもしれない。

「のった！」

「えぇえええええちょっと待てよ佐々木！　俺の意思は必要ないのか!?」

「まぁまぁ先輩！　ここはのっかった方がいいですって！」

　そういった佐々木は弥太郎に背せ伸のびして、耳元で何かを囁ささやくと、弥太郎は時折頷うなずき、最終的に納なつ得とくしたようだ。

「わかりました。俺が協力できるかどうかはわからないですけど……」

「はい、という事で決まりましたね。さぁ城を脱だつ出しゆつしましょ！」

「佐々木さんちょっと待ってください！」

「なんだよ遥香っち。もうこのくだり尺は十分だぞ？　これ以上この場面長いとダレちゃうって！」

「ここは譲ゆずれません！　杏樹さまが弥太郎さんとデートするなら私もしたいです！」

「ちょっとちょっと遥香っち！　そんなキャラじゃなかったじゃん！　そういうグイグイ来る系のキャラじゃなかったじゃん！」

「いえここは引けません！　私杏樹さまみたいになりたいんです！　杏樹さまが恋愛経験をするなら私だって練習したいです！　弥太郎さん私とデートしてください！」

　遥香ちゃんが青い髪かみを振り乱して、肩かたを強こわ張ばらせる本当の意味は私だけが知っている。

「弥太郎さんと私もデートしたいです！」

　うわぁこの子マジだー。そうだよなー。欲しいものがあるならこのぐらい頑がん張ばるんだよな。それに比べると私の気持ちって……？

「あぁわかったわかった。じゃぁ一回ずつ交こう替たいな？　それなら文句ないっすか？」

「それなら……」

「おい佐々木、俺の意思は完全に無視なのか？」




　　　　◇◇◇




　弥太郎が服を着き替がえて、出る準備をするというので女性陣じん二人で部屋を出て廊ろう下かで待っていると遥香ちゃんがぽつぽつとしゃべり始めた。

「杏樹さまのトレーニング邪じや魔ましてすいません」

「トレーニング？」

「いやその人生経験というか……」

「あぁその事なら気にしないで……なんか理想と違ちがってごめんね」

「いえ私の方こそ、勝手に自分の理想を押し付けちゃってごめんなさい」

「ま、まぁ人間そんなもんよね。私も弥太郎かっこいいっていう気持ちわからないでもないんだ」

「えっ？」

　不安そうな表情、今にも泣きそうな瞳ひとみが遥香ちゃんの顔全体を曇くもらせる。あぁもうそういう目で見るんじゃありません。

「いや実際自分の命なげうって助けてくれるなんてそうそう出来ることじゃないじゃない。かっこいいよね」

「はい！」

　さっきまでの曇った表情は高気圧で吹ふっ飛んだみたいだ。そりゃ好きな人褒ほめられたら嬉うれしいよね。

　これほど誰だれかを想おもえるって幸せだな。

　それに比べて私はここまで弥太郎の事想えているかなとふと考えると、きっと遥香ちゃんほどではないんだろう。

　私にかかったストックホルム症しよう候こう群ぐんの魔ま法ほうは、どうやら時間で消える制限付きみたいだ。

「お待たせしましたー」

　ドアノブが回り、ドアの高い悲鳴が聞こえると、出てきたのは会った時と似通った服装をした弥太郎だった。

「さて、行きますか……って言っても俺この城全然わかってないんですよね！」

「それは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶっす。このトーキライトのタダタカ・イノウと呼ばれた佐々木にお任せください！」

「それ絶対自じ称しようだよね？」

　取り留めのない会話に華はなを咲さかせる佐々木を先頭に、弥太郎、私、遥香ちゃんという順番で城の階段を下っていくと、あっという間に一階の大広間手前の廊下まできていた。廊下から大広間挟はさんだ反対側には大きなドアがありおそらくはそこが外にでる出入り口だ。なんでこんなことがわかるかといえば、近代のお城はツーバイフォー工法という工法を使っているのでほとんどが同じ規格の城なのだ。廊下から見える視界にはドラゴンのしっぽがヘビみたいににょろにょろと蠢うごめいては消えを繰くり返し緊きん迫ぱく感かんはうなぎ登りだ。

「やっぱダンジョンなのに動く骸がい骨こつとか宝箱に扮ふんした謎なぞの生き物とかがいないのは寂さみしいっすね」

「俺は、戦せん闘とうなんてないにこしたことないと思うけどな？　そもそもお前魔法使えないじゃん」

「いやいや、俺魔法使えますから！　ムラムラム使えますから！」

「アンタ、ホスト時代にそれで悪い事とかしてないわよね？」

「してないっすよ。するわけないじゃないすか！　まったく人をなんだとおもってるのか！　ほんと姫ひめ様は……あれ？」

「なによ『ほんと姫様は』の続きを早く言いなさいよ！」

　佐々木が、私の悪口を言おうと振り返ると、一瞬きょとんとした顔をした後に、指折り何かを数えては首を傾かしげを繰り返す。

「一、二、三、あれ？」

「何よ急に？」

「俺たち四人で行動してましたよね？」

「そらそうだろ。俺とお前に、お姫様に、本間さん。なんだよ急にホラーな事言うんじゃねーよ」

「いやそれが増えてたらそういう展開になるんでしょうけど一人足りないっす」

「佐々木！　そうやってふざけるのはやめなさい？　前の人についていけばいいだけなんだからそんな迷まい子ごになる人なんて……」

　そういって私が振り返ると、そこには誰もいなかった。

「…………………いない」

「いないです」

「いないですじゃないわよ！　アンタ先頭切ってるんだから責任もちなさいよ！　イノウタダタカなんでしょアンタ！」

「うっせー！　先輩の前でちょっと背伸びしたかったんじゃ！　姫様だから何言っても許されると思うなよ！」

「あぁもううるさいよ二人とも！　そういや本間さん自分でもドジだって言ってたなー。まさか本物とは……。とにかくそんな広いお城じゃないんだよな？」

「トーキライト城よりは広くはないわ」

「わかった。じゃあとりあえず手分けして捜さがそう」

「先輩まるでリーダーみたいっす。かっこいいっす」

「無む駄だ口ぐち叩たたいてるとちぎるぞ！」

「どこを!?」

「とにかく弥太郎はここにいて。地理だったら自信あるし、佐々木が余計な事しないように見張っておいてね」

「わ、わかりました。そっちも気を付けて！」

「私は姫騎き士しなんだからそんなのしっかりやるわよ！　見くびらないで！」

　騎士の本能といえばいいのか、やっぱり困ってる人が近くにいれば助けなくてはと思ってしまう。

　多分職業病なんだとは自分では思ってる。

「はるかちゃ～ん」

　階段を上り、二階に到とう着ちやくしドラゴンが起きないよう、か細い声で呼んでは見たものの応答なし。

「もうっ！　どこにいるのかしら？」

　左右を確認すると、吹き抜ぬけになった大広間を挟んだ向かいでとぼとぼと下を向きながら歩いている遥香ちゃんがいた。

　コチラに気づけと念を込め、全身を使って手を振ふりながら大きくジャンプ。

　気づけ！

　気づけ！

　気づいた！

　広間に面した手すりから上半身を出して、こちらに向かって大きく手を振る遥香ちゃん。

　よかった。あとは合流するだけだ。

　そう安心した時だった。

　マンガだったらポロッて効果音がふさわしいほど、綺き麗れいに手すりが落ち、そのまま重力に逆らえず一階に落ちていく遥香ちゃんがいた。

「あっ!?　あああああああああああ」

　人間不思議なもので重要な局面はなぜかスローモーションに見える。そして著いちじるしく語ご彙いが低下してしまうんだよなー。







　ドゴギュゥウウン




　派手な音を鳴らし、手すりは落下の衝しよう撃げきに耐たえられず、床ゆかにたまったほこりが一いつ斉せいに舞まい上がる。あぁこれ絶対一階戻もどったら、佐々木になんか言われる奴やつだ。

「もうっ!!!!」

　踵きびすを返し、ダッシュで階段を駆かけ下り、事故現場でもある視界も定かじゃない大広間の中心に向かうと、佐々木と弥太郎はこの世の終わりかと思うほどの絶望した表情で顔を曇らせてる。

「だ、大丈夫!?」

　私もずいぶん意地悪な事を聞いたかもしれない。そんな状じよう況きようで大丈夫なわけがない。

「ダメに決まってるでしょ！　お姫様なにしたんですかっ？」

「私はなにもしてないわよ！　あの天然娘むすめに言いなさい！　落っこちたのよ！　勝手に！　ポロッと！」

　ドラゴンが近くにいるという超ちよう緊きん迫ぱくしたシーンだというのに私たちは我われを忘れて叫さけびまくっていた。

「本間さん！　本間さん大丈夫？」

「ごめんなさい！　あ、あの私……ごめんなさい！」

　ほこりでうかがい知ることはできないけれど、か細い声が中心から聞こえてくる。

「あぁもうこうなりゃ強きよう硬こう突とつ破ぱするしかないっす！　ドラゴンが起きる前に広間ぬけましょ……あっ」

「どうしたの佐々木！」

「やばいっす！　あんなところにヘラクレスササキトカゲが！」

　佐々木の視線の先には、あの日牢ろう屋やで見かけたくりくりとした目が印象的な子ドラゴンがよちよちと歩いてるじゃありませんか。

「キューキュー」

「た、確かにかわいいわね……。でもダメ！　佐々木、絶対持って帰るとか言わないでよ！」

「えぇ～そんな～お願いしますよ。なんで姫様、俺が次に言おうとしてた事わかるんすか！」

「絶対拾いに行っちゃだめだからね！　行ったら殺すから！　政府命令で殺すから！」

「いやっす！　あいつかわいいんで絶対持って帰ります！　いいですよね先せん輩ぱい!?」

「次から次へ問題起こそうとしやがって!!　そういうとこだぞ佐々木！」

「だってぇ～！」

「もうこのシーンでやることは、本間さんと合流して広間から抜ける！　それで終わり！　尺的にそれで十分だから！」

　弥太郎は、佐々木が子供のように駄だ々だをこねるのをいさめながら中心へ。

「そうよ。もう佐々木死し刑けいだから！　この旅終わって王都戻ったら絶対死刑だから！　わかった？」

「………………」

「あれ？　佐々木？」

　いつもなら何かしら言い返してくるはずの佐々木のリアクションは皆かい無む。

「あれ佐々木？　佐々木がいない？　ささきく～ん？　ちょっと弥太郎、佐々木がいない！」

「本間さん大丈夫？」

「はい、すいません……」

「怪け我がはしてない？」

「してません……。ほんと」

　ダメだ、弥太郎はあっちで手て一いつ杯ぱいだ。

　若じやつ干かんクリアになった視界の中をキョロキョロと見回すと佐々木が何か天てん井じようの方を見つめてぼーっとしていた。

「ちょっと佐々木何してんのよ！」

　肩かたをつかみ、何かに夢中の佐々木を揺ゆらしても、そこに私がいないようなそんな感覚さえ覚えるほどの圧あつ倒とう的てき無視。

「ちょっとささき！」

「姫様……申し訳ないっすけど、俺ここから動けないっす」

「なんで!?」

「なんか知らないんですけど、ものすごい見られてて動けないっす……」

「は？　何に見られてんのよ？」

　私が佐々木の視線の先を見つめると白い靄もやの奥からものすごい目力でコチラを見てくる黄色の瞳ひとみ。

「うわぁどうしようささき。わたしもうごけなくなっちゃった」

「ははは、きぐうっすね。俺もっす……。どうしましょ？」

「とりあえず挨あい拶さつでもしとく？」

「「こんにちは～」」




　グウォォォォォン




　えぇ起きちゃいましたよドラゴンさん。しかも目には敵意むき出し。そうだよね～。寝ね起おきだもんね～。そりゃ機き嫌げんだって悪いよね～。

「三まで数えたら逃にげるわよ？」

「絶対一いつ緒しよに走ってくださいね？　ゴール手前で先に行くとかそういうの無しでお願いしますよ？」

「学校のマラソンじゃないんだからそんな事しないわよ！」

「絶対っすよ!?　絶対ですからね？」

「あぁわかったわよ、いくわよ？」

「一」

「二」

「三」

　人生で最も長いスリーカウントを数え終わり、脱だつ兎とのごとく走り始める私たち。

「にげろぉぉぉぉぉぉ」

　カウントが終わり、回れ右。弥太郎たちの間を走り抜け、大広間のドアを目指して一直線だ。

「あ、杏樹さまごめんなさい！」

「あぁもうそんなの後よあと！」

　私たちの常じよう軌きを逸いつした行動に疑問を持った弥太郎たちも私たちが来た方を一いつ瞬しゆん見てフリーズすると、私たちを追いかけるように走り始めた。

「だれだよ！　絶対佐々木だろ！」

「俺じゃないでしょ！　遥香っちでしょ！」

　不毛な裁判が始まる。

「お姫ひめ様、絶対コイツ王都ついたら死刑にしてください！」

「その前に私たちが火あぶりになっちゃうわよ！」

「たしかに！」

「はぁはぁ」

　遥香ちゃんをちらりと見ると、随ずい分ぶんと辛つらそうだ。そうだよなぁ体育の授業とか見学してそうな顔してるもんな～。

「遥香ちゃんだいじょうぶ？」

「はぁはぁ」

　返答もない。これじゃこの先は容易に想像できる。

「あぁもう！」

　私もバカだ。姫騎き士しとしての職業病がこんな時にも発はつ症しようしてしまう。

「ここは私に任せて先に行って！」

「えっ姫様ずるくないっすか？　そんな人生で一度は言いたいセリフを！」

「じゃぁアンタ残るの！」

「絶対いやっす！」

「弥太郎！　遥香ちゃんと佐々木抱かかえて安全なところまで逃げなさい！　二人は頼たのんだわよ。」

「えっちょっと！」

　反転し、ドラゴンと対たい峙じすると、やっぱりおしっこがもれそうなほど怖こわかった。

　怒おこっているのか、赤い鱗うろこが紅潮してまぶしいほどだ。

　牙きばなんて嚙かまれたら私の体がミキサーにかけられたみたいにグッチャグチャになりそうなほど大きい。

「こ、こわいっ！」

　私だってお年とし頃ごろの女の子だ。姫騎士だから特別勇ゆう敢かんなわけでもない。

「あぁもう私ってホントバカ！」

　丸太のように太いしっぽが私を狙ねらい、避よければ、有う象ぞう無象すべて薙なぎ払はらう。壁かべも柱もお構いなしだ。

「危なっ！」

　たださすがに訓練の賜たま物ものというか注意すれば、避けれないわけじゃない。

　だけど、このままだとドラゴンとのデス鬼おにごっこが王都に行くまで何度も開かい催さいされてしまう。かといって、息の根を止めるのは子持ちだしかわいそうだからなんとか動きが制限できればそれでいい。

「考えろ杏樹～！　考えるのよ！」

　ふと、吹ふき抜ぬけの天井をみると、ドラゴン越ごしに役目を忘れて長い時間を経た円形状のシャンデリアが鎖くさりで吊つられている。

　考えようによっては首輪のように見えない事もない。

「よしっ！」

　階段を駆かけ抜け、途と中ちゆうのしっぽアタックも華か麗れいに躱かわし、三階の吹き抜けに面した廊ろう下かまできた私があたりを確認すると、留め具で固定された鎖のリールが見つかった。どうやら左についたレバーで操作するみたいだ。

「ふん！」

　年頃の女子が本気で力むなんて誰だれかに見られたら死にたくなるな。だけどここは女子力とかその手の建前を気にしてる場合じゃない。

「ほっ！」

　動かない。

「こんちくしょぉおおおおおおおおおおおおおお」

　腹筋を締しめ、全身を雑ぞう巾きんのように絞しぼり上げ、空気を抜いて力むとズリズリとレバーが徐じよ々じよに動き始める。

「頑がん張ばれ杏樹！　かっこいいわよ杏樹！」

　自分の事を褒ほめてくれる人なんて自分しかいない！

「ぬぁああああああああああああああああ」

　ズリズリと動いていたレバーは速度をつけ始め、順調に重力に引っ張られていく。

「やった！　あとは首にハマれば！」

　行け行け行け！







　ガチャン！




　ご都合主義で本当に申し訳ないけれど、ほんと偶ぐう然ぜんにシャンデリアの落下地点にあったドラゴンの首にシャンデリアが嵌はまりこんだ。

「いぇ～い！　さっすが私～！」

　心の中の油断が思わず声になって漏もれ出た瞬しゆん間かんだった。

　レッドドラゴンのしっぽが私のお腹なかめがけて飛んできた。

　だめだ、間に合わない。

　クリーンヒット。

「ぬほっ！」

　ナイフとか剣けんの攻こう撃げき、いわゆる点の攻撃なら鎧よろいで何とかなる。だけど今回の場合は面での攻撃。

　それに空中に投げ出され、落下した時の衝しよう撃げきが全身を貫つらぬいた。

　痛すぎて自然と涙なみだが出る以外は何も考えられない。

「くっ……はぁ……い、いだい……」

　あまりの痛みに幼児化した私は、猛もう烈れつになにかに抱だき着きたくなった。

　そして時間差で襲おそってくる落下時の痛み。頰ほおは石材で切れたのか広間の床ゆかを鮮せん血けつがぽたぽたと染めている。

　逃げなきゃ……。

　人間の本能がここから離はなれろと訴うつたえる、が、足が動かない。

　そう。ボディは足にくる。

　激戦を戦い抜いた最終ラウンドのボクサーよろしく、大の字で床に寝ねころぶ私は力の入らない腕うでに力を入れる。

「う、うごがない……」

　自然とあふれる涙。

　精せい一いつ杯ぱい腕に力を入れ、芋いも虫むしみたいに床をはいずりドラゴンを見ると、しっぽをくねくねと動かして、殺意全開。今にも丸太みたいな尾おを私に振ふり下ろそうとしている。

（あ～ぁ、これで終わりか……。パパに怒られちゃうな……。仕事の引ひき継つぎもしてないし。きっと国は大変になるだろうな……）

　自分の命がかかったこの状じよう況きようで私は仕事の事ばかり。なんもないんだなぁ私の人生。そう思うと顔には自じ嘲ちようの笑えみが自然とこぼれちゃう。

「せめてやさしく殺して～！」

　あきらめにも似た境地だったその時。

　私の前に影かげが立ちはだかり、ぺちゃんこにする予定だったドラゴンの尾っぽ攻撃を受け止めてくれた。

「ごめんなさい。安全な場所がなかなか見つからなくて！」

　そういってコチラを振り返ったのは下あごからでっかい牙がでたオークの男の子。

「やだろぉおおおおおお」

「すいません！」

「もう遅おそいわよぉ！」

「すいません！」

「こわかったよぉおおおお」

「すいません！」

　感情が濁だく流りゆうみたいに流れてきて、何を言えばいいのかわからなかった。

「とりあえず逃げましょう！」

「で、でも足が……動かないの……」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大丈夫なわけないじゃない！　はやく助けなさいよ！」

「助けるっていってもどうするんですか!?」

「どうするもこうするも、女の子をこれ以上ないタイミングで助けて、その上目の前には巨きよ大だいなドラゴンがいるんだから、新たな能力に開かい眼げんするとか、隠かくされた力を解放するとかやることあるでしょ！」

「他所よそは他所、うちはうちって事で！」

　私を両手で抱きかかえ、お姫さま抱っこした弥や太た郎ろうは逃にげるようにその場を全速力で猛もうダッシュ。

　なによ……。かっこいいじゃない……。オークのくせになまいきよ！

















４章　鋼鉄の処女アイアンメイデンは眠ねむらない






「ここは温泉で有名なアタッミケルトの村だよ」

「あざーす！」

　ドラゴンからなんとか逃げ切った満まん身しん創そう痍いの俺たちは、麓ふもとの温泉街アタッミケルトに来ていた。

「なんでこのパーティは僧そう侶りよの一人もいないのよ！　どっかのバカが回復魔ま法ほう使えれば、こんなことにはならなかったっていう事を自覚してほしいんだけど！」

「まったくですよ。遥香っち、まともな回復魔法ぐらい覚えておかなきゃだめだぞ！」

「えぇ私の事ですか？　弥太郎さん、杏樹さますいません」

「佐々木お前の事だぞ！　ほらぁ、本間さん真ま面じ目めだから謝っちゃったでしょ！　佐々木謝りなさい？」

「えぇ俺っすか、ちゃんと魔法おぼえてるのに……」

「ほら佐々木謝りなさい？」

　当然山道で獣けものに追いかけまわされ全員ボロボロ、疲ひ労ろう困こん憊ぱい。そもそも旅を僧侶抜ぬきでやっている時点で大変なのに、パーティで唯ゆい一いつ戦せん闘とう力を持つ杏樹は歩くのもやっとの状態だから、俺たちにできる事といえば逃げまわる事だけ。

　温泉街と言っても、王都から離れていることもあって人ひと影かげはまばら。それに初夏に温泉っていうのもおかしな話だし。いわゆるオフシーズンっていうやつなんだろう。

「うわぁすごいですね弥太郎さん！　私は初めてです！　煙けむりがもくもくですよ！」

「そうだね。まぁ温泉っていったら饅まん頭じゆうか卵が、どこも名産品だよね」

「王都から列車使えば半日かからずついちゃうけど、王都と山挟はさんだ向かいだから、縁えんの無い人はなかなか来ないわよねぇ」

「あぁお土産みやげ屋！　お土産屋に行きたい！　ドラゴンか剣のキーホルダーが俺を呼んでるっす！　赤の宝石ついてる奴やつがいいっす！」

「あぁお前みたいなやつが買うんだなアレ」

「いや敢あえて買ってますからね！　昨今高速道路のパーキングエリアにチェーン店しか入ってない場所とかありますけどほんと情じよう緒ちよないですよね！　キレそうです！」

「何言ってんだお前は！」

「それはわかる！　こう深夜に馬車乗っていて小腹がすいたとき周りにキライ家とか三風堂とかが入ってるとすっごい残念な気持ちになる」

「姫様！　俺姫様に一生ついてくっす！」

「いいわよ！　ついてらっしゃい！　この手でサービスエリアの未来を変えていきましょ！」

　珍めずらしく意見の合った佐々木とお姫様は、ガシッと熱い握あく手しゆを組み交かわしているので無視することにしよう。しかしこんなのんびりした時間なんてずいぶん久しぶりだ。

「しかしあれっすね。誰だれ一人ひとり姫様に気づかないですね。ほんとにお姫様なんですか？」

「な、なによ失礼ね！　本物に決まってるでしょ？　私は誇ほこり高き島津家の……」

「そういえばそうですね。杏樹さまといえば、この国唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者なので誰か騒さわいでもいいんですけどね」

　たしかに街の入り口にも杏樹の顔がデカデカと載のったポスターが貼はってあるにもかかわらず、誰もそれに気づく素そ振ぶりを見せない。

「お姫様、ちょっとそのポスターの横立ってもらえますか？」

「なによ、弥太郎！　アンタまで疑うわけ？」

「いやそういうつもりではないんですけど……」

　嫌いやそうな顔をしながらも、ポスターの自分と並ぶお姫様。確かに佐々木の言う通り違い和わ感かんがある。

「ね？　先せん輩ぱいも思うでしょ？　似てるけど似てないんですよ！」

「たしかに……」

「そんな事あるわけないでしょ！　私は姫騎士なのよ！　そうやって難なん癖くせつけるのやめて……あっ……！」

　写真を見てなにかに気づいたお姫様は、無言になって、その上顔を赤らめている。

「どうしたんすか姫様！　やっぱり偽にせ物ものなんすね！　きっと影かげ武む者しやって奴っすよ！」

「ち、違ちがうわよ！」

「じゃ～なんなんすか！」

　無言のお姫様は言うか言わないか自分の中で一通り葛かつ藤とうした後、ゆっくりとこう言った。

「そ、その……今日……すっぴんだから……」

　言われてみれば、目の周りとか唇くちびるの色が違ったり細かい部分が違う。なんというか全体的に幼い印象。そして眉まゆ毛げが薄うすい。

「やばいどうしよう……意識し始めたら急に恥はずかしくなってきたわ……弥太郎そんなマジマジ顔見つめないで！」

「大丈夫っすよ姫様！　変わんないっすよ。ねぇ先輩？」

「お、おう！」

　男ってものは化け粧しようなんてほとんどしない。だからそれがどのくらいしんどい事かなんて想像もつかない。だけどお姫様のリアクションから察するにそうとうの出来事なんだろう。

「そういう問題じゃないのよ！　やだ！　見ないで！」

　お姫様は素顔の自分に自信が無いようで、顔に手を当てて、しゃがみこんだ。

「大丈夫ですよ！　杏樹さま！　杏樹さまは世界一かわいいですよ！」

「やめて！　そんな建前、エルフの女の子にそんな事言われても全然うれしくないわ！　なにより、この街にきてそれが証明されてるじゃない！　スペックの低さが！」

　この村で誰一人、島津杏樹という人間が自分の国のお姫様という事に気づいていない。つまりはそういうことなのだ。

「あぁ死にたい……」

　顔の筋肉がストライキでも起こしたみたいに、無表情で虚こ空くうを見つめ、目から光を失ったお姫様に俺はなんて声をかければいいんだ。

　何を言っても地じ雷らいを踏ふみ抜ぬきそうな予感さえある。

　とにかく話題を変えなくては！

「佐々木、宿を探そう」

　義務感にかられた俺は、佐々木に小さな声でそう耳打ちすると、佐々木はキョロキョロと辺りを見回し、とある方向を指さした。

「先輩！　宿屋ありましたよ！」

「マジか。じゃあ入ろうか。お姫様、とりあえず今日は宿に行きましょう！　宿！」

　佐々木が指さしたのは、『素敵な時間を演出する一つ上の宿、エーゲ海』という文字がデカデカと看板に書かれ古民家を改築したっぽい建物だった。ここが山のふもとで、海なんてどう考えたって見えるわけないのにこの名前を付ける辺りオーナーは独特な感性をお持ちのようだ。

「よし、はいるか」

　調度品は、たぶんこの地方の民芸品だろう物で統一され、独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出す。お香こうが程よく香かおり、パンフレットに書かれている、都会を忘れさせてくれるような特別な空間をあなたにというキャッチコピーも噓うそじゃない。

「いらっしゃいませー」

　感じのいいダークエルフのおばさん従業員さんの接客も好感がもてる。

「あのー宿泊をお願いしたいんですけど！」

「かしこまりました。ご予約は？」

「予約はしてないですね」

「かしこまりました。四人部屋でよろしいでしょうか？」

「あぁえっと……」

　さすがに男女同室はないな。

「二部屋で！」

「了りよう解かいいたしました。四名様で三万二千エンでございます。それとなんですがご予約のないお客様には先払ばらいでお代をいただいております」

「あぁそっか」

　結構するなー、普ふ段だん旅行とかいかないからわかんなかったわ。

「一人頭八千エンだそうですよ？」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「あれなんでみんな無視すんの？　なんで下むいてんの？」

　俺がカウンターを振ふり返ると、みんながみんな下を向きまるで他人の振りをしてくる。

「いやーそのー非常にいいづらいんですけど、俺たち財布ないです」

「は？」

「いや、そのー洋館でドラゴンに襲おそわれたときにですね……おいてきちゃったんですよね……」

「弥太郎すまん！　私もドラゴンのところで半はん裸らにされてだな……」

「弥太郎さん、私も……」

「えぇ!!　いい大人が全員財布持ってねーのかよ！」

「恥ずかしいから大きい声出さないでよ！　払うわよ！　王都ついたら払うから！」

「えっつまりこの先全部、俺持ちってことでしょ？」

「いやほんとすいません借りるだけですから！　借りるだけ！」

「あの～お代金をいただけませんとご宿しゆく泊はくの方が……」

　まるで泥どろ棒ぼうでも見るような怪あやしむ目でコチラを見つめてくるおばさん。

「わかってます！　ちゃんと払いますから！」

「弥太郎さんほんとごめんなさい」

　俺の貯金が……。俺の就職資金が……。




　　　　◇◇◇




「すげーベッドふかふかっす！　めっちゃはずみますよ！　ほら！」

「うっせぇよ！」

　床とこの間まに木き彫ぼりの熊くまが飾かざられ、受付とも雰囲気が統一された安らぎの空間の中で、目減りした貯金通帳に記入された預金残高を見て俺は頭を抱かかえていた。宿代も貧びん乏ぼう人の俺からすれば結構な額になるし、これから王都に徒歩で戻もどるであろう時に必要な物資その他もろもろを買うと必然的に、目減りしていく貯金残高に頭を痛めることになる。

「ちゃんと返すから大だい丈じよう夫ぶっすよ～」

「うるせぇ！　俺の貯金通帳なんだ！　凹へこんだっていいじゃんか！」

「まぁまぁ。派は遣けん会社に姫ひめ様届けたらボーナス入るんですからいいじゃないすか。幸い姫様もノリノリだし」

「それだけど、なんで俺がお姫様とデートしなきゃいけないんだよ！」

「じゃあ先輩、あのまま姫様が城にこもりっぱなしだったらどうするんすか？　俺嫌いやっすよあんなあっちー所で一生過ごすなんて」

「そりゃそうだけどさー」

「それにワンチャン玉たまの輿こし的な事があったら人生一発逆転サヨナラホームランですよ？　そんで俺は仲人なこうどとして一生分の不労所得をですね……」

「結局それかよ！　しかもだいたい俺はオークだぞ？　んで向こうはお姫様……」

「そこっすよ！　そこ！　いいですか？　元ホストの俺からしたらそういう気後おくれがよくないんすよ。いいじゃないすかオークだって！　世の中窮きゆう屈くつすぎません？　貴族はこうあるべき、エルフはこうあるべき、オークはこうあるべきって。いいじゃないっすか普ふ通つうじゃなくたって。いいじゃないすか、みんなと違ったって」

「いやまぁそれはそうかもだけどさ……」

　そう。一番の問題は仮にデートをして、何をするかだ。

「デートなんて……やったことないしな……。そういや佐々木お前彼女いるんだろ？」

「いますよ？」

「デートとか行った事あんの？」

「デートとかそんな気取った奴やつはしないっすね。彼女仕事忙いそがしいんで。あぁでもこの前は服買いに行きましたね。うちの彼女優やさしくて、この前なんかも『アナタは好きなことだけしてていいのよ』とか言ってくれて。服買ってくれたんすよ。惚のろ気けになっちゃってすいませ～ん。まっ俺的にはそんな彼女楽させてやりたいんで早く大魔ま導どう師しなりたいっすね」

　それは社会一いつ般ぱんでいうヒモってやつじゃないのか？

「そんなけなげな彼女がいるなら定職つけ定職！」

「いやそこはほら佐々木的ドリームがあるんで譲ゆずれないっす」

「ほんとお前ご機き嫌げんだな」

「あざまーす。まっ別にデートとかそんな気取ってするもんじゃないっすよ？　テキトーに飯食ってテキトーに時間つぶして、それで楽しければオールオッケーですよ！」

「そんなもんかねー」

「そんなもんっす！」

　俺たちが今後の方向性を話し合っていると、乱暴にドアを叩たたく音、同時に俺を呼ぶ声も。

「弥太郎！　弥太郎ってば！」

「いますよ～。どうしました」

「いやその直接話したい事あるんだけど！」

「あぁはいはい。そんな乱暴に言わなくていいじゃないですか……今開けますから」

　オートロック式のドアだから開かないのか……。

　ドアに駆かけ寄り、鍵かぎを開け少し見下ろすとそこには我が国のお姫様。

「どうしたんですか？」

　まるでトイレでも我が慢まんしてるんじゃないかって言うぐらい顔を赤らめたお姫様。

「お金貸して！」

「えっどうしたんですか？」

「王都に連れん絡らくしたいの！　わかってよそれぐらい！」

　忘れてたぁぁぁ。

　そう俺たちの誰一人として携けい帯たいがない状態だ。だから旅の途と中ちゆうで姫様が王都に連絡するなんて事考えてもいなかった。そうだよな。固定電話があるんだったらなんら問題なく連絡とれるよな。

　でもいいのか？　もし連絡されたら騎き士し団の人たち来ちゃうんじゃ？　いやでも困ってるだろうしなぁ…………うーん……。

「あぁ……い、いいですよ」

　ノーと言えないオーク。

「いってらっしゃーい」

　ベッドの上でピョンピョンと飛び跳はねる佐々木をしり目に、俺は姫様に二、三枚の硬こう貨かを手て渡わたすと、階段を下り受付カウンター横に設置してあるピンク色の公衆電話に向かった。

「別についてこなくてもよかったのに」

「いや心配なんで……」

　主に自分たちの立場がだけど。

「えっと確か騎士団の電話番号は……」

　ポチポチと番号ボタンを押し受話器を顔につけ、相手がでるのを待っているお姫様は時折指で受話器をトントンと叩いている。どうやら担当の人間がなかなか電話にでないらしい。頼たのむこのまま担当者でないでくれ。俺の願いも神様には通じなかったようだ。無む慈じ悲ひで事務的な声が受話器から聞こえる。

「はい、こちら王立騎士団受付窓口です」

　宿の受付の人も奥に引っ込んでいるのか、ここには俺たちだけしかいないようで静かな空間なもんだから向こう側の担当でもある女性の音声が簡単に漏もれ聞こえてくる。

「あっもしもし？　私だが……。えっ島津杏樹だ。わかるだろう？」

「王女誘ゆう拐かい特別対策本部の方にご用という事でよろしいですね、では係のものにつなぎますので少々お待ちください」

　どうしよう。つながっちゃった。心臓が高鳴りすぎて口からでちゃいそうだ。

「はいコチラ特別対策本部」

　今度の担当者は男性のようだ。だけどさっきの女性の対応よりも威い圧あつ的でなんかやな感じだ。

「ああぁ私だ、島津杏樹だ」

「あぁまただよ。杏樹さま誘拐されてから君みたいになりすましの電話多いんだよねぇ～」

「バカを言うな！　私は本物だぞ！」

「えっ？　またなりすましだよ。もうやんなるよなぁ」

　なんか同どう僚りように仕事の愚ぐ痴ち言ってるみたいだし……。

「えっとじゃあ一応国民健康保険の登録番号言ってもらっていいですかね？　コチラはそれがないと本人だって証明もできないんで」

「健康保険の番号だと!?　えっと……」

　お姫様は服のポケットをまさぐり、何かを探している。たぶん俺が思うに財布だ。そうだよねぇ大事なカード類って財布入れちゃうよねー。まっ絶対見つからないけどね。

「弥太郎知ってる？　私の健康保険番号」

「知るわけないでしょ！　そんな番号！」

「ったくまた悪戯いたずらかよ。アンタねぇ恥はずかしくないの？　国の重要な人が誘拐されてるんだよ？」

「いやだから私が本人だと……」

「こっちだって忙しいんだよ。あんま悪戯が過ぎるとこっちだって逮たい捕ほできるんだからね。発信者の住所だってこっちはわかるんだから！　あんたもいい大人なんだからさ、やっていい事と悪い事の判断ぐらいしようね」

「わたしほんにんだもん……ひめきしだもん……」

　あぁ泣いちゃったよ。

「はいもういいから。じゃーもう次からかけてこないでね」

　無慈悲に切られる電話。無気力に置かれる受話器、めそめそと泣くお姫様。

「やだろぉおおおおおおおおお」

　悲しかったのか俺の胸に飛び込みピーピーと泣き出すお姫様。すっぴんという事で村人からは誰だれ一人ひとり気付かれず、王都に電話をかければ悪戯電話として処理される。不ふ憫びんすぎてなんて声をかけていいのかも戸と惑まどうレベルだ。

「あぁもう泣かないでくださいよ。悲しかったですね」

「だっで、わだぢおひめざまなのにぃぃいいい」

「知ってます知ってます」

　きっとお姫様は自分が情けなくてしょうがないのだ。いつのまにかオオカミ少年の汚お名めいを着せられ悲しいんだ。しかもいい大人が真ま面じ目めに説教されるとどうしようもなく情けない気持ちになる。それが無実の罪ならなおさらだ。

「ど、どどうしたんですか杏樹さま」

　あんまりにでっかい声で泣くもんだから上に居た佐々木と本間さんも異常に気付いて部屋から出てきてしまった。

「もういやよぉおおおお」

「佐々木聞いてくれよ」

「いや先せん輩ぱいなにも言わないでください。事情は察します。またやらしいセクハラしちまったんっすよね？　男の子っすもん。しょうがないっす！」
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「というわけで、『ウキウキ女子力向上大作戦、姫騎士さん行ってみヨーカドゥー』を開始しまぁ～す！　拍はく手しゆ～！」

　宿屋の前で、頭にでっかいタンコブを作った佐々木がハイテンションにそう言い放った。

　頭をさすり目にはうっすら涙なみだをためているけど、そんな事は俺の知ったこっちゃない。どう考えても佐々木が悪い。

　あと本間さんは馬ば鹿か正直に拍手すんな！

「というわけでまずはレギュラーのこの方。里中弥太郎さんで～す。どうぞコチラにお越こしください」

「はいどうも」

「おっ今日はなぜかご機き嫌げん斜ななめですね。まったくだれのせいなんでしょうか！」

　お前だ、お前。

「そして、なんと本日は特別ゲスト、モリタニア王国の杏樹姫ひめがきておりま～す」

「どうもぉ。いつもは仕事ばっかりなんですけど、今日はお呼ばれしたので精いっぱい楽しみたいとおもいま～す！」

「ノリノリ!?」

「はい、元気で非常によろしいですね！　さて今日のルールなんですが、お二人にはデートをしていただきます。採点者は私と、キュートな笑顔で男性を魅み了りようするグラビア界、百年に一度の逸いつ材ざい、本間遥香さんで～す」

「ど、どうも。今日はがんばります」

　そんなとってつけたような設定に乗らないでくれよ本間さん……。しかもちょっと照れてるじゃん。

「杏樹さまにはですね、今日これから三時間のデートをしていただき女子力の向上をしていただきます。採点者である我われ々われはデート終しゆう了りよう時点でダメ出しをしていき、最終的には素敵なレディになっていただくという趣しゆ旨しでございます！」

　電話が終わった後あまりに凹へこんでいたお姫様の気持ちをなだめる為ためというのが名目でありその流れで、例の女子力向上云うん々ぬんをやることになってしまったのだ。

　この村に来たときには晴れた空だったのに、いつのまにか空は橙だいだいにそまり、カエルの鳴き声も聞こえてくる。

　散歩するには少し肌はだ寒ざむくはあるけど、景け色しきもあわさり心地ここちのいい夕方だ。

「それでは嬉うれし恥はずかしデート、姫騎士さん行ってみヨーカドゥー」

「さっきから聞きたかったんだけど、なんだよその掛かけ声ごえ！」

「なんすか？　よくないすか？　なんかテレビでやってたんで」

「いやまぁ俺も聞いた事はあるけどさ……」

「今流通業界も大変みたいですよ。業界一位のヨーカドゥーグループと二位のウィオングループで血みどろの戦争中ですからね」

「まぁ狭せまい業界は大変だよな」

「そうっすねぇ、まぁ業界が同じで扱あつかうものも同じだとどうしても派は閥ばつみたいなのができちゃいますからね。私ウィオン派～、みたいな。まっウィオン如ごときに負けるわけないんですけどねヨーカドゥーが！　姫様ヨーカドゥー行こうよ！」

「バカほっといてさっさと行きましょ弥太郎」

「は、はいはい」

　しかしデートしろと言われても経験がないからまるでわからない。

　本とか映画が好きだし、そういう描びよう写しやのある作品に触ふれたことがないと言ったら噓うそになる。だけどその場合は主人公がスゲーイケメンだったり紳しん士しだったりだから参考にならないんだ。あぁこんなことなら異世界に転生して、特に理由のないモテが主人公を襲おそう作品もっと読んどきゃよかった。

　後ろから佐々木たちはついてきてるんだろうか。

　デートだっていうのにそんな事ばかりが気になってしまう。

　沈ちん黙もくが続き、やけに空気も重い。

「あ、あの弥太郎？」

「なんですかお姫様？」

「その思ったんだが、お姫様っていうのはやめない？　なんか私だけ下の名前で呼ぶのはなんかおかしいっていうか……」

「あぁそういえばいつの間にか下の名前で呼んでましたよね？」

「いやなんか、看病してた時に、遥香ちゃんが弥太郎さんって呼ぶもんだから移っちゃって……」

「あぁあの時……。いやーなんか大変な事に巻き込んでしまって……」

「ほんとよ！　まぁ楽しいからいいけど！　これでつまんなかったら最速でギロチンしてるとこだわ！」

「すいません……」

「ある意味私のせいだしね……不景気になっちゃって企き業ぎようが人件費削さく減げんしなきゃいけなくなったの。だから私もちょっぴり罪悪感あるのよね……」

「は、はぁ……」

　きっと佐々木なら、こういう時小こ粋いきなジョークで和なごますんだろうけど、不慣れな俺には難しい。

「えっとだからその、私の事も下の名前で呼ぶのを許してあげてもいいわ？」

「ふぇっ？」

　ずいぶんと上からの物言いだ。

「いやその普ふ通つうにね。まっ社会的地位は間ま違ちがいなく私の方が圧あつ倒とう的てきに上だけど、そんなの一いつ切さい気にしないわ！　どういい提案でしょ？」

「は、はぁ……」

「なによ！　嫌いやなの？　一応これでも姫だし？　けっこう偉えらいと思うけど、私は心が広いし、何より命も何回か助けられてるから今回は特別に許してあげるのよ？　もう少し喜んでくれてもいいんじゃない？」

　姫様はこう言ってくれてるけど、自分の人生の中で女性を下の名前で呼んだことがないと緊きん張ちようする。たかだか下の名前呼ぶだけじゃんという人だっていると思うし、佐々木なんかはそういうはずだ。だけどなんかあれじゃん。俺なんかがそんな親しくしたら、周りからどう思われるか考えるとどうしても卑ひ屈くつになっちゃうじゃん。

　きっと過去にそういう経験があるからなんだとは思うけどさ。だから余計に警けい戒かいするし、緊張もする。

「えっと、あ、杏樹さん？」

「なんかこう改めて下の名前でさん付けされると緊張するわよ。私女子校だったしさん付けされるなんてむずがゆいわ！」

「あ、あんじゅ？」

「なんで疑問形なの？　不思議な名前でもなんでもないでしょ！」

「れ、練習だよ……。なれてないんですよ。その……こういうの」

「あぁはいはい。わかりました。私となんかどうせ仲良くできないんでしょ？　はぁ寂さみしい女よ私は……」

「別にそんな事言ってないんですけど……」

　お互たがいの呼び名が確定したところでやることがなくなってしまった俺たちは、何をしていいものかわからず道みち端ばたで立ち往生。沈黙に耐たえかねて杏樹の顔色を窺うかがうと、全体的に濃こい。なんというかさっき見たポスターの時の一割増ぐらいメイクが濃い。

　化け粧しようの事はよくわからないけれど、濃いのがわかるってほどには濃い。

「あのさ顔の事なんだけど……」

「えっ顔、なんか変!?」

　まぁ確かにリンゴみたいに赤く染まった頰ほおの色は違い和わ感かんしか感じないし、まつ毛なんかボールペンがのっかりそうなぐらいには伸のびてる。

「あっいや何でもない……」

　本来デートってどんな事をするのか、俺は想像の世界でしか知らない。

　もちろんここで背伸びをしてもしょうがないし、等身大の自分を見せるしか選せん択たく肢しはないんだろう。

　だけど、恋れん愛あいする人ってこうやって他人に自分を晒さらさないといけないんだ。

　今まで自分を必死で取り繕つくろって、ようやく人並みな俺には人並みの事をやろうとする時点でハードルが高い。

「いや、その時間があるので……」

「えっ……弥太郎だからもう知ってると思うけど、私もこういう経験ないのよ。だからわかんないのよね」

「ですよねー。うーん困ったな」

「あっそうだ。この前……っていっても結構前だけど、私家で映画みたのよ！」

「映画？　なんの映画ですか？」

「えらく食いつくわね。えっと『ノッテングヒルの愛人』って映画なんだけど……」

「あぁそれ俺も見ましたよ。あの青あお汁じるぶっ掛けられる奴やつですよね」

「そうそう。青汁かけられて洗せん濯たくするからって連れん絡らく先さき交こう換かんして、でも実はその人がお姫様って奴で身分の違ちがいで主人公が葛かつ藤とうするやつ」

「俺あのエルフの俳優さん好きなんですよね。タレ目がかっこいいんですよ」

「わかる！　なんでも許してくれそうな感じが最高なんだよねぇ～。弥太郎は映画好きなの？」

「基本的にうちにいるのが好きだから本とか映画とか好きですよ。お金かからないですからね」

「ふふふ、ほんとオークらしくないっていうか、草食系ね弥太郎って……」

「そうなんですかね。ただお金ないから家にいるだけですよ。お金あればきっと外でてるんじゃないですか？」

「だめ！　キャバクラとか弥太郎には似合わないわよ！　キャバクラとか風ふう俗ぞくとか絶対いっちゃだめだからね！」

「なんでですか？」

「だ、だ、だ、だ、だってぜ、絶対女の子とまともに話せないでしょ？　お金の無む駄だでしょ！　禁止ね！」

「まぁそうかもしれないですけど……」

　否定はできない。

「別にオークだからって女遊びしなくてもいいじゃん！　んで映画の話にもどるけど、主人公が画家で勉強のために美術館行きたいっていって、ヒロインのお姫様も一いつ緒しよにいくじゃない。あれってデートだと思うのよね」

「たしかに」

「ということで私たちも美術館に行きましょう」

「あぁぁ」

「なによそのリアクション!?　不満なの？」

「いや瓢ひよう簞たんから駒こまというか。言い得て妙みようというか。なんか納なつ得とくしちゃいました」

「異論はないって事でいいの？」

「いいですいいです。なんも問題ありません」

「じゃぁ決定！　デートっぽくって最高ね！」

　何がそんなにうれしいのか、るんるんとスキップする杏樹さん。

「だけど……」

「なに？」

「この村に美術館があるかどうかですよ」

「たしかにそうね。ただ観光地だしあるんじゃない？　アレとかそうじゃない？」

　杏樹さんが指さしたのは、窓がない、一見倉庫のような佇たたずまいの灰色の建物。壁へき面めんには文字がかすれてすべてを読むことはできないけれど、『[image: ～][image: ～]館』と書かれている。絵とかは日光を避さけなきゃいけないものもあるって聞くし、きっと美術館なんじゃないかな。




　　　　◇◇◇




『順路』と書かれた看板。そしてそれに示された矢印に従い進めば、暗い照明、べたついたタイルの床ゆか、埃ほこりっぽい空気、怪あやしい受付のおばさん。

　絶対ここは美術館じゃないとわかる。それだけはわかる胡う散さん臭くさい空気感。

　そうここは温泉街によくある、幻まぼろしの観光スポット。秘宝館だ。

　パンフレットには性の殿でん堂どう、秘宝館と書かれているから間違いない。

　もちろん気まずいので杏樹さんにはパンフレットは渡わたしていない。

　複雑に縄なわで縛しばられて、悲痛な表情をする蠟ろう人にん形ぎよう。

　どこか海外の神様なのかソーセージ型のご神体。

　すっごい昔のエロ本。いわゆる春画って奴。

　ネットとかの噂うわさでは聞いていたけど、まさかここまで露ろ骨こつにこういうものが置いてあるとは思わなかったぞ。

「美術館にしては暗くない？」

「そうですね」

「美術館にしては展示物おかしくない？」

「そうですね」

「ここほんとに美術館？」

「そうですね」

「ねぇちょっと私の話聞いてるの？」

　どうするんだよ俺。確かあの映画じゃ美術館に行っておしゃれなトークをしてたはず、だけどどうやっておしゃれなトークなんてするんだよ、こんなところで！

『うーん。この像は、たしかニュルンベルリンであがめられているご神体だね。ここまで保存状態がいいとは！』

　とか？

　ないないない。

　しかも、後ろをちらりとみても、佐々木たちの姿はない。そうだよなぁー俺あいつらにお金渡わたしてないもん。入ってこられるわけないもん。

　おしめぇーだ。

「や、やたろう？　聞いてるの？」

「な、なんですか？」

「すっごい今いま更さらだけど、ここ絶対美術館じゃないよね!?」

　はいそうです。って一番にこたえたかったけど無理だよー。ささきぃーたすけてくれー！

「あぁちょっとわかんないですね。あんま観光地とか詳くわしくないんで」

「あぁそう……そのこれってえすえむってやつだよね」

　指さしたのは件くだんの蠟人形。

「いや～ちょっとわかんないっす」

　本来こういう場所って二、三年付き合って気心しれたカップルとか、おっさんとかが来る場所だろうが！　ちゃんと看板に書いとけよ！　ここは秘宝館ですってよー！

「杏樹さんかえりましょう！」

　感覚的には、ゴールデンタイムに急にテレビで女性の裸はだかが出てきたときの、お茶の間の空気感に近い。冷え切っている。

「えぇ面白いじゃん。昔の絵とかもあるし……」

　あぁそうだった。この子、性の知識に貪どん欲よくなんだ。興きよう味み津しん々しん。お年とし頃ごろの女の子だったー。どうする。どうすればこの空気が変えられるんだ。

「いやそう！　ここじゃ絶対女子力上がんないです！　女子力上げるためにやってるんでしょこの企き画かく！」

「確かにそうなんだけどさ～。意外と面白いよ？」

　おいだれかこのお姫ひめ様とめてくれー。俺の儚はかない希望は無下に却きやつ下かされてしまった。こんな時どんな顔すればいいのかわからない。笑えばいいのか？

「ほらこの蠟人形なんて、すっごいリアルじゃん。覆ふく面めんかぶった二人組が、女の人羽は交がい締めにしてるー！　すごーい」

　リアルな蠟人形は悪そうな三角ビキニを着たほぼ全ぜん裸らの目出し覆面マスク二人組。女性を羽交い締めにして、腰こしにはでっかい剣けんまで差さっている。

「いやまぁ確かにリアルですけども！　もう姫様帰りましょうよー！」

「あっ姫様っていま呼んだでしょ！」

「この際呼び方とかどうでもいいでしょ!?」

　俺たちがあーでもないこーでもないと口喧げん嘩かをしていると、一いつ瞬しゆん何かが動く気配がした。

「ん？」

「どうしたの？」

「いや今一瞬何かが動いた気が……」

「そういう怖こわい話嫌きらいなんだからやめてよね！　確かにリアルだけど蠟人形だよ？」

「気のせいかな？」

「気のせい気のせい！　さっ次の展示物はなにかなぁ……」

　ノリノリの杏樹さんを追いかけるように、次のブースに行こうとすると、やっぱり俺の後ろから足音が聞こえる。

「佐々木か？」

　もし佐々木なら声高に『チガウヨ』とか返してくるはずだ。

「………………」

　耳を澄すましてもその声は聞こえない。

　やっぱり俺の気のせいだ。そうだ。疲つかれてるんだよ弥太郎。

「もうなにしてるのやたっ！！！！　避よけて！！！！！」

　杏樹さんが振ふり向き俺に何かを言いかけた瞬間、響ひびく怒ど声せい。

「なになになに!?」

　俺がもう一度振り向くと、そこには猛もう烈れつな勢いで向かってくる切っ先。

「ぬほぉおおおおお」

　体をひねり軌き道どうを避けるようにバックステップ。杏樹さんの声がなかったら間ま違ちがいなく斬きられてた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「だいじょうぶ」

　剣の軌き跡せきを作った犯人はだれだと改めて正面を向くと、そこには先ほどの蠟人形の二人組。

「アトラクション？」

「いや違ちがうわね。アトラクションならあんな的確に急所なんて狙ねらってこないわ。私にはわかるわ。やつら玄人くろうとよ」

「なっ!?　なんでこんなシリアス展開になってんだよ！　ちがうじゃんこのシーン、美術館だとおもったけど秘宝館ってところでオチてんじゃん！」

「知らないわよ！　私だって！」

「そちらはモリタニアの杏樹姫とお見受けする！」

　片方の覆面がバリトンボイスで俺たちに話しかけてくる。

「なにこの展開！　私初めて姫だって認識されたわよ！」

「驚おどろくのそこじゃないですよ！　ぜったい次にあの人たち『その命もらい受ける』とか言いますって！」

「やはり姫か、ならばその命もらい受ける！」

　もう一人は案外声がかわいかった。体ムキムキなのに案外少年みたいな声してるのね。迫はく力りよく半減だ！

「ほらぁー。しかも、ちょっと照れてたよあの暴漢？」

「ふふ、私がこの程度の刺し客かく相手に怯ひるむとでも思って？」

「どうせ杏樹さん、この後『この剣の錆さびにしてくれる』とか言うんでしょ!?」

「ちょっと私のセリフ取らないでって……って、うそっ!?」

　突とつ然ぜん大きな声をあげる杏樹さん。どうかしたのかと手元を見ると、柄つかから伸びているはずの刀身がない。そう、杏樹の剣はポッキリと折れていた。

「うそ[image: ～]、これ高かったのよ!?　この前のボーナスで買ったサマンマダワサのレイピアなのに！」

「はいっ!?　それじゃこの状じよう況きようどう切り抜ぬけるんですか！」

「そんな強く言わなくたっていいじゃない！　さっきまでのおとなしい弥太郎はどこ行っちゃったのよ！」

「うるせー、この状況でおとなしくしてられるか！　もう逃にげますよ！」

「なによここは私の見せ場じゃない！　空くう拳けんでやれるところまでやるから！　見せ場を！　見せ場をください！」

「ふっどうやら武器がないようだな……ならば好都合だ！　せめて安らかに死ね！」

「ぎゃー、すげーかっこいいセリフ吐はきながらこっちきてる！　悪役の鑑かがみ！　弥太郎武器武器！　なんか棒状のものを！」

「えぇ!?　戦うの!?」

「ここで引いたら私、アンタに守られっぱなしじゃない！　ここでかっこいい所見せてできる女だって思われたいのよ！」

「あぁもう！　わかりました！　俺が戻もどるまで死なないでくださいね！」

「早くしてよね！」

　棒状のものってなんだよ！　俺は秘宝館を走りまわるがそんなものは見つからない。

　俺が辺りを物色していると、出口近くに秘宝館併へい設せつの売店を発見。

「すいません棒状のものありますか？」

　俺が売店のおばさんに聞くと、少し悩なやんだおばさんは、奥からなんか薙刀なぎなたのようなものを出してきた。

　おばさんは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明を始める。

「これね。シリコン製。棒の真ん中のスイッチ押すと、回って光るから。んでこのスイッチで回転の強さ変えられるのね！」

「あぁなんでもいいです！　早くください！　いくらですか？」

「一万エン」

「たかっ！」

　背に腹は代えられない俺は財布から万札を取り出し購こう入にゆう。ダッシュで鉄火場へ。

「弥太郎遅おそいわよ！」

　二人の暴漢の攻こう撃げきを華か麗れいに避け、髪かみを振り乱しながら果か敢かんに反はん撃げきしている。だけど多勢に無勢、しかも得物もない状態。どうしてもきつい戦いになってしまう。

「しょうがないだろ！　ほらこれ！」

　一、二回バックステップし、暴漢と距きよ離りをとったお姫様は俺の方には目もくれず、右手を後ろに突つき出し俺が投げた、棒状の何かをしっかりと摑つかんだ。

「これよこれ。こういうの！　ってちょっとなによこれ！」

「真ん中のボタン押すと両りよう端はじが回って光るって！」

　ヴィーンヴィーン

「あっほんとだ超ちようキレイ！　ってバカ！　人類で初めて重低音鳴なり響かせながら戦う姫騎き士しになっちゃったじゃない！」

「しょうがねーだろ！　そもそもここ入るって言いだしたの俺じゃないからな！」

「何責任転てん嫁かしてんのよ！　あぁもう最悪！」

　クルクルと棒状のソレを回し、それっぽく立ち振る舞まうと、お姫様は駆かけ出し片方の暴漢に向けてそれを突き出した。

　しかし向こうも手練てだれ、わかっていたかのように剣でそれをはじき、懐ふところに入り込もうとする。
















　そしてもう一方の暴漢が防ぼう御ぎよ姿勢をとった杏樹に切りかかる。

「杏樹危ない!!」

　反射的にそう叫さけんだ。




　島津・ナイト・杏樹




　いくら得物（とは言いたくないけど）を手に入れたからといっても数の不利は変わらない。いくら避けても、巨きよ大だいな剣の切っ先が私の体めがけて飛んでくるし、夏前だからという事できちんとエステで脱だつ毛もう処理した太ふと股ももにめがけて何度も敵の蹴けりがめり込んでくる。

　まったくやんなるわね。でもここで華麗に敵をぶちのめすのが姫騎士であり、私に求められている役目。なんでもござれよ！

　そんな大おお振ぶりな攻撃私が食らうと思ってんの？　甘あまいわよ！

　暴漢が繰くり出したのは見え見えで大振りの縦切り。こんなのはギリギリで避けて腹にこっちの膝ひざ蹴げりぶち込んでやるんだから。

　そう思った瞬間。床ゆかのタイルの粘ねばつきが靴くつ底ぞこにまとわりついて、一瞬動きが遅おくれる。

　ヤバい！

　慌あわてた私は棒状のアレを両手で支え、頭の上に掲かかげた。

　ヴィーンヴィーンガンッ！

　棒状のアレのど真ん中、丁度ボタンの辺りにめり込む刃やいば。

　ヴィーンヴヴヴ、ヴィーンヴヴヴヴィーンヴィーンヴィーンヴィーン

　回転数ケイデンスが上がった!?

「杏樹、危ない!!」

　うそっ！　今弥太郎私の事呼び捨てに!?　いやでもそんな事気にしてる場合じゃないでしょ杏樹！　もう片方の奴やつが来てるんだから！

　脇わき腹ばらめがけて飛んでくる暴漢の殺意。あぁまた死にそうじゃない私！

　んでこのコマシのオークはタイミングよく私と暴漢の間に立つわけだ。あぁもうなんなのよコイツ！　そんな事されたらもう惚ほれないわけないじゃないの！

「弥太郎ぉおおおおお」

「ぐわぁぁあああああああああ」

　情けない声をあげた私の白馬の王子さまの脇腹に暴漢の刃がめり込み、力なく膝から崩くずれ落ちる弥太郎。

「私の弥太郎に何してんのよぉ！　このバカぁ！」

　私は棒で受けていた刃をはねのけ、目の前にいる暗殺者の股こ間かんを蹴り上げると、弥太郎を刺したもう片方の曲くせ者ものに向けて、フル回転するアレをみぞおちめがけてめり込ませた。

「ギャー」

　力なく倒たおれる暗殺者二人。勝った。完全勝利。

　だけどそんな事はどうだっていい。だって私の弥太郎は尻しりもちをついて、脇腹からは剣けんが生えている、さらに詳くわしくいうと刃から滴したたる血液が赤い水たまりを作っているんだから。

「えっと……えと、こういう時はえっと……えっと」

「痛い！　すっげー痛い！　抜ぬいてくれ杏樹！」

「もうなんでこんな自分を犠ぎ牲せいにして助けてくれんのよ！　もう～！　あぁもう弥太郎死なないで！　えっと、どうすればいいんだっけこういう時!?」

　騎士団でさんざん、緊きん急きゆう事態には落ち着いて行動しよう。押さない、駆けない、喋しやべらない。とか言ってるくせにいざ自分が冷静にならなきゃいけない時には全然冷静じゃいられない。あぁ偉えらそうな事言うんじゃなかった。そんな後こう悔かいが今になって襲おそってくる。

「あぁ杏樹、姫騎士だろ!?　早く抜いて！」

「わかってるわよ！　ちゃんと抜くから！　でもまって心の準備が！」

「杏樹[image: ～]助けてくれー。ピュッピュッって出てるから！　早く抜いてくれ!!」

「だからちゃんと抜くって言ってるでしょ！」

　痛みと動どう揺ようで血圧ぐんぐん上じよう昇しよう中。そのおかげで傷口からは噴ふん水すいみたいに血が噴ふき出ている。そんな時だった。

「いや～最近の秘宝館ってこんなアトラクションもあるのかって思っちゃったわ～。ほら可哀かわい想そうだからちゃんとヌイてあげなさいよ」

　一刻を争うそんなタイミングで私の頭上から声が聞こえた。

　声のする方を確認すると暗がりから現れたのは、カフェモカ色の肌はだをしたエルフ。

「ど、どちら様!?」

　一見服は僧そう侶りよ風、というか多分僧侶かそういう祭事系の職業についているんだろうけど、それにしてはあまりにも自己主張の激しい露ろ出しゆつ。そして桃もも色いろの髪をふわっとかき上げ、右目を軽くウインク。うん、一いつ瞬しゆんでわかった。色気という一点において完全に負けている。コツコツとハイヒールで音を立て歩くたびに揺ゆれる胸。胸っていうかおっぱいって表現の方がしっくり来る。僧侶というより、夜の蝶ちようって感じだ。

「彼氏が必死に頼たのんでるのよ？　ヌイてあげなさい？」

「か、彼氏!?　それに今抜くって言ってるでしょ。でも心の準備が必要なの！　焦あせらせないで！」

「あれ？　秘宝館に来てるんだからやることやってるでしょ？　そんなスカーバックルコーヒーにいるカップルみたいに、『ウチのこと好き？』ってわざわざ聞くとかツイッダーでアカウント共有してパスワードは二人だけの秘密！　みたいなあっさい秘密を共有するカップルじゃないんでしょ？　飲み屋行ったら彼女が無言でビール二つ頼むようなカップルなんでしょ！　ってこのオークの人脇腹に剣けん刺ささってるじゃない！　もしかしてヌくって剣の事？」

「剣に決まってんでしょ！　他ほかに何抜くのよ！」

「そりゃ色々ヌくに決まってるでしょ！」

「杏樹～口論とかいいから、はやく抜いてくれー」

　突とつ然ぜんの謎なぞのエルフの登場。でも今はそれよりも先にやることがある。気に掛かける余よ裕ゆうなんて毛ほどもない。

「わ、わかってるわよ。いくわよ？　私抜くから！」

　私はまるでハムスターでも握にぎるみたいにそっと柄つかをもった。

「頼むやさしく抜いてくれ！　痛くしないで！」

「そうね、男の子って繊せん細さいだからやさしく扱あつかわないとね」

「もうアンタ何なのよ！　集中してるんだから、話しかけないで！」

「杏樹さんたすけてください！　お願いします。なんでもするんで抜いてください！」

「そうね、そうね」

　やさしく持った柄に瞬しゆん間かん的に力を入れ一気に剣を引き抜くと、弥太郎の体からは噴水みたいに血が噴き出て血だまりというより血の海の出来上がり。

「ンアッー。やさしくしてって言ったじゃん！」

「は？　やったわよ！　私の半分は優やさしさでできてるんだから！」

「もうそんな事いいからとっとと止血を！　止血をしてくれ！　あっヤバい、フワフワしてきた。まずい。これまずいよ？　完全に失血死寸前の奴だよ？」

「あぁもうえっと抜いたら、えっと……」

　私の脳みそはこんな肝かん心じんな時だっていうのに、働くことを拒きよ否ひしていた。

「どうしよ止血しないと！　えっと脇腹の止血は……」

　私がまごついていると、辺りがふわっと明るくなって、次第に光が弥太郎の傷の辺りに集まっていく。光が弱まるとさっきまでバックリ割れて噴水みたいに弥太郎の体から噴出していた血液の勢いが止まった。

「ふぇ!?」

　間の抜けた声。私も弥太郎も何が起こったのか、それすらも把は握あくできてはいなかった。

「あ、杏樹？」

「大だい丈じよう夫ぶなの弥太郎!?」

「だ、大丈夫みたい……。頭はくらくらするけどさ」

　弥太郎がそう言うので、血に染まった服をめくって直じかに肌をさすってみると傷は綺き麗れいにきえていた。

「すごい」

「はい、成功！　よかったわねぇ～。ただ失った血液が戻もどったわけじゃないから、ちょっと安静にしないとね。まっオークだからすぐ復活するだろうけど」

　得意げに指をクルクル回し、そう言い放ったエルフに私たちは茫ぼう然ぜんとしていた。

「あぁごめ～ん。そうね、自己紹しよう介かいとか重要よね。アタシ、上うえ田だ・ダクエル・梨り衣い音ね。リーネって呼んでね？　僧侶よ？」

　もうその、男を確実に殺しにかかるウインク、超ウザいんですけど～。

「あっどうも……それで杏樹、さっきの暴漢は大丈夫だったの？」

　えぇ噓うそ～。私の体案じてくれてるの。しかもこれって心理的に言えばこのよくわかんないセクシーな女より、私の方が心理的に近い存在ってことよね。

　今なら高らかに言えるわ、勝利は我われにあり！

「大丈夫よ。弥太郎刺さされたの覚えてない？　それでこの人が助けてくれたのよ」

「あぁそっか、刺されたのか俺……それはおせわになりました……」

　私が弥太郎の肩かたを支えゆっくりと立たせてあげると、意識が完全には戻り切ってはないけれどお礼は言わないといけないっていう義務感から力なくお礼を言う弥太郎。

「いいのよ。アタシもオークの人と知り合えたし！　それで、えっと……」

「あっ、里中弥太郎です」

「島津杏樹よ」

「弥太郎ちゃんに、杏樹ね？　ん？　あんじゅ？　まさかアンタお姫ひめ様？」

　この村にきて、本来だったら村人がするべきリアクションが初めてあった事に感動を覚えてしまうわ。

「そ、そうだけど？」

「あれ杏樹って王女様よね!?　誘ゆう拐かいされてるんじゃないの？」

　いきなり呼び捨てされたところから考えると、このエルフは他人との距きよ離りがうまく測れない系の女子っぽい。うーん不安だ。

「色々事情があるのよ色々と！」

「ふ～ん」

　納なつ得とくした風に頭を揺らすと、顔をまじまじと確認して何か言いたげな顔。

「なによ」

「いや写真と顔違ちがうな～って」

「えっ!?　違わないわよ！　今日の私は百二十点あげてもいいわ！　ねぇやたろう？」

「それにしては化け粧しようでごまかしすぎじゃない？　そう思わない弥太郎ちゃん」

「いや、その……」

　なによその、気づいてたけど言い出せませんでした、みたいな困った顔は。むかついたので足を踏ふんづけると、痛いからやめてくださいという顔をしたので無視してやった。

「悪かったわね。メイク上手で」

「そんな喧けん嘩か腰ごしやめてよ～。あっ、で、こんなところで何してたの？　もしかして駆かけ落おち的な!?　やっる～」

「そんなんじゃないですよ。無理やりデートの真似まね事ごとやらされてます」

「何それ!?　ウケる！」

　弥太郎その真実の剣をしまいなさい。刺ささってる、私の胸に刺さってる！

「事情があるの！　まぁ助けてくれたことは感謝するけど……。そういうアンタはこんなところで一人で何してんのよ？」

「えっアタシ!?　そりゃ秘宝館にきて先人たちの素晴らしい知識に触ふれてるのよ！　んでなんかやらしい声が聞こえたから交ぜてもらおうって走ってきたら血の海だったってわけよ？」

「やらしい事!?」

「そうよ。ヌくとかヌかないとか言ってるんだもの。見み逃のがせないイベントだと思うじゃない！」

「えっ……でもさっきあんた僧侶って……」

「そうよ？　だって神も言ってるじゃない。『汝なんじの隣りん人じんを愛せよ』って。愛せよって事は。愛せよって事でしょ？　そりゃ愛するしかないわよね」

「それはそういう意味じゃないでしょ！　そもそも僧侶が下ネタ全開ってどうなのよ！」

「あっそういうの差別よ！　いいじゃない！　そういうのが好きなんだもの！　ねぇ弥太郎ちゃん？」

　なによ……なんなのよ……そのなっがいネイルを付けた指先で、弥太郎の首元をさすって体をくねくねと絡からませる姿は！

「と、とにかくここだとなんか落ち着かないからそろそろ出たいんだけど……ねぇ杏樹今日のところはこの茶番は終わりにしとこう。もしかしたら佐々木と本間さんが襲われてないとも限らないし……」

「茶番って何よ！　私とデートして楽しくなかったの!?」

「楽しいわけないでしょ！　こっちは脇わき腹ばらに風穴開いたんですよ!!!!」

「えぇもう帰っちゃうの？　まっアタシも今日は満足したからいいかなー。宿にかえることにするわ」
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「せんぱ～い！　せんぱ～い！」

　秘宝館を出ると、空は真っ黒に染まっていた。山やま間あいっていう場所柄がらもあるのか数えきれないほどの星のオプションまでついてきてこの上なくロマンチック。出口の向かいにある街灯の下では、ピョンピョンと飛び跳はね、存在をアピールしている佐々木と、控ひかえめに手を振ふる遥香ちゃんの姿。

　佐々木を見てこんな感覚がよぎるのもむかつくけど、佐々木の相変わらずな行動で少しほっとした自分がいた。

「ずっと待ってたの？」

「はい待ってました。っていうか有料の施し設せつ入るとか聞いてなかったですもん。先せん輩ぱいお金渡わたしといてくれないと！」

「なんでそんなに金借りる側が不ふ遜そんな態度なんだよ」

「採点者が入れないんじゃ企き画かくにならないでしょ！　っていうかなんでこの場所えらんだんすか！　俺遥香っちにまだどんな施設か説明してないんですからね！」

「それは杏樹にいってくれ……」

　どうやら弥太郎も私と同じみたいだった。苦笑しながらも、柔やわらかい表情だ。

「その～それで、杏樹さま？」

「なに遥香ちゃん？」

「その後ろのセクシーな方はどちらさまですか？」

「えっ？」

　振り返ると、リーネがニコニコと後ろで佇たたずんでいた。

「ぬぉおっ」

「なんでいんのよ！」

「なんでいんのよって、出口一つしかないんだからしょうがないじゃない。それともあのしけた売店でソーセージ型のキャンディー舐なめ終わるまで待ってろっていうわけ？　顎あご疲つかれちゃうじゃない！」

「ちょっと先輩！　なに新しい女ひっかけてんすか！」

「えっ弥太郎さん女の子ナンパしたんですか!!!!」

「してないしてない！　してないって」

　弥太郎はゆっくりと秘宝館での出来事を佐々木のツルツルの脳みそでも理解できるように説明してくれた。

「というわけでですね。リーネさんです」

「どうも～上田梨衣音で～す。趣しゆ味みは男あさりで～す。なによ弥太郎ちゃん、お互たがいに体を預けあった仲なのに寂さみしいじゃない？」

「弥太郎さん預けたんですか!?」

「預けてないよ！　預けてない！　だからさっきも言った通り、襲おそわれたところを助けてくれただけだって」

「そうよ。なんもされてないから！　安心して遥香ちゃん！」

「ならいいですけど……」

「ていうか一つ聞いてもいい？」

　唐とう突とつな質問がリーネから。

「なんだよ淫いん乱らんエルフ！　おめー先輩に色目使ってんじゃねーぞごらぁ！」

「えぇ超ちようこわいんですけど～！　ねぇ弥太郎ちゃん？　輩やからが絡んでくるんだけど……こわいわ！　やっぱり田舎いなかは治安が悪いのね……」

「あっ俺の事かっぺって事にしたろ！　こちとら生まれも育ちも王都じゃくそが！」

「あぁもう佐々木だまって。んでリーネなに質問って？」

　これ以上佐々木とリーネが絡んでも何も産まない気がすると思った私は話を遮さえぎった。

「いや質問ってわけじゃないんだけど、なんでここに杏樹がいるかよ。今王都大変な事になってるわよ。なんかあの大臣さんのせいで不景気加速してるみたいだし。えっと百目鬼さんだっけ？」

「あの銀ぎん髪ぱつのライオンヘアの奴やつっすよね。俺アイツの『金持ちだぞ』オーラ超嫌きらいっす」

「わかるぅ、絶対プライド高そうよね。絶対ベッドの上だとＭなタイプ」

「話がずれてってる！」

　弥太郎の言う通りだ。

「話を元に戻すけど、私だって早く王都に戻りたいわ。だけど列車を使おうにもお金がないのよ」

「えっ？　お姫様なのに？」

「ば、バカにしないでよ！　貯金はあるわ！　だけど、そのキャッシュカードとか財布ごと無くしちゃって……」

「あぁそういうこと……そんなに帰りたい？」

「そりゃ帰れるなら帰りたいわよ。一応社会人なんだし、自分の仕事投げ出すなんてできないわ」

「ふ～ん。責任感強いのね！　じゃぁ一いつ緒しよに列車で行ってあげてもいいわよ」

「えっ!?」

　青天の霹へき靂れき。濡ぬれ手てに粟あわ。一挙両得。なんていえばいいかわからないけど、そんなお得感のある熟語が脳内を埋うめ尽つくすほどにありがたい言葉に私と弥太郎は思わず顔を見合わせた。

「いやだってここから王都までの旅券なんて一人十万エンぐらいするのよ？」

「四十万ぐらいってことでしょ？　いいわよ？」

「ねぇ杏樹絶対怪あやしいよ……。絶対裏あるって」

　耳元に小声で弥太郎が話しかけてくる。私も同感だ。

「いやだって会って二、三時間の人にそんな大金借りるわけには……」

「そんな遠えん慮りよしなくていいのよ弥太郎ちゃん。この辺の男にも飽あきちゃったし、ここは王都で一ひと旗はた揚あげようかなってちょうど思ってたところだし。ただ一つだけ条件があるわ」
















　来た。こっちが本命なんだろう。落ち着くのよ私。深呼吸よ。すって～はいて～。よし大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫。

「その～アタシ的なキャラがこういうこと言うのは気が引けるんだけど、じつはオークと寝ねた事がないの。そこでお願いなんだけど、一晩付き合ってくれない？」

「はぁあ？」
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「はい、これよりリーネの襲しゆう撃げきに備えて今日は部屋割りを変えます！」

　弥太郎のおごりで夕食をとった私たちは弥太郎たちの部屋に集合しミーティングをしていた。窓からは月明かりが差し込み、遠くではオオカミの鳴き声が聞こえるいい夜だ。

「えぇ～、姫ひめ様俺らもう疲つかれたんで寝たいっす！」

「大丈夫だって杏樹。さすがに襲ってこないって」

「いいえ、絶対くるわ！　これは歴戦の戦士の勘かん。女の勘と言い換かえてもいいわ。絶対奴は来る！」

「なんで杏樹さまは、そんなにリーネさんと弥太郎さんが寝るの嫌いやがるんですか？　寝るだけですよね？　そりゃちょっとうらやましいとは思いますけど……」

「そんなんセッ○スよ！　○ックス！　いい？　寝る＝セック○なのよ！　幼よう稚ち園えん児じのお泊とまり保育が永遠に続くと思わないで！」

「はわわ！」

　頭から湯気でも出てるんじゃないかってぐらいに顔を赤らめてる遥香ちゃん。いつもなら『なんで!?　カマトトぶって恥はずかしい』とか毒を吐はいてる場面だけど今はそんな悠ゆう長ちような事してる場合じゃない。

「今の時代、専守防衛とか温ぬるい事言ってる時代じゃないの！　積極的平和なの！　守るだけじゃ無理！　殺やられる前に殺る！　撃うたれる前に撃つ！　わかった遥香ちゃん？」

「わ、わかりました！」

「もうなんでもいいから寝かしてくれ。ていうか寝るよ……」

　私がめったにしない士気を高める渾こん身しんのスピーチをしたっていうのに、弥太郎はベッドに横になって睡すい魔まにノックアウト寸前だ。

「おやすみなさい」

「ちょっと弥太郎起きなさいよ！　ねぇねぇ！」

「ぁそうだねぇ……」

　体をゆすってもリアクションはほとんどない。そりゃ病やみ上がりだし、オークの体力が人よりあるといってもこればっかりは仕方ない。

　そう今日の夜だけは私が弥太郎を守るのだ。

　いや、女の意地と意地がぶつかるガチンコバトルと言い換えてもいい。

「という事で私は弥太郎の隣となりのベッドで寝てるふりをするわ！」

「えっ杏樹さまも弥太郎さんの部屋で寝るんですか？　ずるいです！　私も弥太郎さんと一緒に寝たいです！　あっ今の寝るってのはただ寝るって意味で……」

「わかってるわよ！」

　やばい、ここにきて遥香ちゃんまでバトルに参加してしまった。くっそ隙すきあらば既き成せい事実を、『あぁじゃあ俺たち付き合っちゃう？』って言葉を引き出すつもりだったのに!!

「えっ、だったら俺はどこで寝るんすか？」

「私たちが泊とまるはずだった部屋でいいじゃない」

「えぇええええええ、俺は？　俺の事は守ってくれないんですか？　頼たのみますよぉ俺にも彼女いるんすよぉ！　まもってくださいよぉ！」

　私の足に縋すがりつく佐々木。

　ただ今こ宵よいだけは無理だ。すまんな佐々木。今夜向こうが狙ねらうのはオークの弥太郎であって、人間のおバカさんじゃないの。

「大丈夫よ佐々木！　どんな事があっても私たちは佐々木の事忘れないし、彼女には立派だったと一言伝えておくわ！」

「なんか俺が死ぬ感じじゃないですか？　なんですか、そういう危ない性せい癖へきの持ち主だったりするんですか？　やだ！　やめて！　部屋から追い出さないで！　痛い！　押さないでください！　ちょっと！　ねぇ遥香っち!?　痛いって！　ねぇ！　なんで無視すんの？　おかしくない？　オートロックなの知ってますよね！　姫様!?　ひめさぁ～」

　ドアの外に投げ出された佐々木は、まるで乙女おとめのように、足を投げ出し目には涙なみださえ浮うかべている。私は佐々木に本来泊まるはずだった部屋のカードキーを投げつけドアを勢いよく閉めた。

　ドンドンドン

「ひどいよぉ～横暴だよぉ～！」

　ドア越ごしに佐々木の泣き声が聞こえる。

「立派だったわ」

「佐々木さん……」

「よし、佐々木の犠ぎ牲せいは絶対に無む駄だにはできないわ。まずは部屋の探たん索さくと消毒ね。侵しん入にゆう経路を特定して防ぼう御ぎよを固めるのよ」

　そんなに広い部屋じゃない。一いつ般ぱん的なツインルーム。部屋はここのほかに備え付けのシャワールームしかない。当然ドアの鍵かぎは閉めた。

　あと考えられるのは窓からの強引な侵入だけど、これも大丈夫。ようするに私たちが絶対気づかないうちに事がおっぱじまるってのが一番の危険因子。窓の鍵はダブルロックで閉めているから侵入するにも窓を破るしかない。

「完かん璧ぺきね」

「ですね」

　我われながら完璧だ。

「きっとここまで防御を固めたら、向こうも来れないわね。私たちもシャワー浴びて少し休みましょう。ねぇそう思わない弥太郎」

「う～ん……」

　もう寝る寸前なんだろうか。目を細めながらただ天てん井じようを見つめている。

「あぁこりゃもう寝ちゃうね。私は後でいいからお先にどうぞ？」

「ありがとうございます。じゃあお先に失礼します」

「はいは～い」

　シャワールームに向かう遥香ちゃんを見届け、大の字になりベッドで寝ている弥太郎の左脇わきに腰こしかけてみると、腰の辺りに弥太郎のぬくもりを感じる。

「うーん。こういう感じか……」

　さすがに私も十七だ。いつまでも夢見る少女じゃいられない。

　だけど、こういう時もしこうだったらって気持ち悪い笑えみを浮かべ想像すると、どうしても夢見る少女になってしまうのもまた事実。

　なんか眠ねむいな。ごはんも食べたし……。

　そう。私は完全に油断していた。
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　一いつ瞬しゆん意識が遠のいて、気が付くと私は弥太郎が寝ているベッドの横。誰だれも使っていないはずのベッドの上で大の字になり縄なわで縛しばられていた。

「な、なによこれっ！」

　パッと現状を確認しようと部屋の時計を見ると時刻は午前三時。夜よ更ふけもいい所だ。

「あらぁ起きちゃった～？」

　声の主は、私のすぐ横。ベッドの上で弥太郎に跨またがり戦せん闘とう開始寸前。

「ちょっとなによ！　これどうやって入ったの？　っていうか何してんのよリーネ！」

「魔ま法ほうの力でチョチョイのチョイよ！　アタシこれでも僧そう侶りよなのよ？」

　ほくそ笑む表情はまさに悪女。そして指先には鍵と札束。

「魔法って!?　宿のおばちゃんから金の力でマスターキー買収しただけでしょ！」

「すごいわよね、この国のお金は人の気持ちを変えられるのよ！」

「それ魔力とか関係ないから！　お金の力だから！」

「そうともいうわ～」

「遥香ちゃんは？」

「あそこにいるわよ？」

「うーうー」

　私が首を上げ、足の方に目を向けると、遥香ちゃんは後ろ手に縛られ、ボールみたいな猿さる轡ぐつわを口につけられてうーうーと声にならない声で叫さけんでいた。

「大丈夫遥香ちゃん!?」

「うううううーうーううーううううーううううーううーううーううううううううー」

「うんうん。大丈夫そうね……って全然わかんないわよ！　くそっ！　ほどこうとしてもドンドン縄がきつくなる！　何したのよ！」

「部屋入ったら、幸せそうに二人とも寝てたから、こうやって縛り上げて身動き取れないようにしてあげたってわけ。それより、この部屋の前に泣きながら寝てる佐々木がいたけどアンタたち何したの？」

「そんなのどうでもいいわ！　ま、まさかアンタも暗殺者かなんかなのね！　弥太郎病み上がりなんだから痛い事しないで！　狙いはどうせ私でしょ？」

「暗殺者？　何言ってんの？　アタシは女王になりたいの！　女王って言ってもあれね。夜の街に君臨する夜王的なやつね？　すべての男を手玉にとりたいの！　そのためには経験が必要なの！　オークと一回も寝てないのに、夜王なんて名乗れないでしょ！」

「なによそれ！」

「夢よ夢！　いいでしょ！　子供のころからの夢なのよ！　それの礎いしずえになるんだから弥太郎ちゃんだって喜ぶわよ！」

「そういう問題じゃないのよ！　そもそもアンタ聖職者の癖くせにそういうのダメでしょうが！　そうよね遥香ちゃん!?」

「うううーううううううーうううう」

「ほら、そういってるじゃない！」

　言葉にならない言葉、しかしほとばしる熱いパトス。

「だってしょうがないじゃな～い。まっそこで吠ほえ面づらかいときなさい！」

「くっそー」

「うーうー」

　リーネは服を脱ぬぎ下着姿になると、服に引っかかった胸が脱ぎ終わった瞬しゆん間かんに『たゆん』と聞こえてきそうなほどのボリューム。巨きよ乳にゆう科高校の優等生め！

　このままじゃ弥太郎の貞てい操そうが危ない。腹の底から力を入れて、踏ふん張るように腕うでに力を入れていくと腕を拘こう束そくするヒモがちぎれていく。もうひと踏ん張り。

「こんちくしょぉおおお────────」

　あまりにも姫ひめ騎き士しらしくない掛かけ声と同時に引きちぎれるヒモ。こんなん弥太郎に聞かれたら幻げん滅めつされちゃいそうだ。でもそんな悠長な事言ってる場合でもやってる場合でもない。

「なによそれ反則じゃない。聞いてないわよそんなパワー系だって！」

「だって私は誇ほこり高き島津家十二代目を継つぐ高貴なる姫騎士なんだからね！　これぐらいできなくてどうするのよ。絶対に弥太郎の貞操は守ってみせるわ」

　私は、遥香ちゃんに駆かけ寄り、猿轡と手を縛ったヒモをほどいてあげた。

「ありがとうございます杏樹さま！」

「ふふふ、これで形勢は完全に逆転ね。覚かく悟ごしなさいリーネ」

　右手でグーを作り、左の掌てのひらにぱちぱちとたたきつけ威い嚇かく。

「ちょっとちょっと、落ち着いて話し合いましょ。そもそも遥香も杏樹も弥太郎ちゃんと付き合ってないんでしょ？　なんでそんな嫌いやがるのよ」

「それは……」

　言葉に詰つまってしまった。

「あっわかった。二人とも弥太郎の事が好きなんだ？　それで取り合ってるみたいな王道ラブコメしてるんでしょ!?」

「ば、バカじゃないの？　そ、そんな事ないわよ！」

「え～ほんとかなぁ、杏樹言っちゃいなさいよ。ほんとはどうなの？　好きなの？」

「なによこの修学旅行の深夜みたいなテンションは！」

　なんて言えばいいの？　ここで、遥香ちゃんに私の気持ち聞かれたら気まずいし。だけどここで言わなかったらいつまでたっても言えない気がするし……。

　一瞬の静せい寂じやく。なんとも言えない空気だ。プレッシャーでつぶれそうだ。

「す、好きですよ！　確かに弥太郎さんは他ほかのオークに比べたら小こ柄がらでがつがつしてない感じですし、趣しゆ味みは映画鑑かん賞しようと読書っていうインドアな趣味で全然オークらしくないです。だけどそんな内気な人が私の命を体張って守ってくれたんですよ！　かっこいいじゃないですか！　男前じゃないですか！　そりゃ好きにもなりますよ！」

　まごついた一瞬の隙に、遥香ちゃんが私の言いたい事をすべて言い切ってしまった。あぁわかる。それな……。だけどどうすんのよ。なに、ファミレスで誰かが注文したら、『あっそれ私も』なんて感じで。ついでに注文できるもんでもないのに、くっそー！

「私、弥太郎さんの事好きです！　付き合いたいとも思ってます！　リーネさんみたいなおっぱいが大きくて、お尻しりも大きいフェロモンむんむんの人は他に行ってください！」

「ちょっと遥香！　それ褒ほめられてんのか、けなされてるんだかわかんないわよ！」

「とにかく私だって初めてなんですこんな気持ち。これは誰にも譲ゆずれません！　それがいくら憧あこがれの杏樹さまだろうがリーネさんだろうが譲る気なんかありません！」

「えぇ私!?」

「あっいえこれはあくまで言葉の文あやで！　とにかくリーネさんは弥太郎さんから離はなれてください！」

　遥香ちゃんは弥太郎の右手を手に取り自分の体に寄せ、それに反応するリーネは弥太郎の左手を持ち、最高裁判所も真っ青になるぐらいの醜みにくい所有権争いが始まってしまった。ベッドの上で両りよう腕うでを引っ張られ、顔をゆがませる弥太郎。

「ちょいちょいちょい！　姫騎士でもある私の前でそういうことは許さないから！」

「杏樹さまだってそうおっしゃってるじゃないですか！」

「いやいや、弥太郎ちゃんだってそんな貧相な胸じゃ満足できないって！」

「ちょっと二人とも喧けん嘩かはやめなさい！　ここはいったん私が預かるから！」

　私もここは参加した方がいいのよね。頑がん張ばるのよ私！　自然に流れに乗るのよ。しかしこの二人はそんな甘っちょろい考えを許してくれなかった。

「どうせ杏樹、私たちが話し合いしてる間に裏でパコる気でしょ！」

「パコる!?」

「えぇそうなんですか杏樹さま！　って、パコるってなんですか？」

「遥香ちゃんは知らなくていいの！」

「そもそもオークなんてその辺にいっぱいいるんですから弥太郎さんじゃなくてもいいじゃないですか！」

「そうよ、そうよ」

「ここでアタシが引いたら、女という種において敗北者になっちゃうじゃない！　絶対引けないわよ！」

「もう弥太郎怪け我がして疲つかれてんのよ！　ここはサバイバル術をマスターした私が付きそうのが自然な流れじゃない！　放して！」

「なに言ってんのよ！　弥太郎ちゃん刺さされて『うわぁぁぁぁ』とか自分見失ってたのどこのどいつよ！　そもそも病み上がりなら僧侶のアタシが一番ふさわしいでしょ！　ほら放しなさいよ」

「どうせリーネさん弥太郎さんにエッチな事するじゃないですか！　そんなんじゃ体が休まらないじゃないですか！　放してください！」

　私たちが力ちから一いつ杯ぱい弥太郎を引っ張ると、弥太郎の顔が次第にゆがんでいき、綱つな引ひきが限界に達した瞬しゆん間かん弥太郎が目を開けこう言った。

「うるせぇええええええええええええええええええええええええええええええ」




　里中・オーク・弥太郎




「先せん輩ぱい、なんか昨日より身長高くなってないすか？」

「……………………」

「なぁリーネ、なんでそんな足痛そうにしてんの？」

「……………………」

「ねぇ姫様、頭さすって、どうしたんすか？」

「……………………」

「遥香っち、目の下のクマひどくない？　昨日ちゃんと寝ねれた？　俺は快かい眠みんだったよ。案外廊ろう下かも寝心地ごこちよかったんだよね」

「……………………」

「ねぇなんでみんな無視すんの？　ひどくない？　みんなのアイドル佐々木総司だよ？　先輩！　皆みんなが無視します！」

「あぁもううるせー！　こっちは寝ね不ぶ足そくだし疲れてんだよ！　だまって歩け！」

　俺たちはリーネとともにアタッミケルトからトーキライトへの列車に乗り込み、ようやく夢にまで見た人でごった返すトーキライト駅前広場に来ていた。行き交かう人たちは誰だれもが忙いそがしそうにスマホの画面を見ながらどこかに向かい、夜勤明けで蒼あお白じろい顔をした作業着姿のエルフが構内で買った缶かんビールをラッパ飲みしている。壁へき面めんには杏樹の張り紙がびっしり張られ、魔ま力りよくで光る大型の掲けい示じ板ばんには情報収集の呼びかけのコマーシャルが絶え間なく流されている。

　そんな街の活気とは裏腹に、俺の気持ちは落ち込んでいた。

　確かに真夜中にリーネが俺の部屋に襲しゆう撃げき、そしてどういう流れかわからないけれど、俺の体を引っ張りあって綱引きの綱みたいに扱あつかい、キレた俺は朝まで全員を正座させ説教したから寝不足ではあるけど。元気がないのはそれが理由じゃない。

　というのも俺は杏樹をこのまま会社に渡わたすか悩なやんでいたからだ。

　だってこのまま会社に渡したら、盗とう賊ぞく団の手に渡ってもしかしたらひどい事をされちゃうかもしれない。

『グヘヘヘ、これが噂うわさの姫騎士様か～何しおらしくなってんだよ！』

『兄貴、俺たちもう我が慢まんできそうにないですぜぇ！』

『テレビじゃお高くとまってるのに、俺たちの前じゃずいぶん素す直なおだなぁ』

『いや、やめて！　ひどい事しないで！』

　なんて事にもなりかねない。

　この仕事を始めた時は、こんなこと考えるなんて思いもしなかった。ただただ目の前にニンジンをつりさげられた馬みたいに漠ばく然ぜんと目標に向かい走っていた。

　だけど杏樹は……いや杏樹だけじゃない。

　佐々木も、本間さんも、リーネも。

　みんながみんな俺に対してまるで友達みたいに接してくれている。

　正直自分が何者なのかわからなくなっていた。派は遣けんという仕事を始めた時はとにかく正社員になれればなんでもいいと思っていたはずなのに、仲間とか絆きずなとか今までさんざんバカにしていたものが、いざ自分に降りかかってくると、それでいいのかって。

　こんな自分は誰も愛してくれない。愛してくれなくて当然だ。自分は世界からつまはじきになった存在だ。そういう存在でいいんだ。

　今まで、どこか自分で納なつ得とくしてた、納得させていたんだから。

「ねぇ先輩、そんな小難しい顔してどうしたんすか？」

「いやぁ～そのさ、佐々木はなんで俺とこうやって話してくれるの？」

「はいぃ？　どういう意味っす？」

「いやだって俺はオークじゃん？　それに派遣だし……だけど普ふ通つうに接してくれてんじゃん。なんで？」

　佐々木は珍めずらしく考える素そ振ぶりを見せると、俺にこういった。

「派遣って俺も派遣じゃないすか」

「いやまぁそうなんだけど……」

「なに悩んでんのか知りませんけど、先輩はなんでも難しく考えすぎなんすよ！　そんな一から十まで他人の事なんて気にしてる余よ裕ゆうなんてないっすよ。もっと気楽に。やりたい事をやる。やりたくない事はやらない。それでいいじゃないすか。そんな気取って考えたって人生楽しくないっすよ？」

「そんなもんかなぁ？」

「そんなもんっす！　先輩は楽しい事嫌きらいなんっすか？」

「嫌いじゃないとは思うけど……正直わかんないよね。楽しいって感覚が。どうせ俺なんてさ……」

「それですよ！　『どうせ俺なんて』！　もうなんかなーそれって俺たちに失礼じゃないっす？」

「どういうこと？」

「寂さみしいんすよ。だって別に先輩の事なんてちっとも嫌いでもないのに、自分はさも嫌われて当然みたいなオーラだされちゃうとなんも言えなくなっちゃいますよ」

「いや、でも」

「だ行で始まる話やめてください！　だって、でも、どうして。それ言われる度たびに否定されてるみたいでいやです！　いいですか先輩！」

　駅前広間を抜ぬけ、商店街を右に曲がって五分。大きい交差点にぶつかったら左に曲がって十分。

『派遣するならここで決まり、派遣実績業界ナンバーワン。ダークネスワーク！』っていうテレビＣＭでおなじみの俺たちの愛すべき会社。

「いやひっさしぶりっすね」

「久しぶりって俺と会った時、初めての仕事だったんだから実質二回目だろ？」

「面接もあるんで三回目で～す」

「佐々木マジうぜぇ……」

　リーネの気持ちは痛いほどわかる。

「でも今日はなんか人が少ないですね。いつもなら、この時間にもう少し人通り激しいはずなんですけど」

　たしかに本間さんの言う通り、会社の付近だというのに人の姿はまばら。いつもだったら目の死んだオークとか社会のはみ出し者が会社を目指して人ひと影かげも多いはずなのに。

「うーん携けい帯たいもなくて一か月も寝てたから、曜日感覚まったくなくなってるんだけど、今日って祝日だったりしないよね？」

「そうね。さっき駅の掲示板見たときは、普通の平日だったわ？」

　まぁ男に対する態度以外ではまともな杏樹がそう言ってるんだったら間ま違ちがいないんだろう。

「あっ見えましたよ会社のビル！」

「しかしでっかいわねぇ派遣のビル」

「俺たちの給料のピンハネでできたありがたいビルっすよ」

「あのビル、テナントだろ？」

「あぁそうなんすか？　すいません三回目なんで」

「まぁとにかく行ってみましょう」

　俺たちが小走りに道を進むと、目的地まではあっという間だった。

「あれ？　やっぱだれもいないっすね。受付のおねーちゃんもいない！」

　いつもだったらガラス越ごしに見える受付のおねーさんのだるそうな笑え顔がおも佐々木の言う通り見えない。

「ほんとだ……」

「会社設立記念日かなんかじゃないの？　私派遣のシステムとかわかんないけど！」

「杏樹は知らないかもしれないけど、基本的には三百六十五日毎日会社自体は開いてるんだ。一年働いたからそれは間違いないよ」

「あの弥太郎さんなんかドアに張り紙張ってません？」

「確かに。見てみますかー」

　くぐり馴なれたドアには確かに白い張り紙。読んでみるとこう書いてあった。

「えっと……？　なになに読み上げるぞ？『行政処分　日ひ雇やとい派遣大手「ダークネスワーク」は労働者派遣法で禁止されている反政府団体への派遣など違い法ほうな派遣業務を各地で繰くり返していたため、事業停止命令を行う。対象は全事業所、停止期間は一年とする』

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

「えっ？　なにこれ？　えっ？　あれぇなんだこれ？　あれぇ？　えっ？　えっ？」

　もちろん読み返しても、ただ業務停止命令が行政からでているという事実は変わりなかった。

「ねぇ杏樹、アタシこういうこと詳くわしくないからわかんないんだけど、どういうこと？」

「うーん。まぁ違法な事したから行政が怒おこって、一年会社として活動するなって事ね。実質倒とう産さんよ」

　杏樹の言う通り、俺は派遣という職業からも見放されてしまったようだ。だけどどこか安心した自分がいた。

「でも先輩、ボーナスもなくなっちゃいましたね」

「えっちょっとまって佐々木、ボーナスってどういう事よ！」

「杏樹さまには言いづらいんですけど……誘ゆう拐かいして盗賊団にわたすとボーナスっていうお仕事だったんですよ。今回のお仕事は……」

「えっつまり、今まで私の事助けてくれたのは？」

「ボーナスのためです」

「ドラゴンの火から守ってくれたのも？」

「遊ぶ金欲しさっす」

「暴漢の剣けんからかばってくれたのも？」

「金のためだ！」

「えぇえええええええええええええなにそれええええええええええええ」

　大声を出す杏樹。確かに今までは守秘義務の関係上言えなかったけど、今はその会社も業務停止。守秘義務なんて知ったことじゃない。

「どうしたのよ杏樹。急に大きな声だして。もうアタシ、寝不足で疲つかれてるんだから静かにしてよ」

「これが静かにできるわけないじゃないのリーネ！　えっ弥太郎、もしかしてお金のために私助けたの？　噓うそでしょ!?」
















「そうに決まってんだろ！　杏樹。わかんないかもしれないけど正社員になれないって辛つらいんだぞ。社会保障と税に自分のお金もってかれるのって辛いぞ！　明日あしたからまた別の派遣会社探さなきゃいけないんだ……わかるかレールから外れたこの気持ちを！」

　俺が勢いでしゃべり終わると、杏樹は肩かたを小刻みに震ふるわせ怒ど鳴なり始めた。

「はぁ!?　つうか私めちゃめちゃキレてるんですけど！　私の気持ちもてあそんだことを死んで詫わびてほしいんですけど！　どうすんのよ！」

「気持ちをもてあそぶってなんだよ！　なんもしてないじゃん俺！」

「くっ……殺せ！」

　杏樹は膝ひざから崩くずれ落ち、地面を拳こぶしで何度も何度もたたいていた。

「でも先せん輩ぱいどうしますこれから」

「そうは言っても別の派遣会社に登録してまた派遣するしかないんじゃないかなぁ……」

「あっ弥太郎ちゃん、どうせなら私このまま王都に住む予定だからお金のめどがつくまで養うわよ！」

「いやさすがにそういうのはちょっと……」

「そうですよ！　弥太郎さんは私と派遣やってお金ためるんですもん！　ね？　そうですよね？」

　いやそんな何度も確認されても怖こわいんですけど……。

「あぁもうっ！　こんだけ侮ぶ辱じよくされたのは初めてだわ！　もうあったまきた！　弥太郎たちは働き口があれば文句ないのね!?」

「そ、そうだけど……」

「どんな仕事もやるのよね！」

「あっアタシはいいわよ。お金に困ってはないから」

「ぶれるからおっぱいお化けは黙だまってて！」

　なんだなんだ。急に饒じよう舌ぜつになった杏樹は俺を問い詰つめるように何度も何度も質問をしてくる。しかも鼻息がかかるほどの顔の近さで怖い。

「どんな仕事でもやるのよね！　正社員じゃなくても働くわよね!?」

「そりゃそういう場所があれば働くけど現実問題として新卒が無職になる時代だぞ？　そんな働き口そうそう……」

「いいから来なさい！」







　島津・ナイト・杏樹




　やばい、マジやばい。まぁ確かに私をお金目的で誘拐するのはいい。いやほんとはよくないけど、この状じよう況きようではいい事にしよう。だけどほんとの問題は。このままでは遥香ちゃんと弥太郎がどう考えても付き合いかねないという事実だ。

　それは避さけたい。なんとしても回かい避ひしたい。

　たしかに私の権力を使えば弥太郎を正社員にして私の秘書にすることも可能。だけど、弥太郎たちは犯罪者という事を考えるとなかなか難しいものがある。

　ましてや、指導者の誘拐という国家犯罪の中でも最悪レベルにある犯罪だから下手したら一生檻おりの中。もしくはこの世から永遠にサヨナラという可能性もある。

「こういう犯罪は主犯の発注元が極きよつ刑けいって相場は決まってるものだから大だい丈じよう夫ぶだって。それに私も口添ぞえしてあげるから！」

　そう言ったはいいけど、内心はどうしようという単語で脳内を支配されていると言っても過言じゃない。

「ホントっすよね!?　俺いやっすよ、ギロチン」

　今置かれている状況はこうだ。

　このままだと逮たい捕ほされるので、弥太郎になんとか罪を逃のがれさせる口実を用意しつつ、私の管理下に遥香ちゃんと弥太郎を置き恋こい仲なかが発展しないようにする。この際、器うつわが小さいとか、姫ひめ騎き士しらしくないという外野の意見は無視せざるを得ない。もうなんとでも呼ぶがいいわ。

　トーキライトの中心にそびえたつトーキライト城。目の前にはオークでもかがまずに入れるような金属製の大きな扉とびら。そして両りよう端はじには衛兵が二人、私たちの進入を拒こばむようにお互たがいの槍やりを交差させている。

「あの～私島津杏樹なんだけど～」

「何!?　どうせ姫様の偽にせ物ものだろう！　顔を見せてみろ、ほら顔が全然ちがうじゃないか？」

　どいつもこいつも男は女の化け粧しようにまどわされすぎでしょ。

「すっぴんよ、すっぴん！」

「大丈夫だって杏樹！　ちょっと人より化粧が濃こいだけだから！　凹へこむな凹むな」

　しかしこの衛兵、時が過ぎたら地方に飛ばす。人には触ふれてはいけない場所がある。コイツらは今それに触れた！　家族がいようとお構いなし。地方に単身赴ふ任にん決定！

「いや私は本物よ！」

「じゃあなんか証しよう拠こでもあるのか？」

　衛兵は、私たちにまるで汚お物ぶつを見るみたいな鋭するどい視線を向け警けい戒かいしている。腐くさってもこの国を憂うれう誇ほこり高たかき姫騎士だというのになんて仕打ちよ。

「ほら、姫様証拠だして証拠！」

「ない。全然ない！　だってドラゴンに捕つかまった時下着だけだったもん！」

「ちょっと杏樹、自信満々に『ついてきなさい』って言っといてこれ？　弥太郎ちゃん、やっぱりアタシと一いつ緒しよに住もう！　アタシペット可のところがいいな」

「もう何かあるたびに首元に腕うで絡からませるのやめてもらっていいですか？　対応こまるんで……」

「そうですよ！　弥太郎さんこまってるじゃないですか！」

「そんな恥はずかしがることないのに……それに遥香、女は売れるときに売らないと杏樹みたいになっちゃって大変よ」

「えっ杏樹さまみたいになれるんですか？」

「リーネ、聞こえてるわよ。だれが行き遅おくれよ！」

「別に行き遅れなんていってませ～ん。杏樹みたいになるよっていっただけですぅ～」

　くそがぁ。お金借りてなきゃ全速力で逮捕してるところだわ。

「ほら姫様証拠なんでもいいんすよ？　ほら王家の紋もん章しようの入ったナイフとか、王家に伝わる魔ま法ほうの鏡とか、そういうわかりやすい奴やつっすよ！」

「だからさっきも言ったけどそんなものないわよ！」

「杏樹、そういう奴ってなんかロゴとか紋章とか入ってないの？　王家御ご用よう達たしとかで紋章とかさ？」

　たしかに……。弥太郎の言う通り入ってる。

「入ってはいるが……まさか見せろと言うんじゃないでしょうねぇ！」

「それしかないんだからしょうが無いでしょうが！」

「杏樹早くパンツ見せて！　ほら！」

「杏樹さま！　早くしてください！」

「くっ、殺せ……！」

　いくら誇り高くても、好きな男にパンツを見せろと言われれば見せるしかない。悲しいけれど……。

「こ、これはまさしく王家の紋章。失礼しました。お通りください！　伝令に伝えよ！」

「本当に大丈夫なのかこの国は」

　佐々木に心配される国の未来は暗い。

「もう殺せっ！　これ以上生き恥はじを重ねたくない……」




　　　　◇◇◇




「これより、島津杏樹様の誘拐に関わった四名の裁判を開始します」

　トーキライト城大広間、床ゆかに多分ご先祖さまの誰だれかが好き好んで選んだ真っ赤な絨じゆう毯たん。質素ながらも座り心地ごこちのいい玉座。等とう間かん隔かくに配置された警備の人たち。そして進行役で大臣でもある百目鬼さんは怖い顔しながら弥太郎たちをにらんでいた。

　私はと言えば玉座に腰こしかけ、弥太郎たちを見下ろしていた。

「里中弥太郎」

「はい」

「佐々木総司」

「へい」

「本間遥香」

「は、はい」

「上田梨衣音」
















「えっちょっとまって、私誘ゆう拐かい関係なくない？　関係ないよね？」

　あっ、確かに関係ない。まっいっか。これは私のおっぱいをバカにした分だ。

「被ひ告こくは許可なく発言しないように！　以上呼びあげられたものは杏樹さまの誘拐に加担したとして死し刑けいを求刑します。杏樹姫それでよろしいですか!?」

「えぇー話違ちがうじゃん！」

「ほら弥太郎ちゃん、やっぱ行き遅れは心が狭せまいのよ。だからアタシと一緒に幸せハッピーライフを過ごそうって言ったのに」

「弥太郎さん私たち死んじゃうんですか」

　動どう揺ようした弥太郎たちが騒さわぐので、大臣が木き槌づちを机に何なん度ども叩たたきつけ静かにしろと大きな声を出す。

「い、異議ありっす！」

「佐々木総司、発言を許可する！」

「あっ言ってみたかっただけっす。やべぇめっちゃ気持ちいい。先輩もやります？」

「やるわけねーだろ！」

　バカ！　なんでこの状況でふざけてんのよ！　この後妥だ協きよう案だそうと思ってるのにやりづらくなっちゃうでしょ！

「こほん。とにかくこやつらは死刑が妥当です。杏樹姫の誘拐などありえない。いいですね杏樹姫？」

「まって。確かに彼らは実行犯だけど、死刑は重すぎない？」

　口プロレスの始まりだ。絶対弥太郎は守ってみせるんだから。

「で、ですがそれでは、示しがつきません。死刑が妥当です！　発注元の盗とう賊ぞく団も、ダークネスワークの幹部もみんな一律死刑です。ここでこの下げ賤せんなオークどもが死刑を逃れたら示しが……」

「下賤なオークども？　ちょっとその言い方は不適切じゃない？　我がモリタニアは種族の区別なく平等って事は国の憲法にしっかり書かれてるわ。それに……」

　ちらりと弥太郎を見ると不安そうに私の発言に注目してくれている。大丈夫。アンタの命は私が救ってあげるから。

「仕事だもの。仕事だったらどんな命令も守らなきゃいけない。社会人ってそういうものでしょ？　その代わりしっかり上が責任持ってあげる。そういう社会じゃなきゃいけないし、そういう社会に私はしたいわ」

「で、ですが……」

「とにかく誘拐された私がいいって言ってるんだから死刑はなし！　その代わり……」

「無期懲ちよう役えきですか？　それであればまだ……」

「違うわよ。私、公務何日休んだ？」

　大臣はパラパラと書類をめくり、指先で数を数えている。

「えっとですね……四十三日ですね」

「よし決めた。じゃあ、里中弥太郎らに量りよう刑けいを言い渡わたします。被告らには島津杏樹の公務で出した損害、つまりは私の二か月のお給料の補てん。そして今後しばらくの間私の管理下による保護観察とする！　はい閉へい廷てい！」

「なっ杏樹姫それではいけません！　杏樹姫！」

　なんか大臣が言ってるけど、どよめく広間じゃそんなのよく聞こえないし、聞かないわ。




　だって恋こいする乙女おとめは常勝不敗がモットーだもの。

















５章　月並みな僕の月並みな話ボーイミーツガール






「弥太郎さんそれ以上はいけないですっ！」

「はぁはぁ……大だい丈じよう夫ぶだよ。だってどうせ二人だけだし」

「でも人が来たら……それにそんなに呼吸が荒あらくなって……」

「大丈夫だって、どうせ佐々木は今いま頃ごろ食堂の換かん気き扇せん掃そう除じしてるんだから、気にしないで」

「で、でもこんな事……弥太郎さんにしてもらうわけには……恥ずかしいです……奥にある資料を出したくて段ボールを棚たなから降ろしてたら出られなくなったなんて」

　体育館を一回り小さくしたような広さの部屋の中は淀よどんだ空気、資材と外部秘の資料が詰つまった沢たく山さんの段ボール箱に積もった埃ほこりのベール。窓も無く、唯ゆい一いつ時計の針だけで世界とつながっている、俗ぞく世せから完全に遮しや断だんされた世界が広がっている。そうここはトーキライト城地下二階の庶しよ務む三課に与あたえられた部屋であり、俺たちの愛すべき職場だ。

　俺はといえば、職場で器用にも遭そう難なんしかけた本間さんを救出するため、資料の入った段ボールの塔とうと格かく闘とう中。

「その～弥太郎さんもお忙いそがしいようでしたし、自分でなんとかしたかったのに……」

　段ボール越ごしで表情を見ることはかなわないけれど、眉まゆ毛げが下がっていつもの困り顔なんだろう。

「力仕事は俺か佐々木がやるからっていったのに、それにここ携けい帯たいも使えないんだから、職場で遭難しちゃうところだったじゃない。気を付けないと危ないよ？」

「ごめんなさい！」

「いや別に怒おこってないけど、心配になっちゃうよ」

「えっ心配してくれたんですか!?」

「そりゃするでしょ？　職場の同どう僚りようなんだから」

「どうりょう……ですか……」

「じゃぁ段ボール運ぶから、ちょっと待っててね」

　何回か往復し、目の前の積みあがった段ボール箱を邪じや魔まにならないように運ぶと、俺の前の壁かべは消え、現れたのはいつもの困り顔をした本間さんだった。

「ほんとごめんなさい……その……」

「怪け我ががないならそれでいいですよ」

「ご心配をかけてすいません……」

「まぁまぁ……」

　そう本間さんをなだめていると、足元でネズミがバタバタと足音を立てた。

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げ、俺の胸元に本間さんが飛び込んできた。

　埃の匂においのなかに果くだ物ものと石せつ鹼けんの混ざった、フローラルな女の子の匂いって奴やつが俺の鼻まで香かおってくる。

　あまりに急なもんだから、俺は全身を硬こう直ちよくさせ棒のように固まるしかない。

「あっその……ごめんなさい……」

「い、いえいえ……その……離はなれてもらって大丈夫かな」

　なんかお互たがい気まずくて急に辺りがシーンとしちゃうもんだから、びっくりした俺の心臓の鼓こ動どうがやけに自己主張してくるし。

　そんな中、ふと誰かの視線がこちらに向けられているような気がして気配を確認しようと、視線をうごかすと、そこには。

「あの～同僚とオフィスラブ中すいませ～ん。用事あって連れん絡らくしても連絡取れないんで直接きましたぁ～」

「げぇ杏樹!?」

「なによ『げぇ』って！」

「違うんです杏樹さま！」

「えぇなにが違うの？」

　さも不満ありげな口調で文句をいいながら立っていたのは、フルメイクで笑え顔がおの杏樹。あの……こわいんですけど。

「い、いつから？」

「怪我の心配してるあたりから？」

　俺は杏樹の奴ど隷れいだ。正確に言えば、圧あつ倒とう的てきに立場が弱いので何でも言う事を聞かざるを得ないのだ。頭が上がらないとも言う。そりゃ死し刑けい免まぬかれて、職場まで提供してもらっているんだ。頭が上がらないのは当たり前なんだけどさ。

「その杏樹さま！　弥太郎さんはわるくないんです」




　　　　◇◇◇




「ふ～ん。仕事から戻もどってきたら、段ボールの山ができてて？　そんでそれを動かしてあげたらネズミが足元で走ったから業務すっぽかして抱だき着いたと……」

「はい……ごめんなさい」

　俺たちはすごすごと自分たちの机の前に直立不動、ドアの前で腕うでを組み怖こわい顔した杏樹のありがたいお説教タイムだ。これじゃ逃にげる事さえできない。

「怒ってないのに謝らないでよ！　なんか私がみじめな気持ちになるでしょ！」

「怒ってる怒ってる。口調怒ってるから！」

「怒ってないのに怒ってるっていうから怒ってるんでしょ！　そもそも弥太郎、アンタが力仕事やるべきでしょ？　女の子に力仕事やらせてるんじゃ危ないでしょ？　責任者としての良識を疑うわよ？」

「うるせーだったら正社員で雇やとえ！　こっちは雇こ用よう者が派は遣けん会社じゃなくなって直接雇用に変わっただけで派遣のまんまなんだぞ！　いくら頑がん張ばったって給料上がらないんだ！」

「そんなん知らないわよ！　少なくとも私の受けた損害の補てんが終わるまでは奴隷よ奴隷！　立場ってものが全く分かってヘボァ！！！」

　俺と杏樹がギャーギャー騒さわいでいると、突とつ然ぜんドアが開く。そして杏樹のお尻しりのあたりにドアノブが突つき刺ささる。

「佐々木総司！　ただいま換気扇洗せん浄じようから帰き還かんいたしましたぁ！　ってあれ姫ひめ様？」

　佐々木の前には床ゆかに転がりお尻を押さえ、痛みにもだえ苦しむ我が国の偉い大だいなる指導者。

「ひめさまぁ、ドアの前に立ってたら危ないっすよ？」

「くぅうううううううううう」

　痛みで佐々木に文句を言う気力さえないみたいだ。顔を紅潮させて、お尻を押さえ、目にはうっすら涙なみださえ見える。

「うわぁ姫様超ちよう受ける。ネットに上げよ！」

「おい佐々木もＳＮＳに上げるのやめろ！　炎えん上じようするぞ！　杏樹大丈夫か？」

「大丈夫なわけないでしょ！　殺すわよ弥太郎！」

「それにしても杏樹さま、わざわざこんなところまでなんの用事ですか？」

「違ちがう違う違う。今じゃないって！　それ聞くタイミング今じゃない。年とし頃ごろの女性が公衆の面前でお尻にドアノブ刺さって痛がってるんだ。まずはそっち心配してこ」

「あっ!?　ごめんなさい！」

「謝る必要ないって遥香っち。どうせ栽さい培ばいしてるミニサボテンに花が咲さいたとかそういう超くだらない奴っすよ。もうほっときましょう」

「たしかにミニサボテンは栽培してるけど、そんなんでいちいちここ来ないわよ！」

「じゃあなにがあったんですか？」

　俺は床に倒たおれこんだ杏樹に手を差し出し引っ張り上げた。

「はいどうも。あぁめっちゃ痛い。ねぇ遥香ちゃん私のお尻どうなってる？」

「綺き麗れいなスカートですね。それどこで買ったんですか？」

「外じゃなくて中よ中！　めっちゃ痛いからちょっとめくって見てもらえる？」

「あっそういう事ですか？　じゃあ失礼して……」

　俺と佐々木は手で顔を覆おおった。

「あぁ赤くなってますね」

「大丈夫？　切れたりしてない？」

「してないですね。ちょっぴり赤くなったりしてるだけです。机に軟なん膏こうがあるんでとってきますね。痣あざになったら大変ですから」

「あぁ痛いな～」

「まったくダメっすよ。ドアの前立ってたら危ないじゃないですか！　バカでもそんな事しないですよ？　そもそも何しに来たんすか」

「仕事よ仕事！　今都内でリコーダー奪うばう事件が流行はやってるの知ってるでしょ？」

「たしかニュースで聞いたことがある。なんでも学校に夜忍しのび込み女生徒のリコーダーだけを盗ぬすむ事件だ。被ひ害がいは既すでに三百本を超こえてるとかなんとか。しかしそんな事件と杏樹なんか関係あるの？」

「もうそれがさー、所しよ轄かつの騎き士し団だけじゃ人手が足りないのよ！　全部あのアホ大臣が調子に乗ってリストラしまくったせいなんだけどね！　だから過去の事件に関連があるかもしれないって事で弥太郎に資料持ってこさせようとしても連絡取れないからわざわざここまで来たんでしょ！」

　そんな怖い顔で俺の事睨にらまなくてもいいじゃん。

「そりゃ大変そうっすね」

「大変に決まってるでしょ！　絶対許せないわこの手の事件は！」

「まさか杏樹さまもそういう事件の被害に？」

「違うのよ！　あの変態上うわ履ばき泥どろ棒ぼう私のだけ取らなかったのよ！　おかしくない？　全校生徒の上履き盗んだのに私のだけ盗まなかったのよ！　まるで私の上履きが異い臭しゆうはなってたみたいじゃない！　そのせいで私は……。とにかくそういうことだから絶対今回のリコーダーの犯人も捕つかまえるわ！」

「まぁそりゃそうだし、連絡が取れなかったのは遊んでたわけでもないし勘かん弁べんしてよ」

「そうだそうだ。先せん輩ぱいの言う通りだ！　仕事しろ仕事！　この税金どろヘボァ！」

　俺と佐々木がギャーギャー騒いでいると、さっきとは比にならないほどの勢いでドアが開き。そして佐々木のお尻にドアノブがめり込んだ。

「ぎゃああああああああああああああああああ」

「どう佐々木？　ドアノブ刺さって痛い？　痛い？　どんな気持ちか教えて？」

　痛がる佐々木を目の前に、歴史上もっとも器うつわの小さいお姫様が誕生してしまった。

「あぁやっぱりここにいましたか。杏樹姫、会議の時間ですよ。ってなんだ君は床に転がって、まだ終業時間ではないはずだが……」

　佐々木をまるで道みち端ばたに落ちている小石でも見るかのような冷たい視線で見たいかにも偉えらそうな態度をしたドアノブ殺人事件の犯人は、精せい鋭えいの衛兵を後ろに従えけだるそうに銀ぎん髪ぱつを指先でクルクルといじっていた。

　見覚えのある顔。鼻筋は通っていて、目は何とも言えない力がある。たしかこの人って……。

「あれもうそんな時間？　わざわざ申し訳ないわね。司」

「いえいえ。そんな事構いません。部下の者に案内させますので、先に行ってください」

「ごめんなさいね。じゃぁ弥太郎、ちゃんと働きなさいよ！」

「へいへい」

　勢いよくドアが閉まり、部屋にいるのは大臣様と俺たち三人。

「さて……」

「はぁ……なんでしょうか？」

「まぁ頼たのみたい仕事がある。聞いてくれるかな？　とは言っても私は大臣で、君たちは派遣なのだから拒きよ否ひ権などないのだが……」

　神しん妙みような面おも持もちの大臣様は俺たちを鋭するどく睨む。俺もそんなに目つきが良いいわけじゃないけど、この人の目は冷たいというかなんというか表現しがたい怖さがある。

「よろしい。さて君たちは人生の成功はなんだと思うかな？」

「えっと……パフェを食べるとかですか？」

　いくら俺たちがアホでも、その答えはないよ本間さん……。

「フハハハハハなかなか面おも白しろい事いうね。ただ不正解だ。正解は権力だ。もっと正確にいえば社会的に成功すること。君たちは現状に満足しているかね？　一生派遣で人生を終えるのかね？　正社員になりたいとは思わないのかね？」

「あの大臣さま、話が見えないんですが……」

「あぁ君たちは低能な雑種だからわからないだろうが、私はもっと権力がほしいのだ。そこで相談なのだが、杏樹姫を誘ゆう拐かいしてくれないかな？」

「へ？」

「え？」

　本間さんの頭の上にははてなマークが浮うかんでいた。そして俺も。

「まったく近ちか頃ごろの裏社会というのは温ぬるくてねぇ、自分で手も汚よごさない。盗とう賊ぞく団に杏樹姫を誘拐しろと言ったら、下した請うけの派遣会社に頼むもんだから私も困ったよ。結果は君たちも知っている通り失敗。まぁ結局このご時世に派遣になるような奴やつは何事も完かん遂すいできない半はん端ぱ者って事だな」

「何をおっしゃってるかよくわからないんですが……」

「広告業界には『ドラマタイズ』という言葉がある。より脚きやく色しよくされドラマティックなコマーシャルは人を熱中させる。つまりはこうだ。私が誘拐された杏樹姫を助け出し、バカな国民にこう思わせるんだ。この人しか国を任せる人はいないってね。そして私は救国の英えい雄ゆうとして杏樹姫と結けつ婚こんする！」

「そんな好きでもない杏樹さまと結婚だなんて……ひどい……結婚は女の夢なんですよ！」

「誰だれが好き好んであんなお転てん婆ばの行き遅れなんて選ぶんだ。しかしあの女の持っている権力は絶大だ。君たちはどうだ？　みじめにならないか？　誰にも注目されず、誰にも褒ほめられず、ただただ浪ろう費ひする人生に絶望したことはないか？　私はある。だから会社を興おこし、手段も択えらばず、有う象ぞう無象を押しのけてここまできた」

　俺は大臣の言う事がしっかり理解できた。自分はこのまま埋うもれてしまうんだ。何者にもなれないんだ。なんどもそう思った。そしていつしか『どうせ俺なんか』って言葉が口くち癖ぐせになっていた。

「里中弥太郎くん。君の経歴を調べさせてもらったよ。就職活動に失敗し、派遣として一年働く。趣しゆ味みは読書と貯金。ずいぶんしみったれた人生だねぇ。どうだ辛つらくはないかい？　悲しくはならないかい？　自分はこのまま誰にも必要とされず死んでいくんじゃないかと思ってはいないかい？」

　返す言葉がなかった。

「だから私がチャンスを上げよう。私は君に内定を上げよう。その代わり、私に権力をくれ。どうだ？　お互たがい、損はしないだろう？　幸い杏樹姫は君たちにご執しゆう心しんだ。きっと彼女はこう思っているだろう。あぁ権力があるのに下げ賤せんな民と戯たわむれる私はなんてかわいいんだってねぇ」

「で、ですが！」

「おっと、さっきも言ったがこの件に関しては拒否権はないよ。まっ拒否したところで別の派遣が杏樹姫を誘拐するわけなんだがね。さてあまり長い事話していると会議に遅おくれて杏樹姫に迷めい惑わくをかけてしまうからね。ここらで私は失礼するよ。詳しよう細さいは追って知らせる。では……フハ、フーハッハッハッハ」

　踵きびすを返した大臣は、高笑いをしながら部屋をでていった。

「どうするんですか弥太郎さん」

「どうするもなにも……俺たちは派は遣けんだし……やるしか……」

「で、でも……」

「せんぱ～い、大変です」

「今度はなんだ佐々木！」

「俺の……俺のかわいいお尻に穴が開いちゃいましたぁ～」

「それは元からだばーか！」




　　　　◇◇◇




　ただでさえ蒸むし暑い初夏だっていうのに、空からは大おお粒つぶの雨が降り注いで今晩は不快以外の何物でもない。そんな夜道を傘かさを差しながら仕事をやるかやらないかという決断をできないままこうして仕事の集合場所に向かってしまっていた。

　トーキライト内でも屈くつ指しのアングラな地域アダティ区にある廃はい工場の一画にそこはある。自じ動どう販はん売ばい機きのガラスは割れ、雨があたらない道端ではグラス酒を片手に宴えん会かいを開く歳としのいったオークやデミのおっさんたち。

「先輩本当にやるんですか？」

「だって俺たち派遣だぞ？　拒否権なんて……」

「でもせっかく真っ当な派遣社員として、働けるって弥太郎さんあんなに喜んでたのに……」

「だって君らだってはじめは……杏樹と会う前は普ふ通つうに仕事だからってやってたじゃん。今回も変わんないよ。ただの仕事。仕事なんだ」

「だって、それは姫ひめ様を知らなかったから……。たしかにこの前までの俺はそうでした。悪い事して昔は悪かったとか自じ慢まんげに武勇伝として語っちゃう俺かっこよくねとか思ってました。だけど……やっぱりこれはまずいですよ！」

「私も姫様に間近に会えるのかもって思って……やってましたけど……でも……」

　俺だってそうだ。お姫様の誘拐？　ボーナス？　やるよ。だってそうすれば就職活動できるじゃん。

　杏樹に会う前はこれ以上ないほどの打算で動いていた俺が、気が付けば迷っていた。

「仕事なんだ……」

　自分を納なつ得とくさせるためにつぶやいた一言は雨の音にかき消されてどこかへ消えてしまった。だけど心の中のもやもやは依い然ぜんとして消えない。

　俺が迷いに迷っていると、集合場所として教えられた工場が見えてくる。明かりがついているところを見ると、俺たちの他ほかにも誘拐の仕事を請うけ負った奴らがいるんだろう。

　いつもなら軽口を叩たたく佐々木さえ黙だまり込む深刻な事態だ。事の重大さは嫌いやってほど認識しているつもりだ。だけど俺に何ができる。

　ただただ無言で歩みを進め入った廃工場の中には、いかにも柄がらも頭も悪そうなアウトローな集団。ざっとみるだけで百人以上は居そうだ。タバコの煙けむりが辺りに充じゆう満まんし、空いた酒瓶びんがその辺に転がっている。ある場所では、オークと頭から犬のような耳の生えたデミが喧けん嘩かをし、あるところでは人間がエルフの女の子をナンパしていた。よく見れば女の方は見おぼえのある顔をしていた。髪かみは桃もも色いろ、肌はだは褐かつ色しよく。視線に気づいたのかご自慢の胸を強調するようにぶらぶらさせコチラに向かってくる。

「弥太郎ちゃ～ん！　何しにきたの!?」

「げぇリーネ!?」

「リーネさん！」

「何しにって、リーネの方こそ何を？」

「えぇなんかお店の常連さんに、今日はここで街コンがあるからって言われちゃったの！　でも奇き遇ぐう、弥太郎ちゃんも街コン来たの!?　やっぱり弥太郎ちゃんも夜が寂さみしいのね！　いつでも言ってくれればいいのに！」

「その左手で輪っか作って、右人差し指を前後させるのやめて！」

「なによぉつれないわねぇ……げっしかも佐々木も一いつ緒しよなの。もう弥太郎ちゃんあんまり佐々木と一緒にいるとバカがうつるから友達やめた方がいいわよ？」

「はぁ？　おい万年色情魔まの僧そう侶りよがなに言ってんだよ！」

「元僧侶ですぅ。今はガールズバーのオーナーですぅ。魔法も使えないのに生意気よ！」

「あっお前人には触ふれちゃいけない部分があるんだぞ！　わかってんのか！　今お前はそれに触れた！」

「触れたからって何なのよ！　ほらあの淫いん乱らんになる魔法？でも使っていなさいよ！　常時やらしい事考えてるアタシには効かないけどね！」

「いつまでもやさしい佐々木でいると思うなよ！　通信教育で新たな魔法を覚えた俺に死角は存在しないのだ！　いずれは元素の支配者エレメンタルマスターとして世界に羽ばたくんだ！」

「ちょっと二人ともふざけないでください！　今は真しん剣けんに杏樹さまの事考えないと！」

「えっ遥香、それどういう事よ？」

　怪け訝げんな顔をしたリーネに事情を説明した。杏樹の事、大臣の事。そして仕事の事。

「えぇなにそれ、どうすんのよ！」

「『どうすんのよ』ってどうすんのか困ってるから、先せん輩ぱいがこんなしょぼくれちまってんだろうが！　少しはいたわれ！　俺なんて食事も喉のどに通らなくて朝からハンバーガーしか食べてねーんだぞ！」

「しっかり食べてんじゃない！　も～そんな困ってるんだったらアタシに言ってくれればいいのに……お姫様プレイしたいなら痛っ！　何すんのよ佐々木！」

「いや今のはリーネさんが悪いです」

　俺たちがしょうもない話をしていると、工場内の明かりが消え、工場の真ん中、一つ高くステージのようになった場所だけにスポットライトがあたる。

「やぁやぁ、みなさんご機き嫌げんいかがかな？」

　顔を見なくても、嫌いや味みな口調で誰が話しているかが俺にはすぐわかった。

　声のする方に顔を向ければ男が一人。顔にはテングのお面をつけ申し訳程度の変装をした我が国の大臣様であり、杏樹の誘拐を考える悪の親玉、百目鬼司その人が立っていた。

「さて君たちには今こ宵よい、杏樹姫を誘拐してもらうというお仕事を与あたえたわけだが準備はいかがかな？」

　ずいぶんと回りくどい言い方をするもんだから、輩やからな人たちのヤジや罵ば声せいが工場内にこだましている。だけどきっとこの人はそんなもの動物園のお猿さるさんが騒さわいでるなぐらいの認識しか持たないんだろう。

「まったく人の話もちゃんと聞けないとはなんというかまぁ、この状じよう況きようにあってしかるべき者どもという感じだな。まぁ良いい。話を進めよう。杏樹姫には都内で連続発生中のリコーダー盗とう難なん事件の犯人に関する情報が入ったと匿とく名めいで伝えてある。今いま頃ごろ、都立フタツバシ学園での潜せん入にゆう捜そう査さを行っているはずだ。そこで君たちにはそこに出向いてもらい、杏樹姫を捕つかまえてもらう。今回の成功報ほう酬しゆうは……」

　工場内はざわめき、いつか俺がいた派遣会社の馬車の中と同じ空気感になっていた。

　ふと、不安になり隣となりにいるはずの佐々木に目をやると、佐々木とリーネは携けい帯たいを取り出し、何やら自分たちを撮とっている。

「何やってんの？」

「いや……その……ＳＮＳに投とう稿こうしようと……」

「こんな時までＳＮＳかよ！」

「先輩はＳＮＳの重大さがわかってないんすよ！　いいですか？　今俺のツイッダーフォロワーは七千五百人なんです。七千五百人ですよ？　あと少しで一万人超こえるんですよ！　俺はこのフォロワー数で動画配信に殴なぐり込こみをかけます。たとえ一人一人の力は小さくても束になれば強いんです！　俺だってギロッポンに住みたいんです！」

　ギロッポンっていうのは、都内でも屈くつ指しのビジネス街。その中でもギロッポンのど真ん中にそびえたつギロッポンヒルズは成功者の証明ともいわれ、月の家賃は俺の年収に引けを取らない。

「ブンブン、どうもササキンです！　今回紹しよう介かいするアイテムはこれ！　うわぁこれで俺も億万長者だぁ！　本も出して女の子一いつ杯ぱいはべらしちゃうぞー」

「バ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]カ、弥太郎ちゃんがそんな事やるわけないでしょ！　アタシと打解けるのにも苦労したんだから！　ねぇ弥太郎ちゃん、それよりボーカロイドの曲歌って、女の子と仲良くなる訓練しよ？　目指せ一千万再生よ！」

「そっちの方が無理に決まってんだろ！」

　俺は妙みように恥はずかしくなって、周囲を見回すと、俺たち以外は大臣から詳細を聞きテンションはうなぎ登り。

「よっしゃぁぁぁぁぁやるぜぇぇええええええええええ」

「うわぁぁぁぁぁ今日も朝まで飲めるぞぉおおおおおおおおおおおおおお」

「ヒャッハー、誘ゆう拐かいだぁ」

　ほんと悪の巣そう窟くつって言葉がふさわしい。

「それで実際、弥太郎ちゃんはどうするわけ？　当然誘拐なんか手伝わないわよね？」

「え？」

「いやだってそうでしょ？　たしかに杏樹は結けつ婚こんしたがってる。だけど、それってこういう事ではないじゃない。そりゃ弥太郎ちゃんとしては助けに行ってあげるわよね？　内定なんてどうでもいいわよね？」

「いや……その……」

「あぁもうめんどくさい！　理由とか考えるのめんどくさい！　先輩俺この件から降りるっす！　第一楽しくない！　やりたくない事はやらないっす」

「で、でも仕事なんだぞ？　大臣からの派遣の仕事なんだ！　俺たち派遣だろ？　嫌だからやりたくないじゃすまないだろ？　無職になっちまうじゃないか！」

　そうだ、俺は内定が欲しい。人生のレールを敷しき直すチャンスが今目の前にころがっているんだ。

「たしかに毎日会社行って働いて、家庭を築くって人もいると思うし、立派だと思います。尊敬だってしますよ。だけどそれって努力とか過程とかそういうもん無視して自分のやりたくない事やって、お祭りで売ってるお面みたいに決まった笑え顔がおして、しょうがないよなって自分で自分を納得させてまで手に入れるもんじゃないっす！」

「大人になれよ！　俺たちもう子供じゃないんだぞ？」

「大人になんかなりたくはないんですってば！　強がりぐらい言ってもいいじゃないですか！　先輩はどうしたいんすか？　何がやりたいんですか!?」

　やりたい事？

　やりたい事ってなんだよ。

「先輩のバカ[image: ～]！　そうやって黙って、強ごう情じようはってろ！」

「佐々木さん！」

「ちょっと佐々木！」

　薄うす暗ぐらい工場の中はいつの間にか俺たちだけになっていた。きっと他のオークたちはすでに杏樹の誘拐に向かったんだろう。

　そして残ったメンバーも、佐々木を筆頭に杏樹を守るため学園に向かっていった。俺独りを残して。

　静けさとタバコの煙と外の湿しめった空気が混ざり合い独特の空気だった。荒あれた工場の中には急な来客の忘れ物でもあるごみだけ。

　佐々木に言われた通り、俺は黙り込み地面を眺ながめていた。独りは慣れている。何てことはない。ただ前みたいに戻もどっただけだ。

　ただただ、毎日仕事して、貯金して、残高みてニヤニヤする。

　一年前と何も変わらない。むしろ変な事をいう奴やつも、天然ボケで道とかすぐに間ま違ちがえる女の子も、無む駄だに絡からんでくるセクシーなエルフも、なによりいちいちうるさい姫騎き士しもいない俺だけの世界にもどってきたんだ。

　週末に、仕事の一いつ環かんだからと、流行はやりのスイーツを買いに行かされることも、手が足りないからと貴族のペットを探すこともない。

　平へい穏おんな日常が俺に戻ってきたんだ。

　なのに……なのになんでこんなにむなしいんだ。

　前だったらこんなことは思わなかったのに……。

　内定もない、レールから外れたオークに友達なんてできるはずない。恋こい人びとなんてできるはずない。満たされる人生なんて送れるはずない。

　だけどそうじゃなかった。こんな俺でも一緒にいてくれる〝仲間〟ができていたんだ。バカにしてたもんがいざ手に入ってしまったら大切にするしかないじゃないか。まだ自分の中で答えは出ない。だけど……。

「くそっ！」

　俺は降りしきる雨の中へ走り出した。




　　　　◇◇◇




「なんでオークの人たちの前立って話し合いで解決しようとすんのよ！　魔ま法ほう使つかいらしくこうなんかあるでしょ!?　もう濡ぬれた服で超ちよう寒いんですけど！」

「だって、こういうときは主人公が説教してなぜか悪役が納なつ得とくして、自じ戒かいの念で改心するみたいなのよくあるじゃん！　あれがやりたかったんだよ！　なのに、あいつら俺の言葉なんか全然聞かねーんだもん」

「とにかく、どうするんですか？　この縄なわをなんとか切って脱だつ出しゆつしないと杏樹さまが！」

「まぁどうするって言われても、特に手段はないよね……」

「あぁこんなことになるんだったら引きずってでも弥太郎ちゃん連れてくればよかった。司令官がアホなのについてったアタシもアタシだけど……」

「あっまたバカにした！　リーネてめぇ！」

「だったらこの状じよう況きようなんとかしなさいよ！」

「もし俺がこの場で異能力に目覚めて、縄抜ぬけできても、絶対リーネだけは助けないから！」

「上等じゃないの、もしこの件が終わったらアンタ覚かく悟ごしなさいよ！」

　俺が学園につくと、校庭の中央、よく校長とかが立って長話をする金属製のアレの上に三人が仲良く捕まっていた。

　しかしどういう感じであの輪の中に入ればいいのかわからない。

「あぁごめ～ん、馬車遅おくれちゃって！」

「道みち端ばたで妊にん婦ぷが破水してて、病院連れてったんだよね？」

　うーん。ないな。

　今まで友人と喧けん嘩かみたいなイベントが人生でなかったせいで、完全に登場のタイミングを失った俺はかれこれ三十分も校庭の隅すみから佐々木たちを見守っている。

「それにしても、先せん輩ぱいにひどい事言っちゃったなぁ」

「あぁあれね。まぁ優ゆう柔じゆう不ふ断だんはかっこよくないけど……このタイミングで来てくれたら惚ほれ直しちゃうな～」

「あの時の佐々木さんちょっとだけですけどかっこよかったですよ？」

「うそまじ!?　でもごめんな遥香っち。俺彼女いるんだ」

「すぐそれ！　マジうぜぇ」

　あぁ今一いつ瞬しゆんいい感じだったのに佐々木のせいで登場の流れが完全にどっかに行ってしまった。頼たのむ佐々木！　なんとか俺に出番をくれ！

「でも先輩今いま頃ごろなにしてんすかね？　携帯の電話帳から俺の名前消しちゃってるかな？」

「そもそも登録してるかも怪あやしいじゃない。ちなみにアタシは、ウザオで登録してるわ」

「なんだよそれ！　それにしてもさみぃなー。こういう時はカレー食べたいな。遥香っちカレーには何トッピングする人？」

「えぇシチューじゃなくてカレーですか？　うーん。チーズとかですかねぇ？」

「あぁハイハイ。チーズね。アイツどんなトッピングともうまくやっていきそうな感じあるんだよな。カレーのトッピングの中でも相当コミュ力高い」

「えぇチーズだよ？　そこまでじゃなくない？　アタシ的にはトンカツね」

「あいつはハンバーグと犬けん猿えんの仲だからチームの和を乱しがちだろ」

「そういうアンタは何が良いいのよ」

「俺？　俺はパリパリチキンだな。あいつなかなかやるわ」

　あいつら国の一大危機になにカレーに何のっけるかとかいうくだらねー議論してんだよ。もしかして俺いないとこんな感じの会話一生してんのか？

　あぁこんなことなら携帯の電話帳の辺りですっと会話の輪に入っておけばよかった。これ以上引っ張ると埒らちが明かないと思った俺は、忍しのび寄るように息を殺し、銀色のアレにちかづいた。

「あ、あの……」

「弥太郎さん！」

「弥太郎ちゃん！」

　俺の声に気づいたのか、ずぶ濡れのリーネと本間さんは視線を向けてくれた。

「あ、あのさ……」

「なにしにきたんすか？」

　ただ佐々木だけはさっきまでの会話のトーンから打って変わり、顔を俺から背そむけたまま。まぁそりゃそうだよな。

「あ、謝りにきたんだ……その……自分の事しか考える余よ裕ゆうが無くて……」

「ホントに反省してます？」

「し、してるよ」

「ほんとにほんと？　心の底から？」

「うーん……」

「リーネ、こいつ土ど壇たん場ばで絶対裏切る気だ！　土壇場で姫ひめ様かっぱらって大臣に届ける気だ！　捕つかまえろ！」

「捕まってんのはアタシたちでしょうが！」

「自分でもよくわからないんだ。ただなんか心の中がもやもやしてて」

　たしかに内定は欲しい。安定した仕事もしたい。だけど結果にこだわるより今は過程を大事にしたいと思う自分もいる。

「ふーん。まぁそこまで言うなら許してあげなくもないっす！　しょうがない許してあげます！　ただ一つ条件が！」

「改まってなんだよ……」

「早く縄ほどいてください！」

「あぁ。はいはい」

　銀色のアレから皆みんなを降ろし、ロープをほどくと俺たちは学園内部へと進んだ。




　　　　◇◇◇




「夜の学園って雰ふん囲い気きありますね……」

「そうねぇ。普ふ通つうこの時間は生徒なんていないわよね」

「なんだよリーネ。自分はよくいたみたいな口ぶりじゃん」

「そりゃそうよ。歳とし頃ごろの女の子はねぇ少し歳上の先生とかにあこがれるもんなのよ！　夕暮れ時、窓から差し込むオレンジの光、一人だけの教室。そこで先生がくるわけよ。『おいリーネ早く帰れ』って。まぁそこで結ばれるわけなんだけどね」

「結局猥わい談だんじゃん！　もう先せん輩ぱい、こいつどうにかしてくださいよ～。このままじゃ遥香っちのキャラまでヨゴレになっちまいますよ」

「えっ私ですか!?」

「お前もだろ！」

「なに言ってんすか、俺ほどピュアな奴は居ませんよ。ピュア木っすよピュア木！　この前なんて、彼女が誕生日だったんですけどお金なくて河原かわらで三時間ぐらい石を探して渡わたしたら彼女泣いてましたもん。『こんなものもらったの初めてだ』って」

「それ絶対違ちがう意味で泣いてるよね？」

　俺たちは夜の校舎を探たん索さく中だ。

　しかしどの教室も荒らされ、時折廊ろう下かにオークが気絶しているところを見ると、杏樹がまだ捕まってないっていう証しよう拠こでもある。

「しかし杏樹さまどこにいるんですかねぇ」

「うーん。わかんないけど、きっとこの倒たおれたオークをたどっていけば……」

　ガラスの破片を踏ふむとパリパリと音を立て粉ふん砕さいするのも気にせず、非常灯の緑の明かりが教えてくれる校舎の輪りん郭かくに沿い、気絶したオークの横を通り抜ぬける。数にして約五十。まだ半数以上の危ない輩やからがいる計算になる。

　時折怒ど声せいともとれる声、そして何かが割れる音が聞こえてくる。だけど杏樹のいないこのパーティはあまりにも貧弱。

　とてもじゃないけど戦せん闘とうなんて事になったら間違いなくやられてしまう。用心に用心を重ね、ゆっくりと進んでいくと廊下が終わり目の前には半開きになったドア。そしてその上には体育館とかかれた小さな看板。

　中からは金属と金属がぶつかり合う音。そして大勢の足音。

「ここなのか？」

　緊きん迫ぱくする空気。固かた唾ずをのむ俺たち。

　俺たちは静かにドアから顔をだし中の様子を窺うかがう。

「ぐへへへへへへへへ、姫騎士さまも普通の女の子とかわんないな！」

「くっ！　なにすんのよ！」

「おっとそんな簡単に殺してもつまんねぇぜ！　お客さんからは生きてればなんでもいいって言われてるからな」

「なによ！　何する気」

「なに、やられた仲間の敵かたき討うちさね」

「私は誇ほこり高き、島津家の次期十二代目当主よ？　アンタたちなんかハンコ一つで処しよ刑けいしてやるんだから！」

「ヒューヒューかっこいいねぇ。でもそういうのはお城の中だけにしときな」

「なによ！　クソはなせっ！」

　明かりが点ついた体育館の中には五十人ほどのオークの群れ。おそらくリーダー格っぽいオークが杏樹を羽は交がい締じめにして床ゆかに押し付けてた。どんなに鈍どん感かんな俺でもこの先どんな事が起こって、どんな事が杏樹に降りかかるかなんて簡単に想像がつく。

「ちょっと先輩助けに行かなくていいんすか！」

「わ、わかってる。わかってるんだけど……」

　足が動かない。だって、オークたちは俺の一回りも二回りも大きいんだから。

「先輩！」

「弥太郎ちゃん」

「弥太郎さん」

　わかってる。行くしか杏樹を助けられる可能性なんてない。

「皆は逃にげて。俺はオークだし大だい丈じよう夫ぶだけど……。皆まで巻き込めない。だから……逃げてくれ」

「えっちょっと先輩？　そんなかっこいい事言わないでくださいよ。俺も！」

　ぼそっとつぶやくと俺はゆっくりと立ち上がり、ただ前を見つめた。

「まずは肩かたの鎧よろいからいっちゃおうか～」

　紙細工を引きちぎるような感覚なんだろう。杏樹を羽交い締めにしたオークが杏樹の肩の辺りの鎧を引きちぎる。

「うぇ[image: ～][image: ～]い。いいよーいいよー」

「もっとやれぇ」

　もう見ていられなかった。震ふるえる右手を左手で支え俺は勢いよくドアを開く。

「ん？　なんだぁ？」

　五十人のオークの視線が俺に集まり、全身が穴だらけになりそうだった。

「や、やめてください……」

「ん？　なんて？」

　杏樹を床に押し付けるオークがその力を緩ゆるめたようで杏樹までコチラをみている。

「やめてください！」

「な、なにやってんのよ弥太郎！」

　自分でも笑っちゃうほど声が震えていた。だけど杏樹に乱暴はしてほしくなかった。なぜかわからない。だけど杏樹がそういうことになるのだけはいやだ。

「おいおい、ここでやめるってのはないぜぇ坊ぼつちゃんよぉ。交ぜてほしいならそういいなよ」

　リーダー格のオークは俺の体格を見て、嗤わらうようにそう言った。

「そ、そんなんじゃない！」

「あれ？　よくみりゃ里中じゃね？　俺だよ俺！　ダークネスで一いつ緒しよだったろ？」

　よく見れば、そのオークは前の職場で飲み会にしつこく誘さそうオークだった。

「なんだよ里中じゃねぇか。久しぶり元気してた？　いやーお前もこの仕事やってんだな。だけど残念。俺たちが先にお姫様捕まえちゃった。お客さんから聞いてんだろ？　生きてりゃなんでもいいって」

「で、でも……」

「なんだよ里中、偉えらく反はん抗こう的だなぁ。別に関係ねぇだろ。コイツがどうなったって。俺たちは国民で、お姫様は公務員様だろ？　ようするに公僕だ。しもべってのは尽つくさなきゃいけねぇよなぁ？」

　そういってもう片方の肩の鎧を強引に引きちぎり、放り投げた。

「それとも里中お坊ちゃんは、このお姫様に恋こいでもしちゃってるとかぁ？　まさかそんな冗じよう談だんいわねぇよなぁ？」

「ヒューヒューお熱いねぇ」

「ナイト気取りかよ～」

　リーダー格がそういうとそれを煽あおるかのように、取り巻き達が囃はやしたててくる。

「なんでもいいですよ。とにかく杏樹姫渡わたしてください！」

「おいおいおいおい、こっちも仕事だぞ。そう簡単に渡せるか。なんなら力ずくでやってみな」

　やっぱりそういう展開になっちゃったか。俺は後ろをちらりと見ると、佐々木たちの姿はない。

　俺はぐっと拳こぶしを入れて、顎あごを守るように構える。ピーカブースタイルって奴やつだ。喧けん嘩かなんてしたこともない俺からしたらマンガで読んだ程度しか武道に関する知識はない。

「いいねぇ。オークらしいねぇ。そういうの嫌きらいじゃないよ」

　リーダー格が顎で指図すると屈くつ強きようそうなオークたちが俺に殺気を放ってくる。うわぁこえぇ。

「やっちまえぇ！」

　勢いよく俺に向かってくるオークの群れ。ただ俺には特とく殊しゆ能力もないし、隠かくされた力を解放することもできない。だってオークだもん。

　一発殴なぐられれば普通に吹ふっ飛ぶし、みぞおちに蹴けりを入れられれば呼吸だって当然のようにできなくなる。もし仮にラノベの主人公ならこんなことにならないんだと思う。

　かっこよく女の子を助けて、いまいち鈍感で。なぜか周りには慕したってくれるかわいい女の子がいっぱいいて。すげーよ。かっこいいよ。あこがれもするよ。自分だってそんな世界の中心にいてみたかったよ。

　だけど俺には無理だ。

　でもこんなことも頭の片かた隅すみで思ってしまうんだ。俺にも認めてくれる人がいるから。応おう援えんしてくれる人がいるなら頑がん張ばろうって。頑張ってもいいかもって。

　確かに結果も重要かもしれない。だけどそれ以上に過程だって重要だ。そんな簡単に欲しいものが手に入ったら人生なんて味気ないはずなんだ。

「もうやめてよ弥太郎！」

　顔が腫はれてぼやけた視界。杏樹がチラリと見えている。こんな視界じゃぼやけて表情なんてわからない。だけど俺を呼ぶ声は、どこか哀かなしげだ。

　俺は膝ひざを立て、手を着き、ゆっくりと立ち上がった。言う事聞かなくなった三半規管で地面はグラグラと揺ゆれているし、足なんて産まれたての小こ鹿じかみたいに震えてる。

「ちっまだ立つのかよ。オーク一人殺やれねぇってのはどういうことだよバカヤロー」

　あぁもう限界だ。家に帰って寝ねたい。意識が遠のく寸前だった。

　バツン

　体育館の照明が落ち、窓が開いたのか、雨風が体育館を浸しん食しよくし始めあっという間に辺りを濡ぬらしだした。

「フハハハハハハ」

　このアホみたいな笑い声には聞き覚えがある。人間の癖くせに魔ま法ほう使つかいを目指すアホタレの笑い声だ。

「誰だれだ！」

　オークたちの声に合わせるように照明が再点灯する。どうやら笑い声は俺の頭上から聞こえる。よく見れば、二階バスケットゴールの上で腕うで組ぐみし不敵な笑えみを浮うかべ立っていたのは佐々木だった。

「さ、佐々木！」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない登場の仕方がアイツらしい。そしてほんの少しのなつかしささえ感じた。

「我こそは元素の支配者エレメンタルマスター、すべてをつかさどる男、佐々木総あっ！」

　腕組した右手で天を指し、かっこよく決めた瞬しゆん間かんだった。窓から突とつ風ぷうが吹きバランスを崩くずした佐々木が床に激げき突とつ。声にならない悲鳴が体育館に響ひびき渡る。

「あっあっいっつ[image: ～]いちぃ！　膝が……くそースナイパーめ！　先せん輩ぱい、俺は膝に矢を受けてしまいました！　もう戦えません！」

「うそつけ、スナイパーなんてどこにもいねーだろ！」

「う、うっさいなぁ、かっこよく決めようとしたんだからしょうがないでしょ！　先輩ばっかりに良いい所独り占じめさせられないでしょ！」

「だってお前魔法も使えないのに何で来たんだよ！　死んじゃうぞ？」

「フハハハハハ、そう昨日までの俺ならそうでした。しかし元素の支配者エレメンタルマスターは進化がとまりません。くらえ俺の新魔法！」

　佐々木が杖つえをオークたちに向けた。が特に効果はないようだ。

「ん？　なんもかわってねぇぞ！　くそっ魔法だと思ってびびっちまったじゃねぇーか。お前ら大道芸でもしてんのか。おいあのちんちくりんも一緒にやっちまえ！」

「おい佐々木！　あれか、マヒ的な魔法とか相手が動けなくなるとかそういう系の魔法なんだろ？　来ちゃうよ。あの人たち来ちゃうよ！」

「ふふふ、よくぞ聞いてくれました。今月号の『勝ちまくりモテまくり！　大魔ま導どう講座』に載っていた新魔法。なんと水をローションに変える魔法。『ローショーン』です！」

「えぇなんだよそれ。あれか、体内の水分もローションにかえるとかそういう奴なんだろ？　なぁそうだと言ってくれ！」

「あぁそういうのは無理っす」

　はい、これにて終しゆう了りようです。里中先生の次回作にご期待ください！

　絶望の表情とともに、来るであろうオークの群れに備える。が、こない。

「くそっうまくあるけねぇ！」

「兄貴！　助けてください。雨がローションに変わって！」

　床を濡らした雨がローションに変わり、目の前に約五十人のオークがローションまみれでくんずほぐれつ。地じ獄ごく絵え図ずだった。

「くそが！　でもなぁこっちにはお姫ひめ様がいるんだ！　コイツを失わない限りは！　っていない!?」

「ふはははは、元素の支配者佐々木の魅み力りよくに注目するあまり足元がお留守のようだなぁ！　俺様の手の者が……」

「誰がアンタの手の者よ！　アタシが作戦考えたんだから！」

「杏樹さまコチラですよ！」

　体育館のステージにはぼろぼろの杏樹と、リーネ。そして本間さんがコチラに手を振ふっている。

「つまり、完全に形勢は逆転しました！　先輩準備はいいですか？」

「あぁもちろんだ」

「はっ、腕っぷしじゃ負ける気がしねぇ！　かかってこいや！」

「うるせーこんなところにいられるか！　逃にげるぞ佐々木！」

「合点承知！」




　　　　◇◇◇




「あぁ脇わき腹ばらいたい。脇腹がいたい！」

「ちょっと大だい丈じよう夫ぶなの弥太郎！」

　もちろん殴られて全身が痛いけど、それ以前に日ごろの運動不足がたたってる。ちょっと基き礎そ体力の衰おとろえに驚おどろきを隠せない。

「でもよかったですね。なんもなくて！」

「もうなんなのよ！　この騒そう動どうは！　しかも、この鎧自分のお給料で初めて買ったセシルマクベェの鎧なのよ？　もう最悪よ……。弥太郎どういうことなの？」

「どういうことなのと言われても……」

　なんなんだよコイツ、こっちは色々迷った挙句、命からがら助け出したっていうのに。

「まぁブランドものなんていつでも買えるんだからいいじゃないの。それに弥太郎ちゃんに感謝しないと？」

「そうですよ！　危機的状じよう況きようで男の子が助けに来てくれるなんて……うらやましいなぁ……弥太郎さん、私がピンチになったら助けてくださいね！」

「そういうことじゃないわよ。助けるならもっと早く助けてよね！　まぁ……その……ありがと……」

「う、うん」

　走りながらだから表情を窺うかがうことはかなわないけれど、喜んでくれているのかな？

　学校を脱だつ出しゆつすると、雨は止やみ、東から日の出の太陽が空の半分を橙だいだいに染め上げていた。

「ちょっと弥太郎、口、キレて血出てるじゃない？」

「あぁごめん……」

「もう、しょうがないんだから」

　杏樹はポケットからハンカチを出すと、背せ伸のびをして俺の口から垂れる血を拭ぬぐってくれた。

「ハンカチ……洗って返すよ」

「いいわ。あげる。ただそのハンカチすっごい高いんだから大事に使ってよね！」

「お、おう」

「それで？　なんでこんなことになってるわけ？　事情、説明してもらえるわよね？」

「それは私から説明させていただきましょう」

　月明かりに照らされたのは、銀ぎん髪ぱつをクルクルと指でいじる大臣の姿と愉ゆ快かいな衛兵たちの姿だった。

「司！　これはどういうことなの!?」

「やはり、下した請うけはだめですねぇ。やはり最後に頼たよれるのは自分自身といったところでしょうか。さて、杏樹姫。あなたはここで私が救い出します」

「救い出します。ってもう救われちゃってるわよ！　遅おそいのよ！」

「いえ、我が国の姫騎き士しはオークにつかまりました。よってここで救わなければいけません。衛兵！　この者どもをひっとらえろ！」

「ちょっと！　刃やいばを下げなさい。弥太郎たちがいきなり襲おそってきたオークたちから助けてくれたのよ！　意味わかんない事してないで馬車回してよ馬車！」

　大臣は大げさに空を仰あおぎ、大きなため息をつく。いちいちしぐさが芝しば居いがかっているというか、ナルシストっぽいなぁこの人。

「まだわかりませんか。私は誘ゆう拐かい犯から姫を救い出し、杏樹姫は結けつ婚こんする。行き遅れのあなたを私は少し持て余してしまうかもしれないですけどね」

「えぇちょっと話が見えてこないんだけど、ねぇリーネどういうことなの？」

「まぁ要するに、アタシたちを悪者にしてアンタと結婚して王様になりたいってことよ」

「えぇやだ。コイツと結婚するぐらいなら死にたいんだけど」

「ちなみに杏樹さまの誘拐企くわだてたのこの人ですよ？」

「えぇなにそれ！　なおさら結婚なんてできないわよ！　こんな相手なら佐々木の方がまし！」

　ブーブー

「なっ!?　この眉び目もく秀しゆう麗れいな私にひどい仕打ちだ。おい里中くん。君なら賢かしこい選せん択たくができるはずだ。今姫を渡わたせば見み逃のがしてやるし内定もやるぞ。さぁ杏樹姫をこちらへ！」

「いやです！」

　自分でも憑つき物が落ちたみたいにはっきりとした声だった。

「なぜだ！　君はわかっているはずだ。権力が、いや社会的地位がどれだけ重要か。それを求めることは悪ではないはずだ。さぁさぁ！」

　ブーブー

「たしかに、正社員になりたいですよ。社会の歯車になりたいとも思ってます。お金とか社会的な地位、そういうのも大事だと思います。だけど誰かを踏ふみにじってまで、誰かの幸せを邪じや魔ましてまでは内定なんて欲しくない！」

「くだらない！　それは資本主義社会の否定だぞ！　ええい。この者たちを捕つかまえろ！」

　おそらく大臣の子飼いの部下たちは俺たちを取り囲み、今にも飛びつこうとじりじりと距きよ離りを詰つめてくる。

「ちょっとやめてよ！　そもそもこんなことしても私は認めないわよ」

　ブーブー

「証しよう拠こがあろうがなかろうが、結局はバカな国民たちが認めてくれる。オークから姫を救った救国の英えい雄ゆうとしてね。どの新聞社もドラマティックな見出しをつけ、ワイドショーが取り上げる。ニュースはインターネットの海を徘はい徊かいしやがて世界にも認められる。完かん璧ぺきだ。完璧なプラン！　って誰だ人が真ま面じ目めに話してるときに携けい帯たいのバイブ鳴らしてる奴やつ！」

　大臣が渾こん身しんの演説中だけど、携帯のバイブが気になるようで、周囲の人間すべてが携帯を取り出しチェックする。

「おい佐々木、お前の携帯、鳴ってるぞ」

「あっ俺か……なんだよこの大事な場面でまったく。彼女かな？」

「そこの金きん髪ぱつ早く携帯切れ！　こっちは話に集中できないだろ！」

「もーうるさい大臣だなー。あっ！」

「どうしたの佐々木？」

　佐々木が大きな声を上げたのが気になって杏樹も俺も本間さんもリーネも、そして大臣もが佐々木に駆かけ寄り、携帯の画面をのぞくとツイッダーの画面が開かれていた。

「炎えん上じようしてんじゃねぇか。リプライ欄らんの通知がとんでもない事なってるぞ？」

「あんた炎上させたの？　炎ほのお系の魔法もつかえないのに？　ウケる！」

「うっせーぞリーネ！　あぁ先輩どうしよう！」

「知らないよ。何ネットに上げたんだよ？」

「いや廃はい工場で大臣が姫様を誘拐しろっていう仕事頼たのんだ時の動画っすけど……見ます？」

　再生された動画には、大臣が廃工場内でした演説。そして佐々木のリプライ欄にはキャプションと大臣が何かの公務で撮とられた写真が比ひ較かくされ、大臣が誘拐犯だという事はインターネットの海を経由して国民周知の事実となってしまったのである。きっと明日あしたのトップニュースは大臣の動画だろう。

「なん……だと……」

　膝ひざから崩くずれ落ちる大臣。そして勝かち誇ほこる杏樹。

「あっれぇ～証拠があるなぁ。これじゃあバカな国民もだまされちゃうわ～。大変！　私オークにさらわれちゃったの！　でも大臣様が近くにいて助けにきたの～。きゃーかっこいい」

　杏樹のこういうとこ。嫌きらいじゃないけど好きじゃない。

「いやだ……これじゃ負け犬じゃないか！　僕は負け犬じゃない！　勝ち組なんだ！　ママが言ったんだ司は誰だれよりもすごいって！　こんなんじゃママにお尻しりを叩たたかれる！」

「うわぁ杏樹、アイツマザコンよ？　もし結婚してたら間ま違ちがいなく嫁よめ姑しゆうとめ問題でボロボロになってたわね」

「もう何も言わないでよリーネ。ただでさえ気分が最悪なんだから」

　しかしこの動画を見た後では、どんなバカな衛兵も従わないのは明白。大臣を遠巻きにして人が離はなれていく。いやもしかしたらマザコンだからかもしれないけどそこは敢あえて聞かないであげよう。

「くそ！　やっぱり頼れるのは自分だけだ！　くそっ剣けんをよこせ！」

　衛兵から奪うばい取った剣を手に、俺に向かって猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる大臣。

「先せん輩ぱい、オークじゃないなら余よ裕ゆうっすよね？」

「あぁ任せとけ！」

「やっぱここは見せ場ですから、決め台詞ぜりふつきでやった方がいいと思うんですよ」

「えっ決め台詞？」

「うーん。そうだなぁ、あっこういうのはどうです？　その幻げん想そうを……」

「やめろ！」

　たしかに俺はオークとしては小こ柄がらかもしれない。貧弱かもしれない。だけど今だったら杏樹に迫せまりくる凶きよう刃じんから守ることだってできる。

　あまり力の入らない拳こぶしをぐっと握にぎりこみ。左足を踏み込む。

「ま、ママー！」

　大臣の左頰ほおにめり込ませた拳がうなりをあげ、情けない悲鳴だけが校庭にこだまする。

「もう朝ね……」

　そうまぶしそうに目を細め、つぶやいた杏樹の顔は朝焼けに照らされ輝かがやいて見えたんだ。

















エピローグ






　目の前のドアが開くと、重そうな音が広間に響ひびき渡る。赤い絨じゆう毯たんがまっすぐ延のび、正面の一段上がった場所には金の細工で装そう飾しよくされた高そうな椅い子す。そこには髭ひげ面づらの王様、つまりは私のパパが本調子ではないものの座ってくれている。

「あれ姫ひめ様のお父さん？　渋しぶ～い。ねぇお妃きさき様居ないのよね？　玉たまの輿こし狙ねらっちゃおうかなぁ～」

「リーネ……お前マジ節操ねぇな」

「なによ佐々木！　いいでしょう？　節操ないのがアタシなんだから。今いま更さら、『あたしぃ～男の人苦手でぇ～』みたいなの逆にキモいでしょ？」

　あの雨の日の事件の後。司を厳重に警備のされた牢ろう獄ごくに収しゆう監かんした。私の権力があれば死し刑けいにもできたんだけど。行き遅おくれ、ババア、などなど、私に対して言った事を加味した上で敢えて死刑にしなかった。別に、死ぬより辛つらい苦痛を与あたえるとか、日ひ陰かげ暮らしで一生を終えろ、と言いたいわけじゃ断じてないことをここに宣言しておくわ。

「もうみなさん。王様の前なんだから静かにしてください！」

　このパーティ唯ゆい一いつの良心である遥香ちゃんに促うながされるまま、前に進み、一礼。そういえばパパに会うのも久しぶりな気がする。

　だけど私はと言えば久しぶりの家族再会より気になっていることがあった。

　弥太郎の事だ。

　最初の洋館でのことを入れれば三回私の命を救ったことになる。もう脳内では完全に弥太郎と静かな湖こ畔はんで白いワンピースを着た私が散歩している。

　これは完全に『娘むすめさんを僕にください』しかないでしょう。

　国を救って、姫救って。そんでもって王様と謁えつ見けん。完璧。もう合格よ。弥太郎よく頑がん張ばったわ。

　これで私もＳＮＳに上がるウェディングドレスを試着した写メに泣きながらイイネする日々とおさらばできる。そんでもって、ピンクの婚こん姻いん届けを提出して。あぁ完璧すぎる。人生捨てたもんじゃない。

　高鳴る心臓の鼓こ動どう。ついにくる。サヨナラ私の独身ライフ。あばよ独身ども！　泣きながらＳＮＳで私のウェディングドレス姿にイイネをつけろ！

「ヤバイ。マジカッコイイ。杏樹がピンぼけだからどんなお父さんかと思ったけど、超ちようマトモじゃん！」

　一いつ瞬しゆん注意しようかなって思ったけど、今の私にはそんな事全然気にならなかった。

「して、この者たちが杏樹を助けてくれたのだな？　杏樹紹しよう介かいしてくれ」

「はい。弥太郎から自己紹介をしてもらえる？」

「あ、はい。えっと里中・オーク・弥太郎です」

「佐々木っす」

「リーネでぇ～す」

「本間・エルフェン・遥香です。はじめまして。よろしくお願いします」

「なるほど。今回は誠に大儀であったぞ皆みなの者。それでは褒ほう美びの方を取らせなければいけないな。そこのオークのもの何が欲しい。金か？」




　里中・オーク・弥太郎




「いえ、お金は要いりません」

　人生で一度あるかないか、平へい凡ぼんな俺に廻めぐって来たチャンスだ。だけどこれは俺独りの努力が形になったわけでもない。俺が今までさんざんバカにしてきた青あお臭くさい繫つながりって奴があったからこそ手にできたチャンスなんだ。

「なに？　金が要らないだと？　オークというのは欲よく望ぼうに忠実と聞いていたがならば名めい誉よか？」

「いえ、名誉も要りません」

　そういうと、横にいる杏樹はちらちらと俺を見てきた。この騒そう動どうが始まってからずっと一いつ緒しよにいる気がするな。よく男女に友情は存在するのかっていう議論をする人がいる。

　実際のところそういうのがあるかどうかもわからないし、ましてや童どう貞ていの俺が女性を語るなんて、漁師が野菜の育て方を語るみたいで変だと思う。

　ただ、一つわかったのは、杏樹が、いや杏樹だけじゃない。佐々木も本間さんもリーネも俺にとって大きな存在になっていたって事なんだ。

　別に派は遣けんだろうが、オークだろうが、人生を卑ひ下げすることはない。そう思ってもいいかなって今では思う。だから今日俺は王様に、いや杏樹のお父さんに言わなきゃいけない。

「これはまた……ではなにもいらないと。なんという騎き士し道どう精神」

「まぁもうもらう物は決まってるんじゃない？　ねぇ弥太郎？　ほら早く言っちゃいなさいよ！」

「いえ、金も名誉も要りません。ただひとつ。ひとつだけほしいものがあります」

　ちょっとだけ緊きん張ちようするので、俺は大きく息を吸いゆっくりと吐はき出す。

「なんじゃ、いうてみろ！」

「俺に……いや僕に内定をください！」




「えぇええええええええええええええええ」




　杏樹の悲鳴が大広間にこだまする。今日もモリタニアは平和です。








あとがき






　この度たび、第二十八回ファンタジア大賞で審しん査さ員特別賞をいただきまして、本を刊行することになりました。初めましての方は初めまして。ネット版を読んでいただいた方はお久しぶりです。霧きり山やまよんです。

　一年前の僕だったら本のあとがきを書くなんて事になるとは思いませんでしたが、人生ってものはわかりませんね。コンテストに出しといてそんな事言うなと言われるかもしれませんが正直自分の本を出版することになるなんて想像もして無くてですね。

　こんなことなら『バク○ン。』よろしく、中学時代に声優志望の女の子と将来を誓ちかい合っとけばよかったと今いま更さらながらに後こう悔かいしております。

　でも僕は負けません。へこたれません。なんでってあと八ページもあとがきを書かなきゃいけないからです。

　そもそもこの作品は居酒屋で友人と食事してた時にひな形ができた作品でして、超ちようくだんねー展開が多くて自分でも大だい丈じよう夫ぶかなって不安になるレベルです。

　まぁゆるーく笑ってくれて、その上でくだらねーって感想を持ってくれればうれしいです。




　では一番初めに、たくさんの人にお世話になったので月並みながら謝辞を。

　編集のＳさん、本当にお世話になりました。

　編集長にどんな方が編集さんなんですかと聞いたときに名前を聞いて、最速でフェイ○ブックで検けん索さくしたら完全に向こう側の人間っぽくて「これはまずいですね。絶対まずいですよ」と戦せん々せん恐きよう々きようだったんですがホントいい人で良かったです。

　本当にマイナス思考の自分を何度も励はげましてくれたのでなんとか原げん稿こうを書き上げられました。

　イラストレーターの霜しも月つきえいとさん、素す敵てきなイラストありがとうございます。自分の作ったキャラクターがイラストになるなんて、しかもこんな綺き麗れいなイラストに仕上げていただけるなんて感謝の極きわみです。

　審査員特別賞という名めい誉よな賞に選んでくれた石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、葵あおいせきな先生、橘たちばな公こう司し先生、そしてファンタジア文庫編集長様。その他、選考に携たずさわっていただいたすべての方と今回の本の制作から発売までに携わってくれた方には本当に頭の下がる思いでいっぱいです。

　そして家族とか友人、ラノベを書くことを許してくれたウチの会社の社長にもお礼が言いたいです。

　この場を借りてお礼をさせてもらいます。




　さてさて、自分自身文字でエンタメの世界に入った人間なので、あとがきでもエンタメに特化できればいいんですけど、フリートークってのが苦手なので本当に困ってます。

　そもそも自然発生的に生まれるのが会話なわけで、「さぁさぁ今から僕が面おも白しろい話しますよー」ってのもなんか違ちがうじゃないですか。

　正社員になりたいオークのお話書いたので、仕事の話でもしようと思います。

　ついこの前。っていっても半年ぐらい前の事でしょうか、とある現場でネット番組制作のお仕事をお手伝いさせていただいたんです。が、初めての制作のお仕事だったので慣れない事が多くて周りには迷めい惑わくかけっぱなしでした。

　まずフリップ（クイズ番組とかで解答者が書き込む紙状のアレ）がまともに作れない。もらった画像データを印刷屋さんに行って印刷するんですけど、印刷屋さんに行って、台本作って、フリップ作ってなんてやってると、解像度の事が頭から抜ぬけ落ち、結果ミスプリントする。

　しかも初めての事でそれにも気づかず現場に持っていって、いざ封ふう筒とうからフリップ出したら端はしが切れて使い物にならないんですよ。そんでもって翌週また同じ作業をしなきゃいけなくなった時、アホな僕はまたミスるんですよ。

　もうなにも言えないですよね。

「はぁ俺はフリップ一つ作れないダメ人間なのか」という自責の念。経費に無む駄だな穴を作る。そして「まぁ進行なんて初めてだしね。しょうがないよ」っていうフォロー。

　このフォローがボディブローのように精神を蝕むしばむわけです。

「まったく何やってんだよ。気を付けろよ！」

「鏡の前で役立たずって十回言ってこい！」

　こんな感じで、いやもっと激しい口調で怒おこられた方が百万倍気持ちが楽なのに……。

　結果、改めてこの本の一行目に書いたことを実感するわけです。

　よし、これであとがき先に読む派も納なつ得とくだ！　やったね！




　でも実際、働くって大変ですよね。できることならしたくない事の一つと言っても過言ではないと思います。建前的には勤労は社会に生きる人なら義務だ。とか言わなきゃいけないんでしょうけど実際働くってめんどくさい。

　学生時代って早く大人になりたいとか、社会人になったらもっと楽しいとか勝手に思ってたけど、大人になったらなったで、「学生に戻もどれるものなら戻りてぇ」って思ってます。結局はないものねだりなのかもしれませんけどね。

　しかも世の中には働きながら結けつ婚こんしてる人もいるわけで、すごいとしか形容できないです。

　まず相手がいなきゃ結婚なんてできないわけですから、彼女を作らなきゃいけませんし。そんでもって彼女ができてよーし仕事頑がん張ばるぞってところで、「私と仕事どっちが大事なの？」とかいうどう転んでも地じ獄ごくみたいな質問が来るわけですよ。

「じゃぁ無職の俺と付き合えるの？」

　なんて事、口が裂さけても言えません。

　男は黙だまって、「すいません」の一言です。

　そしていざ結婚して子供ができたら、子供を育てるという大変さがくるわけです。しかも子供を寝ねかしつけてからじゃないと自分の時間をろくに取れない。

　しかも子供はなかなか寝てくれない。結局自分の時間を取ろうにも取れないなんてことが当たり前になるわけなんですよね。

　独身の自分からしたらもうすべてがすごいなとしか言いようがないですよね。

　だって考えてもみてください。

　全国的にやってるかはわかりませんけど関東圏けんだと毎年夏になるとポ○モンスタンプラリーが開かい催さいされるじゃないですか。

　世の企き業ぎよう戦せん士したちは平日は八時間以上仕事をし、週末には電気ネズミのお面をかぶってはしゃぐ子供と手を繫つなぎ死んだ魚みたいな虚うつろな目をしながら駅の構内で列を形成しているんですよ。

　奥さんの姿が見えない事を鑑かんがみるにきっとこんな会話が家庭で行われていたんでしょう。

「ちょっとパパ、タカシどっか遊びに連れてってよ」

「えっ……ちょっとやすみた……」

「パパどっか遊びに連れてってよ～」

「そうか……タカシどこ行きたいんだい？」

「ポケ○ンスタンプラリー！」

「ほらっ！　じゃぁとっとと連れてってよ！　ママはその間に家事しとくから！」

「タカシ、じゃぁいくか……」

「うんっ！」

　ポ○モンスタンプラリーは戦士たちの休息を犠ぎ牲せいにして行われる地獄の祭典なんです。ひとえに愛が無いとできない事だなと実感します。

　世の中の保護者はすごい。




　さんざんふざけたあとがきを書きましたが、最後は少し『っぽい事』でも書こうと思います。

　僕がライトノベル作家という職業を本格的に目指したのは、四、五年前ぐらいの事です。

　もともとスクールカーストっていうピラミッドから飛び出しちまった社会不適合者な自分でしたから、アニメ見たり、大学にもなじめずにゲーセン入いり浸びたったり。

　というか学生って所属するコミュニティが一つになりがちで逃にげ場ばないじゃないですか。そんな時逃げ場になってくれたのがアニメとかラノベとかゲームでした。

　当時は自分もお話を作る側に回るとは思ってもみなかったですが、いざ自分の将来をふと考えた時にライトノベル作家になりたいかなと思ったのは事実です。

　ですから、今こうやってファンタジア文庫の作家さんと書店で一いつ緒しよに並べていただけるという事は大変感かん慨がい深ぶかいものがあります。

　小説に限りませんが、ゲームとか映画とか音楽とか、いわゆるエンターテイメントってものは、遺伝子ってわけじゃないんですけど、そういうものが確かにあってそのおかげで新しいものが生まれるわけで、自分もそんな誰だれかの心に残れれば本ほん望もうなのかなって思います。

　まっこんなかっこいい事を言っても、作品がこれだと説得力もクソもないような気がしますけど、そこはご愛あい嬌きようってとこで一つお願いします。

　こんな話をしているのは自分的なキャラじゃないですのでこの辺にしておきましょう。




　あとがきもずいぶんも長い事書きましたがお別れの時間が来たようです。

　次の巻ではなんと弥太郎と杏樹が宇宙の覇は権けんをかけて戦うスペースオペラが開幕です。

　オーク界の神として転生した弥太郎が、火星人の触しよく手しゆから姫ひめ騎き士し杏樹を必死に救い出します。しかしその行手を遮さえぎるのは、悪の大幹部となった佐々木。

　闘たたかわなければ生き残れない。

　そんな感じのテーマで行きたいと思います。

　噓うそです。なんも決まってません。

　本当は、十二人の妹が出てきて「お兄ちゃん」とか「にぃに」って言ってくれる感じの作品になるかもしれないし、宇宙人が地球を攻せめてくるから遠い星まで行って波動砲ほうぶっぱなしてくる作品になるかもしれません。

　はたまたバイクにまたがる覆ふく面めんのヒーローとして弥太郎が人間との種族の違いに苦く悩のうしながらも人を救っていく話になるかも。要するに蓋ふたを開けてみなければわからない。シュレディンガーの猫ねこって感じで本当になんも決まってません。

　もっとかっこよく言うなら不確定事象って奴やつですね。

　ただ一つ決めたことがあります。

　あとがきはいくら多くても二、三ページにしたいです。

　これだけは絶対です。




　最後にこの本を読んでくれて皆みなさま本当にありがとうございます。

　またどこかで皆さんにお会いできるようにこれからも頑張ります。


霧山　よん












姫ひめ騎き士しはオークにつかまりました。








霧きり山やまよん
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